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国語 第1学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

◎身近なことや経験したことなどから話題を決
め、伝え合うために必要な事柄を選ぶことができ
る。（思・判・表A(1)ア）
○丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気をつけ
て使うことができる。（知・技(1)キ）
○伝えたい事柄や相手に応じて、声の大きさや
速さなどを工夫することができる。（思・判・表
A(1)ウ）

丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気をつけて
使っている。（(1)キ）

・「話すこと・聞くこと」において、身近なことや経
験したことなどから話題を決め、伝え合うために
必要な事柄を選んでいる。（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」において、伝えたい事柄や
相手に応じて、声の大きさや速さなどを工夫して
いる。（A(1)ウ）

経験を基に積極的に言うことを考え、学習課題
に沿って自分の考えを伝えようとしている。

◎互いの話に関心をもつことができる。（思・判・
表A(1)オ）
・言葉には、事物の内容を表す働きがあることに
気づくことができる。（知・技(1)ア）

言葉には、事物の内容を表す働きがあることに
気づいている。

「話すこと・聞くこと」において、互いの話に関心
をもっている。(A(1)オ)

進んで友達の話に関心をもち、これまでの経験
をいかして話したり応答したりしようとしている。

◎読書に親しみ、いろいろな本があることを知る
ことができる。（知・技(3)エ）
○文章の内容と自分の体験とを結び付けて、感
想をもつことができる。（思・判・表C(1)オ）
■読み聞かせを聞いて楽しむ。

読書に親しみ、いろいろな本があることを知って
いる。（(3)エ)

「読むこと」において、文章の内容と自分の体験
とを結び付けて、感想をもっている。(C(1)オ)

積極的にいろいろな本を手に取り、これまでの経
験をいかして読み聞かせを楽しもうとしている。

積極的に自分の名前を書いたり好きなものを考
えたりし、これまでの経験をいかして友達と交流
しようとしている。

◎平仮名を読み、書くことができる。（知・技(1)
ウ）
・姿勢や筆記具の持ち方を正しくして書くことがで
きる。（知・技(3)ウ）

・平仮名を読み、書いている。((1)ウ)
・姿勢や筆記具の持ち方を正しくして書いてい
る。（(3)ウ）

正しい姿勢や鉛筆の持ち方で書くことに粘り強く
取り組み、自分なりに、字を書く際に気をつけた
いことを見つけようとしている。

◎場面の様子や登場人物の行動など、内容の
大体を捉えることができる。（思・判・表C(1)イ）
○語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて
音読することができる。（知・技(1)ク）

語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて音
読している。（(1)ク）

「読むこと」において、場面の様子や登場人物の
行動など、内容の大体を捉えている。（C(1)イ）

進んで詩に描かれた様子を想像し、これまでの
学習をいかして音読しようとしている。

◎姿勢や口形、発声や発音に注意して話すこと
ができる。（知・技(1)イ）
○長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の
豊かさに気づくことができる。（知・技(3)イ）

・姿勢や口形、発声や発音に注意して話してい
る。（(1)イ）
・長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の
豊かさに気づいている。（(3)イ）

進んで姿勢や口形、発声や発音に注意し、学習
課題に沿って音読しようとしている。

◎身近なことや経験したことなどから話題を決
め、伝え合うために必要な事柄を選ぶことができ
る。（思・判・表A(1)ア）
○丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気をつけ
て使うことができる。（知・技(1)キ）

丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気をつけて
使っている。（(1)キ）

「話すこと・聞くこと」において、身近なことや経験
したことなどから話題を決め、伝え合うために必
要な事柄を選んでいる。（A(1)ア）

紹介したい事柄を積極的に選び、学習課題に
沿って見つけたものをより分かりやすく紹介しよ
うとしている。

◎身近なことや経験したことなどから話題を決
め、伝え合うために必要な事柄を選ぶことができ
る。（思・判・表A(1)ア）
○経験したことから書くことを見つけ、伝えたい
事柄を明確にすることができる。（思・判・表B(1)
ア）
・丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気をつけ
て使うことができる。（知・技(1)キ）

丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気をつけて
使っている。（(1)キ）

・「話すこと・聞くこと」において、身近なことや経
験したことなどから話題を決め、伝え合うために
必要な事柄を選んでいる。（A(1)ア）
・「書くこと」において、経験したことから書くことを
見つけ、伝えたい事柄を明確にしている。（B(1)
ア）
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◎話し手が知らせたいことや自分が聞きたいこと
を落とさないように集中して聞き、話の内容を捉
えて感想をもつことができる。（思・判・表A(1)エ）
○言葉には、事物の内容を表す働きや、経験し
たことを伝える働きがあることに気づくことができ
る。（知・技(1)ア）
○伝えたい事柄や相手に応じて、声の大きさや
速さなどを工夫することができる。（思・判・表
A(1)ウ）

言葉には、事物の内容を表す働きや、経験した
ことを伝える働きがあることに気づいている。（(1)
ア）

・「話すこと・聞くこと」において、伝えたい事柄や
相手に応じて、声の大きさや速さなどを工夫して
いる。（A(1)ウ）
・「話すこと・聞くこと」において、話し手が知らせ
たいことや自分が聞きたいことを落とさないよう
に集中して聞き、話の内容を捉えて感想をもって
いる。（A(1)エ）

興味をもって進んで友達の話を聞き、より伝わる
話し方を考えながら、みんなに知らせようとして
いる。

◎読書に親しみ、いろいろな本があることを知る
ことができる。（知・技(3)エ）

読書に親しみ、いろいろな本があることを知って
いる。（(3)エ）

積極的に図書館について知ろうとし、学習課題
に沿って読みたい本を見つけようとしている。

◎語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて
音読することができる。（知・技(1)ク）
◎場面の様子や登場人物の行動など、内容の
大体を捉えることができる。（思・判・表C(1)イ）
○敬体で書かれた文章に慣れることができる。
（知・技(1)キ）

・敬体で書かれた文章に慣れている。（(1)キ）
・語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて音
読している。（(1)ク）

「読むこと」において、場面の様子や登場人物の
行動など、内容の大体を捉えている。（C(1)イ）

興味をもって進んでお話の内容を捉え、学習課
題に沿って友達と協力して音読しようとしてい
る。

◎音節と文字との関係に気づくことができる。
（知・技(1)イ）
◎身近なことを表す語句の量を増し、語彙を豊
かにすることができる。（知・技(1)オ）

・音節と文字との関係に気づいている。（(1)イ）
・身近なことを表す語句の量を増し、語彙を豊か
にしている。（(1)オ）

語句の音節と文字との関係を積極的に理解し、
これまでの学習をいかして言葉を集めようとして
いる。

◎促音の表記、助詞の「を」の使い方、句点の打
ち方を理解し、文の中で使うことができる。（知・
技(1)ウ）
○語と語との続き方に注意することができる。
（思・判・表B(1)ウ）

促音の表記、助詞の「を」の使い方、句点の打ち
方を理解し、文の中で使っている。（(1)ウ）

「書くこと」において、語と語との続き方に注意し
ている。（B(1)ウ）

進んで促音や濁音のある言葉を見つけようとし、
これまでの学習をいかして文を書こうとしてい
る。

◎文の中における主語と述語との関係に気づく
ことができる。（知・技(1)カ）
○句点の打ち方を理解して文の中で使うことが
できる。（知・技(1)ウ）
○語と語との続き方に注意することができる。
（思・判・表B(1)ウ）

・句点の打ち方を理解して文の中で使っている。
（(1)ウ）
・文の中における主語と述語との関係に気づい
ている。（(1)カ）

「書くこと」において、語と語との続き方に注意し
ている。（B(1)ウ）

】語と語との続き方を丁寧に確かめながら、これ
までの学習をいかして文を書こうとしている。

◎平仮名を読み、書くことができる。（知・技(1)
ウ）
○語と語や文と文との続き方に注意しながら、内
容のまとまりが分かるように書き表し方を工夫す
ることができる。（思・判・表B(1)ウ）

平仮名を読み、書いている。（(1)ウ） 「書くこと」において、語と語や文と文との続き方
に注意しながら、内容のまとまりが分かるように
書き表し方を工夫している。（B(1)ウ）

進んで濁音を含む言葉を見つけ、これまでの学
習をいかして文字で表そうとしている。

◎長音の表記、助詞の「へ」の使い方、句点の打
ち方を理解し、文の中で使うことができる。（知・
技(1)ウ）
○語と語との続き方に注意することができる。
（思・判・表B(1)ウ）

長音の表記、助詞の「へ」の使い方、句点の打ち
方を理解し、文の中で使っている。（(1)ウ）

「書くこと」において、語と語との続き方に注意し
ている。（B(1)ウ）

進んで長音のある言葉を見つけようとし、これま
での学習をいかして文を書こうとしている。

◎相手に伝わるように、行動したことや経験した
ことに基づいて、話す事柄の順序を考えることが
できる。（思・判・表A(1)イ）
○言葉には、事物の内容を表す働きや、経験し
たことを伝える働きがあることに気づくことができ
る。（知・技(1)ア）
○身近なことや経験したことなどから話題を決
め、伝え合うために必要な事柄を選ぶことができ
る。（思・判・表A(1)ア）

言葉には、事物の内容を表す働きや、経験した
ことを伝える働きがあることに気づいている。（(1)
ア）

・「話すこと・聞くこと」において、身近なことや経
験したことなどから話題を決め、伝え合うために
必要な事柄を選んでいる。（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」において、相手に伝わるよ
うに、行動したことや経験したことに基づいて、話
す事柄の順序を考えている。（A(1)イ）

】話す事柄の順序を進んで考えながら、これまで
の学習や経験をいかして考えとわけを話そうとし
ている。
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◎平仮名を読み、書くことができる。（知・技(1)
ウ）
◎長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の
豊かさに気づくことができる。（知・技(3)イ）
○姿勢や口形、発声や発音に注意して話すこと
ができる。（知・技(1)イ）

・姿勢や口形、発声や発音に注意して話してい
る。（(1)イ）
・平仮名を読み、書いている。（(1)ウ）
・長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の
豊かさに気づいている。（(3)イ）

進んで平仮名の五十音を確かめ、これまでの学
習をいかして言葉遊びを楽しもうとしている。

◎観察したことなどから書くことを見つけ、必要
な事柄を集めたり確かめたりすることができる。
（思・判・表B(1)ア）
○身近なことを表す語句の量を増し、文章の中
で使うことができる。（知・技(1)オ）

身近なことを表す語句の量を増し、文章の中で
使っている。（(1)オ）

「書くこと」において、観察したことなどから書くこ
とを見つけ、必要な事柄を集めたり確かめたりし
ている。（B(1)ア）

】植物をさまざまな観点から積極的に観察し、こ
れまでの学習をいかして観察したことを記録しよ
うとしている。

◎拗音の表記、句点の打ち方を理解し、文の中
で使うことができる。（知・技(1)ウ）
○語と語との続き方に注意することができる。
（思・判・表B(1)ウ）

拗音の表記、句点の打ち方を理解して、文の中
で使っている。（(1)ウ）

「書くこと」において、語と語との続き方に注意し
ている。（B(1)ウ）

「書くこと」において、語と語との続き方に注意し
ている。（B(1)ウ）

◎事柄の順序を考えながら、内容の大体を捉え
ることができる。（思・判・表C(1)ア）
○文の中における主語と述語との関係に気づく
ことができる。（知・技(1)カ）
○語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて
音読することができる。（知・技(1)ク）
〇文章の中の重要な語や文を考えて選び出す
ことができる。（思・判・表C(1)ウ）

・文の中における主語と述語との関係に気づい
ている。（(1)カ）
・語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて音
読している。（(1)ク）

・「読むこと」において、事柄の順序などを考えな
がら、内容の大体を捉えている。（C(1)ア）
・「読むこと」において、文章の中の重要な語や
文を考えて選び出している。（C(1)ウ）

積極的に説明の順序を捉えながら文章を読み、
学習課題に沿って分かったことや考えたことを伝
えようとしている。

◎身近なことや経験したことなどから話題を決
め、伝え合うために必要な事柄を選ぶことができ
る。（思・判・表A(1)ア）
◎語と語や文と文との続き方に注意しながら、内
容のまとまりが分かるように書き表し方を工夫す
ることができる。（思・判・表B(1)ウ）
○言葉には、事物の内容を表す働きや、経験し
たことを伝える働きがあることに気づくことができ
る。（知・技(1)ア）
○丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気をつけ
て使うとともに、敬体で書かれた文章に慣れるこ
とができる。（知・技(1)キ）
○相手に伝わるように、行動したことや経験した
ことに基づいて、話す事柄の順序を考えることが
できる。（思・判・表A(1)イ）

・言葉には、事物の内容を表す働きや、経験した
ことを伝える働きがあることに気づいている。（(1)
ア）
・丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気をつけ
て使うとともに、敬体で書かれた文章に慣れてい
る。（(1)キ）

・「話すこと・聞くこと」において、身近なことや経
験したことなどから話題を決め、伝え合うために
必要な事柄を選んでいる。（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」において、相手に伝わるよ
うに、行動したことや経験したことに基づいて、話
す事柄の順序を考えている。（A(1)イ）
・「書くこと」において、語と語や文と文との続き方
に注意しながら、内容のまとまりが分かるように
書き表し方を工夫している。（B(1)ウ）

】粘り強く伝えたいことや表し方を考え、これまで
の学習をいかして自分が好きなものとその理由
を紹介しようとしている。

◎助詞の「は」、「へ」及び「を」の使い方を理解し
て文や文章の中で使うことができる。（知・技(1)
ウ）
○語と語や文と文との続き方に注意しながら、内
容のまとまりが分かるように書き表し方を工夫す
ることができる。（思・判・表B(1)ウ）

】助詞の「は」、「へ」及び「を」の使い方を理解し
て文や文章の中で使っている。（(1)ウ）

「書くこと」において、語と語や文と文との続き方
に注意しながら、内容のまとまりが分かるように
書き表し方を工夫している。（B(1)ウ）

進んで助詞の使い方を確かめながら、学習課題
に沿って文を作ろうとしている。

◎語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて
音読することができる。（知・技(1)ク）
◎場面の様子や登場人物の行動など、内容の
大体を捉えることができる。（思・判・表C(1)イ）
○文の中における主語と述語との関係に気づく
ことができる。（知・技(1)カ）
○場面の様子に着目して、登場人物の行動を具
体的に想像することができる。（思・判・表C(1)
エ）

・文の中における主語と述語との関係に気づい
ている。（(1)カ）
・語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて音
読している。（(1)ク）

・「読むこと」において、場面の様子や登場人物
の行動など、内容の大体を捉えている。（C(1)イ）
・「読むこと」において、場面の様子に着目して、
登場人物の行動を具体的に想像している。（C(1)
エ）

】積極的に登場人物の行動を捉え、これまでの
学習をいかして音読や劇遊びをしようとしてい
る。

◎昔話の読み聞かせを聞くなどして、我が国の
伝統的な言語文化に親しむことができる。（知・
技(3)ア）
◎場面の様子や登場人物の行動など、内容の
大体を捉えることができる。（思・判・表C(1)イ）
○語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて
音読することができる。（知・技(1)ク）

・語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて音
読している。（(1)ク)
・昔話の読み聞かせを聞くなどして、我が国の伝
統的な言語文化に親しんでいる。((3)ア)

「読むこと」において、場面の様子や登場人物の
行動など、内容の大体を捉えている。（C(1)イ）

進んで昔話の内容を捉え、これまでの学習をい
かして音読しようとしている。
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◎読書に親しみ、いろいろな本があることを知る
ことができる。（知・技(3)エ）

読書に親しみ、いろいろな本があることを知って
いる。（(3)エ）

積極的にいろいろな本を手に取り、これまでの学
習をいかして本を選ぼうとしている。

◎経験したことや想像したことなどから書くことを
見つけ、必要な事柄を集めたり確かめたりして、
伝えたいことを明確にすることができる。（思・
判・表B(1)ア）
○文章に対する感想を伝え合い、自分の文章の
よいところを見つけることができる。（思・判・表
B(1)オ）
・言葉には、事物の内容を表す働きや、経験した
ことを伝える働きがあることに気づくことができ
る。（知・技(1)ア）

【知・技】言葉には、事物の内容を表す働きや、
経験したことを伝える働きがあることに気づいて
いる。（(1)ア）

・「書くこと」において、経験したことや想像したこ
となどから書くことを見つけ、必要な事柄を集め
たり確かめたりして、伝えたいことを明確にして
いる。（B(1)ア）
・「書くこと」において、文章に対する感想を伝え
合い、自分の文章のよいところを見つけている。
（B(1)オ）

積極的に出来事や経験を思い出し、これまでの
学習をいかして日記に書こうとしている。

◎身近なことを表す語句の量を増し、語彙を豊
かにすることができる。（知・技(1)オ）

身近なことを表す語句の量を増し、語彙を豊か
にしている。（(1)オ）

積極的に言葉遊びに取り組み、これまでの学習
をいかして自分でも言葉遊びを作成しようとして
いる。

◎伝えたい事柄や相手に応じて、声の大きさや
速さなどを工夫することができる。（思・判・表
A(1)ウ）
○姿勢や口形、発声や発音に注意して話すこと
ができる。（知・技(1)イ）
○話し手が知らせたいことや自分が聞きたいこと
を落とさないように集中して聞き、話の内容を捉
えて感想をもつことができる。（思・判・表A(1)エ）

姿勢や口形、発声や発音に注意して話してい
る。（(1)イ）

・「話すこと・聞くこと」において、伝えたい事柄や
相手に応じて、声の大きさや速さなどを工夫して
いる。（A(1)ウ）
・「話すこと・聞くこと」において、話し手が知らせ
たいことや自分が聞きたいことを落とさないよう
に集中して聞き、話の内容を捉えて感想をもって
いる。（A(1)エ）

積極的に友達の話を聞き、これまでの学習をい
かして質問や感想を述べようとしている。

◎場面の様子や登場人物の行動など、内容の
大体を捉えることができる。（思・判・表C(1)イ）
○語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて
音読することができる。（知・技(1)ク）

】語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて音
読している。（(1)ク）

「読むこと」において、場面の様子や登場人物の
行動など、内容の大体を捉えている。（C(1)イ）

進んで詩の内容を捉え、これまでの学習をいか
して音読を楽しもうとしている。

◎片仮名を読み、書くとともに、片仮名の長音、
拗音、促音、撥音などの表記を理解して文や文
章の中で使うことができる。（知・技(1)ウ）
○語と語との続き方に注意しながら、文を書き表
すことができる。（思・判・表B(1)ウ）

片仮名を読み、書くとともに、片仮名の長音、拗
音、促音、撥音などの表記を理解して文や文章
の中で使っている。（(1)ウ）

「書くこと」において、語と語との続き方に注意し
ながら文を書き表している。（B(1)ウ）

身の回りから片仮名で書く言葉を進んで見つ
け、これまでの学習をいかして簡単な文を書こう
としている。

◎文章の中の重要な語や文を考えて選び出す
ことができる。（思・判・表C(1)ウ）
○文の中における主語と述語との関係に気づく
ことができる。（知・技(1)カ）
○事柄の順序など情報と情報との関係について
理解することができる。（知・技(2)ア）
○事柄の順序などを考えながら、内容の大体を
捉えることができる。（思・判・表C(1)ア）

・文の中における主語と述語との関係に気づい
ている。（(1)カ）
・事柄の順序など情報と情報との関係について
理解している。（(2)ア）

・「読むこと」において、事柄の順序などを考えな
がら、内容の大体を捉えている。（C(1)ア）
・「読むこと」において、文章の中の重要な語や
文を考えて選び出している。（C(1)ウ）

粘り強く文章の中で大事な言葉を押さえながら
読み、学習課題に沿って分かったことを伝えよう
としている。

◎場面の様子や登場人物の行動など、内容の
大体を捉えることができる。（思・判・表C(1)イ）
○文の中における主語と述語との関係に気づく
ことができる。（知・技(1)カ）
○語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて
音読することができる。（知・技(1)ク）
○場面の様子に着目して、登場人物の行動を具
体的に想像することができる。（思・判・表C(1)
エ）

・文の中における主語と述語との関係に気づい
ている。（(1)カ）
・語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて音
読している。（(1)ク）

・「読むこと」において、場面の様子や登場人物
の行動など、内容の大体を捉えている。（C(1)イ）
・「読むこと」において、場面の様子に着目して、
登場人物の行動を具体的に想像している。（C(1)
エ）

進んで登場人物の行動を確かめ、学習の見通し
をもって声に出してお話を楽しもうとしている。

◎第１学年に配当されている漢字を読み、漸次
書くことができる。（知・技(1)エ）
・語と語との続き方に注意しながら文を書き表す
ことができる。（思・判・表B(1)ウ）

第１学年に配当されている漢字を読み、漸次書
いている。（(1)エ

「書くこと」において、語と語との続き方に注意し
ながら文を書き表している。（B(1)ウ）

積極的に数え方に興味をもち、これまでの学習
や経験をいかして漢字を使って数え歌を書こうと
している。
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◎文章を読み返す習慣をつけるとともに、間違
いを正すことができる。（思・判・表B(1)エ）
○助詞の「は」、「へ」及び「を」の使い方、句読点
の打ち方を理解して、文や文章の中で使ってい
る。（知・技(1)ウ）

】助詞の「は」、「へ」及び「を」の使い方、句読点
の打ち方を理解して、文や文章の中で使ってい
る。（(1)ウ）

「書くこと」において、文章を読み返す習慣をつけ
るとともに、間違いを正している。（B(1)エ）

進んで文章を見直し、これまでの学習をいかして
適切な表記に正そうとしている。

◎経験したことなどから書くことを見つけ、必要
な事柄を集めたり確かめたりすることができる。
（思・判・表B(1)ア）
〇言葉には、事物の内容を表す働きや、経験し
たことを伝える働きがあることに気づくことができ
る。（知・技(1)ア）
〇助詞の「は」、「へ」及び「を」の使い方、句読点
の打ち方、かぎ（「　」）の使い方を理解して、文や
文章の中で使うことができる。（知・技(1)ウ）
○語と語や文と文との続き方に注意しながら書
き表すことができる。（思・判・表B(1)ウ）

・言葉には、事物の内容を表す働きや、経験した
ことを伝える働きがあることに気づいている。（(1)
ア）
・助詞の「は」、「へ」及び「を」の使い方、句読点
の打ち方、かぎ（「　」）の使い方を理解して、文や
文章の中で使っている。（(1)ウ）

・「書くこと」において、経験したことなどから書くこ
とを見つけ、必要な事柄を集めたり確かめたりし
ている。（B(1)ア）
・「書くこと」において、語と語や文と文との続き方
に注意しながら書き表している。（B(1)ウ）

知らせたいものを丁寧に観察し、学習の見通し
をもって見つけたことを文章にして伝えようとして
いる。

◎かぎ（「　」）の使い方を理解して文や文章の中
で使うことができる。（知・技(1)ウ）
◎場面の様子に着目して、登場人物の行動を具
体的に想像することができる。（思・判・表C(1)
エ）
〇語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて
音読することができる。（知・技(1)ク）

・かぎ（「　」）の使い方を理解して文や文章の中
で使っている。（(1)ウ）
・語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて音
読している。（(1)ク）

「読むこと」において、場面の様子に着目して、登
場人物の行動を具体的に想像している。（C(1)
エ）

積極的に想像力を広げて物語を読み、これまで
の学習をいかして想像したことを友達に伝えよう
としている。

◎事柄の順序などを考えながら、内容の大体を
捉えることができる。（思・判・表C(1)ア）
○事柄の順序など情報と情報との関係について
理解することができる。（知・技(2)ア）
〇文章の中の重要な語や文を考えて選び出す
ことができる。（思・判・表C(1)ウ）

事柄の順序など情報と情報との関係について理
解している。（(2)ア）

・「読むこと」において、事柄の順序などを考えな
がら、内容の大体を捉えている。（C(1)ア）
・「読むこと」において、文章の中の重要な語や
文を考えて選び出している。（C(1)ウ）

進んで説明における順序を考えながら読み、自
分が説明するときにいかしたいことを見つけよう
としている。

◎事柄の順序に沿って簡単な構成を考えること
ができる。（思・判・表B(1)イ）
○事柄の順序など情報と情報との関係について
理解することができる。（知・技(2)ア）

事柄の順序など情報と情報との関係について理
解している。（(2)ア）

「書くこと」において、事柄の順序に沿って簡単な
構成を考えている。（B(1)イ）

分かりやすい説明のしかたについて興味をも
ち、説明の順序に気をつけながら、見通しをもっ
て自動車図鑑を作ろうとしている。

◎第１学年に配当されている漢字を読み、漸次
書き、文や文章の中で使うことができる。（知・技
(1)エ）
○語と語との続き方に注意しながら、内容のまと
まりが分かるように書き表し方を工夫することが
できる。（思・判・表B(1)ウ）

第１学年に配当されている漢字を読み、漸次書
き、文や文章の中で使っている。（(1)エ）

「書くこと」において、語と語との続き方に注意し
ながら、内容のまとまりが分かるように書き表し
方を工夫している。（B(1)ウ）

積極的に漢字の成り立ちに興味をもち、学習課
題に沿って漢字を使った短い文を書こうとしてい
る。

◎長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の
豊かさに気づくことができる。（知・技(3)イ）
○音節と文字との関係に気づくとともに、発声や
発音に注意して話すことができる。（知・技(1)イ）
〇語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて
音読することができる。（知・技(1)ク）

・音節と文字との関係に気づくとともに、発声や
発音に注意して話している。（(1)イ）
・語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて音
読している。（(1)ク）
・長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の
豊かさに気づいている。（(3)イ）

積極的に詩や早口言葉を楽しみ、これまでの学
習や経験をいかして、発声や発音に気をつけな
がら声に出して読もうとしている。

◎片仮名を読み、書くとともに、文や文章の中で
使うことができる。（知・技(1)ウ）
○語と語との続き方に注意しながら、書き表し方
を工夫することができる。（思・判・表B(1)ウ）

片仮名を読み、書くとともに、文や文章の中で
使っている。（(1)ウ）

「書くこと」において、語と語との続き方に注意し
ながら、書き表し方を工夫している。（B(1)ウ）

片仮名の表記のしかたに気をつけながら、これ
までの学習をいかして文の中で片仮名を使おう
としている。

◎互いの話に関心をもち、相手の発言を受けて
話をつなぐことができる。（思・判・表A(1)オ）
◎文章に対する感想を伝え合い、自分の文章の
内容や表現のよいところを見つけることができ
る。（思・判・表B(1)オ）
〇句読点の打ち方、かぎ（「　」）の使い方を理解
して文や文章の中で使うことができる。（知・技(1)
ウ）
〇文の中における主語と述語との関係に気づく
ことができる。（知・技(1)カ）
○話し手が知らせたいことや自分が聞きたいこと
を落とさないように集中して聞き、話の内容を捉
えて感想をもつことができる。（思・判・表A(1)エ）

・句読点の打ち方、かぎ（「　」）の使い方を理解し
て文や文章の中で使っている。（(1)ウ）
・文の中における主語と述語との関係に気づい
ている。（(1)カ）

・「話すこと・聞くこと」において、話し手が知らせ
たいことや自分が聞きたいことを落とさないよう
に集中して聞き、話の内容を捉えて感想をもって
いる。（A(1)エ）
・「話すこと・聞くこと」において、互いの話に関心
をもち、相手の発言を受けて話をつないでいる。
（A(1)オ）
・「書くこと」において、文章に対する感想を伝え
合い、自分の文章の内容や表現のよいところを
見つけている。（B(1)オ）

物語を完成させるという見通しをもち、進んで友
達に質問し、お話を書こうとしている。
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◎文章の内容と自分の体験とを結び付けて、感
想をもつことができる。（思・判・表C(1)オ）
○文の中における主語と述語との関係に気づく
ことができる。（知・技(1)カ）
〇語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて
音読することができる。（知・技(1)ク）
〇場面の様子に着目して、登場人物の行動を具
体的に想像することができる。（思・判・表C(1)
エ）

・文の中における主語と述語との関係に気づい
ている。（(1)カ）
・語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて音
読している。（(1)ク）

・「読むこと」において、場面の様子に着目して、
登場人物の行動を具体的に想像している。（C(1)
エ）
・「読むこと」において、文章の内容と自分の体験
とを結び付けて、感想をもっている。（C(1)オ）

場面の様子に進んで着目し、これまでの学習を
いかして、好きなところとそのわけを考えようとし
ている。

◎第１学年に配当されている漢字を読み、漸次
書き、文や文章の中で使うことができる。（知・技
(1)エ）
○身近なことを表す語句の量を増し、語彙を豊
かにすることができる。（知・技(1)オ)
〇語と語との続き方に注意しながら、内容のまと
まりが分かるように書き表し方を工夫することが
できる。（思・判・表B(1)ウ）

・第１学年に配当されている漢字を読み、漸次書
き、文や文章の中で使っている。（(1)エ）
・身近なことを表す語句の量を増し、語彙を豊か
にしている。（(1)オ)

「書くこと」において、語と語との続き方に注意し
ながら、内容のまとまりが分かるように書き表し
方を工夫している。（B(1)ウ）

積極的に日付や曜日を表す漢字に関心をもち、
これまでの学習をいかして自分でも唱え歌を作
ろうとしている。

◎場面の様子など、内容の大体を捉えることが
できる。（思・判・表C(1)イ）
○語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて
音読することができる。（知・技(1)ク）

語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて音
読している。（(1)ク）

「読むこと」において、場面の様子など、内容の
大体を捉えている。（C(1)イ）

進んで詩の内容を捉え、これまでの学習をいか
して音読を楽しもうとしている。

◎身近なことを表す語句の量を増し、話の中で
使い、語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)
オ）
◎話し手が知らせたいことや自分が聞きたいこと
を落とさないように集中して聞き、話の内容を捉
えて感想をもつことができる。（思・判・表A(1) エ）
〇身近なことや経験したことなどから話題を決
め、伝え合うために必要な事柄を選ぶことができ
る。（思・判・表A(1)ア）

身近なことを表す語句の量を増し、話の中で使
い、語彙を豊かにしている。（(1)オ）

・「話すこと・聞くこと」において、身近なことや経
験したことなどから話題を決め、伝え合うために
必要な事柄を選んでいる。（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」において、話し手が知らせ
たいことや自分が聞きたいことを落とさないよう
に集中して聞き、話の内容を捉えて感想をもって
いる。（A(1)エ）

積極的に友達の話を聞き、学習の見通しをもっ
て、質問や感想を述べようとしている。

◎丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気をつけ
て使うとともに、敬体で書かれた文章に慣れるこ
とができる。（知・技(1)キ）
◎文章を読み返す習慣をつけるとともに、間違
いを正したり、語と語や文と文との続き方を確か
めたりすることができる。（思・判・表B(1)エ）
○語と語や文と文との続き方に注意しながら、内
容のまとまりが分かるように書き表し方を工夫す
ることができる。（思・判・表B(1)ウ）

丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気をつけて
使うとともに、敬体で書かれた文章に慣れてい
る。（(1)キ）

・「書くこと」において、語と語や文と文との続き方
に注意しながら、内容のまとまりが分かるように
書き表し方を工夫することができる。（B(1)ウ）
・「書くこと」において、文章を読み返す習慣をつ
けるとともに、間違いを正したり、語と語や文と文
との続き方を確かめたりしている。（B(1)エ）

書いた文章を積極的に見直しながら、これまで
の学習をいかして、身近な人に手紙を書こうとし
ている。

◎読書に親しみ、いろいろな本があることを知る
ことができる。（知・技(3)エ）
○語と語や文と文との続き方に注意しながら、内
容のまとまりが分かるように書き表し方を工夫す
ることができる。（思・判・表B(1)ウ）
○文章を読んで感じたことや分かったことを共有
することができる。（思・判・表C(1)カ）

身近なことを表す語句の量を増し、話の中で使
い、語彙を豊かにしている。（(1)オ）

・「話すこと・聞くこと」において、身近なことや経
験したことなどから話題を決め、伝え合うために
必要な事柄を選んでいる。（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」において、話し手が知らせ
たいことや自分が聞きたいことを落とさないよう
に集中して聞き、話の内容を捉えて感想をもって
いる。（A(1)エ）

積極的に友達の話を聞き、学習の見通しをもっ
て、質問や感想を述べようとしている。

◎言葉には、事物の内容を表す働きがあること
に気づくことができる。（知・技(1)ア）
〇身近なことを表す語句の量を増し、言葉には
意味による語句のまとまりがあることに気づくこ
とができる。（知・技(1)オ）
○互いの話に関心をもち、相手の発言を受けて
話をつなぐことができる。（思・判・表A(1)オ）

・言葉には、事物の内容を表す働きがあることに
気づいている。（(1)ア）
・身近なことを表す語句の量を増し、言葉には意
味による語句のまとまりがあることに気づいてい
る。（(1)オ）

「話すこと・聞くこと」において、互いの話に関心
をもち、相手の発言を受けて話をつないでいる。
（A(1)オ）

積極的に言葉の上位語と下位語に関心をもち、
学習の見通しをもって、言葉を集めて「おみせや
さんごっこ」をしようとしている。

◎身近なことを表す語句の量を増し、語彙を豊
かにすることができる。（知・技(1)オ）
○長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の
豊かさに気づくことができる。（知・技(3)イ）

・身近なことを表す語句の量を増し、語彙を豊か
にすることができる。（(1)オ）
・長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の
豊かさに気づいている。（(3)イ）

積極的に身近なことを表す語句を使った言葉遊
びを楽しみ、これまでの学習をいかして語彙を豊
かにしようとしている。

◎共通、相違、事柄の順序など情報と情報との
関係について理解することができる。（知・技(2)
ア）
◎文章の内容と自分の体験とを結び付けて、感
想をもつことができる。（思・判・表C(1)オ）
◎文章を読んで感じたことや分かったことを共有
することができる。（思・判・表C(1)カ）
○読書に親しみ、いろいろな本があることを知る
ことができる。（知・技(3)エ）

・共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関
係について理解している。（(2)ア）
・読書に親しみ、いろいろな本があることを知っ
ている。（(3)エ）

・「読むこと」において、文章の内容と自分の体験
とを結び付けて、感想をもっている。（C(1)オ）
・「読むこと」において、文章を読んで感じたこと
や分かったことを共有している。（C(1)カ）

文章の内容を比べながら粘り強く読み、学習の
見通しをもって、本から得たことを友達に知らせ
ようとしている。



わらしべちょうじゃ

1

かたかなの　かたち

3

ことばあそびを　つくろ
う

6

これは、なんでしょう

4

ずうっと、ずっと、大すき
だよ

8

にて　いる　かん字

3

いい　こと　いっぱい、
一年生

10

教科 学年

こえの　大きさを　かん
がえて　はなそう
すごろくトーク

2

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

◎昔話の読み聞かせを聞くなどして、我が国の
伝統的な言語文化に親しむことができる。（知・
技(3)ア）
○文章を読んで感じたことを共有することができ
る。（思・判・表C(1)カ）

昔話の読み聞かせを聞くなどして、我が国の伝
統的な言語文化に親しんでいる。（(3)ア）

「読むこと」において、文章を読んで感じたことを
共有している。（C(1)カ）

積極的に昔話の読み聞かせを楽しみ、これまで
の学習をいかして内容や感想を共有しようとして
いる。

◎互いの話に関心をもち、相手の発言を受けて
話をつなぐことができる。（思・判・表A(1)オ）
〇事柄の順序など情報と情報との関係について
理解することができる。（知・技(2)ア）
○身近なことや経験したことなどから話題を決
め、伝え合うために必要な事柄を選ぶことができ
る。（思・判・表A(1)ア）

事柄の順序など情報と情報との関係について理
解している。（(2)ア）

・「話すこと・聞くこと」において、身近なことや経
験したことなどから話題を決め、伝え合うために
必要な事柄を選ぶことができる。（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」において、互いの話に関心
をもち、相手の発言を受けて話をつないでいる。
（A(1)オ）

粘り強く二人で話し合い、学習課題に沿って協力
してクイズを作ろうとしている。

◎文章を読んで感じたことや分かったことを共有
することができる。（思・判・表C(1)カ）
〇事柄の順序など情報と情報との関係について
理解することができる。（知・技(2)ア）
○文章の内容と自分の体験とを結び付けて、感
想をもつことができる。（思・判・表C(1)オ）

事柄の順序など情報と情報との関係について理
解している。（(2)ア）

・「読むこと」において、文章の内容と自分の体験
とを結び付けて、感想をもっている。（C(1)オ）
・「読むこと」において、文章を読んで感じたこと
や分かったことを共有している。（C(1)カ）

友達の考えや感想を積極的に知ろうとし、学習
の見通しをもって、読んで感じたことを伝え合お
うとしている。

◎片仮名を読み、書くとともに、文や文章の中で
使うことができる。（知・技(1)ウ）
○語と語との続き方に注意しながら、内容のまと
まりが分かるように書き表し方を工夫することが
できる。（思・判・表B(1)ウ）

片仮名を読み、書くとともに、文や文章の中で
使っている。（(1)ウ）

「書くこと」において、語と語との続き方に注意し
ながら、内容のまとまりが分かるように書き表し
方を工夫している。（B(1)ウ）

進んで形の似ている字を探し、これまでの学習
をいかして片仮名の言葉を使った文を書こうとし
ている。

◎身近なことを表す語句の量を増し、文章の中
で使い、語彙を豊かにすることができる。（知・技
(1)オ）
〇長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の
豊かさに気づくことができる。（知・技(3)イ）
〇語と語との続き方に注意しながら、内容のまと
まりが分かるように書き表し方を工夫することが
できる。（思・判・表B(1)ウ）

・身近なことを表す語句の量を増し、文章の中で
使い、語彙を豊かにしている。（(1)オ）
・長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の
豊かさに気づいている。（(3)イ）

「書くこと」において、語と語との続き方に注意し
ながら、内容のまとまりが分かるように書き表し
方を工夫している。（B(1)ウ）

身近なことを表す語句に積極的に関心をもち、こ
れまでの学習をいかして言葉遊びを楽しもうとし
ている。

◎第１学年に配当されている漢字を読み、漸次
書き、文や文章の中で使うことができる。（知・技
(1)エ）
・語と語との続き方に注意しながら、文を書き表
すことができる。（思・判・表B(1)ウ）

第１学年に配当されている漢字を読み、漸次書
き、文や文章の中で使っている。（(1)エ）

「書くこと」において、語と語との続き方に注意し
ながら、文を書き表している。（B(1)ウ）

進んで漢字の形に注意し、これまでの学習をい
かして楽しみながら文を書こうとしている。

◎自分の思いや考えが明確になるように、事柄
の順序に沿って簡単な構成を考えることができ
る。（思・判・表B(1)イ）
○敬体で書かれた文章に慣れることができる。
（知・技(1)キ）
○経験したことから書くことを見つけ、必要な事
柄を集めたり確かめたりして、伝えたいことを明
確にすることができる。（思・判・表B(1)ア）

敬体で書かれた文章に慣れている。（(1)キ） ・「書くこと」において、経験したことから書くことを
見つけ、必要な事柄を集めたり確かめたりして、
伝えたいことを明確にしている。（B(1)ア）
・「書くこと」において、自分の思いや考えが明確
になるように、事柄の順序に沿って簡単な構成
を考えている。（B(1)イ）

事柄の順序に沿って構成を粘り強く考えながら、
これまでの学習や経験をいかして１年生の思い
出を伝える文章を書こうとしている。

国語 第2学年

いろいろな場面で、話す声の大きさを考えて、気
をつけて話すことの大切さに気づく。

音節と文字との関係、アクセントによる語の意味
の違いなどに気付くとともに、姿勢や口形、発声
や発音に注意して話している。(⑴イ)

「話すこと・聞くこと」において、伝えたい事柄や
相手に応じて、声の大きさや速さなどを工夫して
いる。(A⑴ウ)

進んで伝えたい事柄や相手に応じて、声の大き
さや速さなどを工夫し、今までの学習を生かして
すごろくトークをしようとしている。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



きょうの できごとを 書
きとめよう
つづけて みよう ――日
記

4

たのしく　こえに　出して
よもう
ちいさい　おおきい

2

一　とうじょう人物の　し
た　ことに　気を　つけ
て　読もう
はるねこ

12

大事な　ことを　おとさ
ずに　聞こう
ひろい　公園

3

言葉の　文化①
回文を　たのしもう

1

漢字の　ひろば①
画と　書きじゅん

2

一年生で　学んだ　漢
字①

2

じゅんじょに　気を　つ
けて、二つの　つながり
を　かんがえよう
すみれと　あり

13

場面の様子や登場人物の行動など、内容の大
体を捉え、音読する。

語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音
読している。(⑴ク)

「読むこと」において、場面の様子に着目して、登
場人物の行動を具体的に想像している。(C⑴エ)

進んで言葉の響きなどに気をつけて、学習の見
通しをもって音読しようとしている。

毎日の生活を振り返り、経験したことや想像した
ことなどから書くことを見つけ、日記を書く。

長音、拗音、促音、撥音などの表記、助詞の
「は」、「へ」及び「を」の使い方、句読点の打ち
方、かぎ(「 」)の使い方を理解して文や文章の中
で使っている。また、平仮名及び片仮名を読み、
書くとともに、片仮名で書く語の種類を知り、文や
文章の中で使っている。(⑴ウ)

「書くこと」において、経験したことや想像したこと
などから書くことを見付け、必要な事柄を集めた
り確かめたりして、伝えたいことを明確にしてい
る。(B⑴ア)

積極的に、経験したことや思ったことなどから書
くことを見つけようとし、学習課題にそって、日記
を書いて友達と読み合おうとしている。

体を動かしたり、声の大きさを工夫しながら、楽
しく読む。

語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音
読している。(⑴ク)

「読むこと」において、場面の様子に着目して、登
場人物の行動を具体的に想像している。(C⑴エ)

進んで言葉の響きなどに気をつけて、学習の見
通しをもって音読しようとしている。

漢字の画と筆順について理解し、正しく書く。 第１学年においては、別表の学年別漢字配当表
の第１学年に配当されている漢字を読み、漸次
書き、文や文章の中で使っている。第２学年にお
いては、学年別漢字配当表の第２学年までに配
当されている漢字を読んでいる。また、第１学年
に配当されている漢字を書き、文や文章の中で
使うとともに、第２学年に配当されている漢字を
漸次書き、文や文章の中で使っている。(⑴エ)

積極的に漢字の筆順を理解し、学習の見通しを
もって、正しい筆順で漢字を書こうとしている。

絵を見て想像したことをもとに、１年生で学んだ
漢字などを使って文を書く。

第１学年においては、別表の学年別漢字配当表
の第１学年に配当されている漢字を読み、漸次
書き、文や文章の中で使っている。第２学年にお
いては、学年別漢字配当表の第２学年までに配
当されている漢字を読んでいる。また、第１学年
に配当されている漢字を書き、文や文章の中で
使うとともに、第２学年に配当されている漢字を
漸次書き、文や文章の中で使っている。(⑴エ)

「書くこと」において、経験したことや想像したこと
などから書くことを見付け、必要な事柄を集めた
り確かめたりして、伝えたいことを明確にしてい
る。(B⑴ア)

積極的に前学年で配当されている漢字を書き、
学習の見通しをもって文を書こうとしている。

質問を落とさないように聞き、絵から答えを探
す。

・音節と文字との関係、アクセントによる語の意
味の違いなどに気付くとともに、姿勢や口形、発
声や発音に注意して話している。(⑴イ)
・共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関
係について理解している。(⑵ア)

・「話すこと・聞くこと」において、話し手が知らせ
たいことや自分が聞きたいことを落とさないよう
に集中して聞き、話の内容を捉えて感想をもって
いる。(A⑴エ)

進んで話し手が知らせたいことや自分が聞きた
いことを落とさないように集中して聞き、今までの
学習を生かして、伝言クイズをしようとしている。

回文の意味を知り、楽しみながら回文を読む。 長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の豊
かさに気付いている。(⑶イ)

進んで長く親しまれている言葉遊びを通して、言
葉の豊かさに気づこうとし、学習の見通しをもっ
て回文を楽みながら読んでいる。

ありとの関わりに気をつけながら、すみれが仲間
を増やす仕組みについて説明した文章を読む。

・文の中における主語と述語との関係に気付い
ている。(⑴カ)
・共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関
係について理解している。(⑵ア)

・「書くこと」において、　語と語や文と文との続き
方に注意しながら、内容のまとまりが分かるよう
に書き表し方を工夫している。(Ｂ⑴ウ)
・「読むこと」において、時間的な順序や事柄の
順序などを考えながら、内容の大体を捉えてい
る。(C⑴ア)
・「読むこと」において、文章の中の重要な語や
文を考えて選び出している。(C⑴ウ)

進んで時間的な順序や事柄の順序を考えばが
ら読むことを通して、学習課題に沿って、文章の
中の重要な語や文を考えて選び出そうとしてい
る。



わかりやすく きろくしよ
う
かんさつ発見カード

4

言葉の 文化②
むかしの うたを 読もう

1

言葉の　ひろば①
かたかなで　書く　言葉

3

読書の　ひろば①
本で　しらべよう

2

本で しらべて しょうか
いしよう
 「生きものクイズ」で し
らせよう

6

漢字の　ひろば②
なかまの　言葉と　漢字

2

言葉の　ひろば②
「言葉のなかまさがし
ゲーム」を　しよう

2

くりかえしに　気を　つ
けて、とうじょう人物の
様子を　読もう
きつねの　おきゃくさま 15

言葉の 文化③
いなばの しろうさぎ

5

平仮名四十七文字を全て使った歌や数字が歌
詞に組み込まれた遊び歌があることを知り、音
読する。

・語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音
読している。(⑴ク)
・長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の
豊かさに気付いている。(⑶イ)
  

・進んで長く親しまれている言葉遊びを通して、
言葉の豊かさに気づこうとし、学習の見通しを
もって音読しようとしている。

片仮名で書く言葉の種類を知り、正しく使い分け
る。

・長音、拗音、促音、撥音などの表記、助詞の
「は」、「へ」及び「を」の使い方、句読点の打ち
方、かぎ(「 」)の使い方を理解して文や文章の中
で使っている。また、平仮名及び片仮名を読み、
書くとともに、片仮名で書く語の種類を知り、文や
文章の中で使っている。(⑴ウ)
・身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の
中で使うとともに、言葉には意味による語句のま
とまりがあることに気付き、語彙を豊かにしてい
る。(⑴オ)

積極的に片仮名で書く語の種類を知ろうとし、今
までの学習を生かして文を書こうとしている。

観察して同じところや違うところを見つけ、考えが
明確になるように事柄の順序にそって簡単な構
成を考え、「かんさつ発見カード」を書く。

・文の中における主語と述語との関係に気付い
ている。(⑴カ)
・共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関
係について理解している。(⑵ア)

・「書くこと」において、経験したことや想像したこ
となどから書くことを見付け、必要な事柄を集め
たり確かめたりして、伝えたいことを明確にして
いる。(B⑴ア)
・「書くこと」において、自分の思いや考えが明確
になるように、事柄の順序に沿って簡単な構成
を考えている。(B⑴イ)

積極的に、発見したことをもとに簡単な構成を考
え、学習課題にそって、「かんさつ発見カード」を
書こうとしている。

意味をもとに仲間に分けた漢字について理解す
る。

・第１学年においては、別表の学年別漢字配当
表の第１学年に配当されている漢字を読み、漸
次書き、文や文章の中で使っている。第２学年に
おいては、学年別漢字配当表の第２学年までに
配当されている漢字を読んでいる。また、第１学
年に配当されている漢字を書き、文や文章の中
で使うとともに、第２学年に配当されている漢字
を漸次書き、文や文章の中で使っている。(⑴エ)
・身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の
中で使うとともに、言葉には意味による語句のま
とまりがあることに気付き、語彙を豊かにしてい
る。(⑴オ)

積極的に前学年や当該学年で配当されている
漢字を書き、学習の見通しをもって、漢字の意味
のつながりを知ろうとしている。

言葉が体系性をもって存在していることに気づ
き、上位語・下位語の概念に基づいて、言葉を探
したりまとめたりする。

・身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の
中で使うとともに、言葉には意味による語句のま
とまりがあることに気付き、語彙を豊かにしてい
る。(⑴オ)
・共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関
係について理解している。(⑵ア)

積極的に、言葉には意味による語句のまとまり
があることに気付こうとし、学習の見通しをもって
言葉を分類しようとしている。

図書館で本を探す方法を知り、本を探して読む。 読書に親しみ、いろいろな本があることを知って
いる。(⑶エ)

「読むこと」において、文章の中の重要な語や文
を考えて選び出している。(Ｃ⑴ウ)

図書館で本を探す方法を知り、自分の目的の本
を探す際に役立てようとしている。

経験したことや本で調べたことなどから書くことを
見つけ、必要な事柄を集めたり確かめたりして、
伝えたいことを明確にする。

共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関
係について理解している。(⑵ア)

「書くこと」において、経験したことや想像したこと
などから書くことを見付け、必要な事柄を集めた
り確かめたりして、伝えたいことを明確にしてい
る。(B⑴ア)

積極的にクイズにしたい生き物について調べた
り必要な事柄を集めたりして、学習課題にそっ
て、「生きものクイズカード」を書こうとしている。

場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体
的に想像し、文章の内容と自分の体験とを結び
つけて、感想をもつ。

語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音
読している。(⑴ク)

・「読むこと」において、場面の様子に着目して、
登場人物の行動を具体的に想像している。(C⑴
エ)
・「読むこと」において、文章の内容と自分の体験
とを結び付けて、感想をもっている。(C⑴オ)

進んでお話の中の言葉や表現がもつよさを感じ
るとともに、学習課題にそって自分の思いや考え
を伝え合おうとしている。

古くから伝わっている話を、興味をもって聞き、
場面の様子を想像する。

昔話や神話・伝承などの読み聞かせを聞くなど
して、我が国の伝統的な言語文化に親しんでい
る。(⑶ア)

「読むこと」において、場面の様子に着目して、登
場人物の行動を具体的に想像している。(C⑴エ)

進んで昔話や神話・伝承などの読み聞かせを聞
き、今までの学習を生かして昔話や神話・伝承
の書かれた本を探して読もうとしている。



言葉の　ひろば③
うれしく　なる　言葉

4

読書の　ひろば②
ひろがる　読書の　せ
かい

1

じゅんじょを考えて話そ
う
話したいな、聞きたい
な、夏休みのこと

5

しを読もう
てんとうむし

2

漢字のひろば③
二つの漢字でできてい
る言葉

2

一年生で学んだ漢字②

2

登場人物が考えていた
ことをそうぞうしよう
わにのおじいさんのた
からもの 12

言葉のひろば④
はんたいのいみの言
葉、にたいみの言葉

2

まとまりのある文章を書
こう
町の「すてき」をつたえ
ます 11

生活科の町たんけんで見つけたことやわかった
ことをもとに、自分の思いや考えが明確になるよ
うに事柄の順序にそって簡単な構成を考え、町
のすてきを伝える文章を書く。

・文の中における主語と述語との関係に気付い
ている。(⑴カ)
・共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関
係について理解している。(⑵ア)

「書くこと」において、自分の思いや考えが明確
になるように、事柄の順序に沿って簡単な構成
を考えている。(B⑴イ)

他教科での学習や経験を関連させながら、事柄
の順序にそって構成を考え、報告する文章を書
いている。

言葉が表す意味と、その言葉にこめられる気持
ちについて考え、話し合う。

・言葉には、事物の内容を表す働きや、経験した
ことを伝える働きがあることに気付いている。(⑴
ア)
・身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の
中で使うとともに、言葉には意味による語句のま
とまりがあることに気付き、語彙を豊かにしてい
る。(⑴オ)

「話すこと・聞くこと」において、身近なことや経験
したことなどから話題を決め、伝え合うために必
要な事柄を選んでいる。(A⑴ア)

積極的に言葉には事物の内容を表す働きや経
験したことを伝える働きがあることに気づこうと
し、学習の見通しをもって「うれしくなる言葉」を伝
え合おうとしている。

「オリジナル図書カード」や「読書ゆうびん」を作
成する活動を通して、いろいろな本があることを
知る。

読書に親しみ、いろいろな本があることを知って
いる。(⑶エ)

「読むこと」において、文章を読んで感じたことや
分かったことを共有している。(C⑴カ)

読書生活を振り返ったり、読みたい本を選んだり
している。

二つの漢字でできた言葉の構成を確認し、二つ
の漢字のつながり方を考える。

第１学年においては、別表の学年別漢字配当表
の第１学年に配当されている漢字を読み、漸次
書き、文や文章の中で使っている。第２学年にお
いては、学年別漢字配当表の第２学年までに配
当されている漢字を読んでいる。また、第１学年
に配当されている漢字を書き、文や文章の中で
使うとともに、第２学年に配当されている漢字を
漸次書き、文や文章の中で使っている。(⑴エ)

積極的に前学年や当該学年で配当されている
漢字を書き、学習の見通しをもって、二つの漢字
でできている言葉を読んだり書いたりしようとして
いる。

絵を見て想像したことをもとに、１年生で学んだ
漢字などを使って文を書く。

第１学年においては、別表の学年別漢字配当表
の第１学年に配当されている漢字を読み、漸次
書き、文や文章の中で使っている。第２学年にお
いては、学年別漢字配当表の第２学年までに配
当されている漢字を読んでいる。また、第１学年
に配当されている漢字を書き、文や文章の中で
使うとともに、第２学年に配当されている漢字を
漸次書き、文や文章の中で使っている。(⑴エ)

「書くこと」において、語と語や文と文との続き方
に注意しながら、内容のまとまりが分かるように
書き表し方を工夫している。(B⑴ウ)

積極的に文の中における主語と述語の関係に
気づこうとし、学習の見通しをもって文や文章を
書こうとしている。

夏休みのできごとを、順序を考えて話したり、友
達の話を聞いて感想を述べ合ったりする。

音節と文字との関係、アクセントによる語の意味
の違いなどに気付くとともに、姿勢や口形、発声
や発音に注意して話している。(⑴イ)

「話すこと・聞くこと」において、相手に伝わるよう
に、行動したことや経験したことに基づいて、話
す事柄の順序を考えている。(A⑴イ)

進んで相手に伝わるように話す事柄の順序を考
え、今までの学習を生かして夏休みのできごとを
紹介しようとしている。

言葉のリズムや響きを楽しみながら、イメージの
自由な広がりをとおして詩を楽しむ。

語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音
読している。(⑴ク)

「読むこと」において、場面の様子に着目して、登
場人物の行動を具体的に想像している。(C⑴エ)

すすんで言葉の響きなどに気をつけて、学習の
見通しをもって感想を発表しようとしている。

文章を読み、場面の様子に着目して、登場人物
の行動を具体的に想像すること。

言葉には、事物の内容を表す働きや、経験した
ことを伝える働きがあることに気付いている。(⑴
ア)

・「読むこと」において、場面の様子に着目して、
登場人物の行動を具体的に想像している。(C⑴
エ)
・「読むこと」において、文章の内容と自分の体験
とを結び付けて、感想をもっている。(C⑴オ)

学習課題にそって、進んで登場人物が考えてい
たことを、本文の言葉を根拠に想像しようとして
いる。

対義語や類義語があることを知り、身近な言葉
から対義語や類義語を集める。

・身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の
中で使うとともに、言葉には意味による語句のま
とまりがあることに気付き、語彙を豊かにしてい
る。(⑴オ)
・共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関
係について理解している。(⑵ア)

積極的に反対の意味をもつものや、似た意味を
もつものがあることに気づこうとし、学習の見通
しをもって言葉を使おうとしている。



国語の学習　つながる
ひろがる

1

じゅんじょや様子をあら
わす言葉に気をつけよ
う
さけが大きくなるまで

11

二まいのしゃしんのち
がいをくらべよう
この間に何があった？

2

様子をよく見て、くわしく
書こう
おもしろいもの、見つけ
たよ

10

言葉の文化④
「あいうえお」であそぼう

1

心にのこったところを
しょうかいし合おう
ないた赤おに

7

読書の広場③
「お話びじゅつかん」を
作ろう

5

しつもんしたり答えたり
して、つないで話し合お
う
「クラスお楽しみ会」を
ひらこう

8

自分の読んだ本の中でいちばん心に残ったとこ
ろを絵に描いて紹介する。

読書に親しみ、いろいろな本があることを知って
いる。(⑶エ)

・「読むこと」において、文章の内容と自分の体験
とを結び付けて、感想をもっている。(C⑴オ)
・「読むこと」において、文章を読んで感じたこと
や分かったことを共有している。(C⑴カ)

「お話びじゅつかん」を作るという活動に見通しを
もち、進んで今までに読んできた本を振り返って
読んだり、カード作りに取り組んでいたりしてい
る。

◇話し合いでクラスで行う遊びを決め、「クラスお
楽しみ会」を開く。

◎共通、相違、事柄の順序など情報と情報との
関係について理解している。(⑵ア)

◎「話すこと・聞くこと」において、互いの話に関
心をもち、相手の発言を受けて話をつないでい
る。(A⑴オ)

・積極的に互いの話に関心をもち、相手の発言
を受けて話をつないで、学習課題にそって「クラ
スお楽しみ会」でする遊びを決めるために、グ
ループで話し合おうとしている。

進んで、友達に自分が見つけたものの様子がわ
かるように書き表し方を工夫し、学習課題にそっ
て、文章に対する感想を伝え合おうとしている。

折句の文を読み、自分の名前やすきなものの名
前を使って折句の文を作る。

長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の豊
かさに気付いている。(⑶イ)

進んで長く親しまれている言葉遊びを通して、言
葉の豊かさに気づこうとし、学習の見通しをもっ
て折句の文を作っている。

一年間の国語学習を振り返ったり、これからの
学習について考えたりして、楽しみながら学習で
きるようにする。

・「話すこと・聞くこと」において、話し手が知らせ
たいことや自分が聞きたいことを落とさないよう
に集中して聞き、話の内容を捉えて感想をもって
いる。(Ａ(1)エ)
・「書くこと」において、経験したことや想像したこ
となどから書くことを見付け、必要な事柄を集め
たり確かめたりして、伝えたいことを明確にして
いる。(Ｂ(1)ア)

進んで経験したことから書くことを見つけ、今まで
の学習を生かして思い出したことや下巻の教科
書でどんな学習をしたいかを共有しようとしてい
る。

さけの成長について、季節や場所、さけの様子
の移り変わりを考えながら、内容の大体を読む。

共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関
係について理解している。(⑵ア)

・「話すこと・聞くこと」において、相手に伝わるよ
うに、行動したことや経験したことに基づいて、話
す事柄の順序を考える。(Ａ⑴イ)
・「読むこと」において、文章の中の重要な語や
文を考えて選び出している。(C⑴ウ)
・「読むこと」において、文章の内容と自分の体験
とを結び付けて、感想をもっている。(C⑴オ)

積極的に情報と情報との関係について理解しよ
うとして、学習課題にそって、文章の中の重要な
語や文を考えて選び出したりしている。

１枚めの写真から視点を定めて、２枚めの写真
になった際、何かが起きたことを想像する。

共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関
係について理解している。(⑵ア)

・「読むこと」において、時間的な順序や事柄の
順序などを考えながら、内容の大体を捉えてい
る。(C⑴ア)
・「読むこと」において、文章の内容と自分の体験
とを結び付けて、感想をもっている。(C⑴オ)

進んで二枚の写真のちがいを比べることを通し
て、学習課題にそって、二枚の写真の間にあっ
たできごとを想像しようとしている。

登場人物の気持ちの移り変わりを考えながら、
『ないた赤おに』を読み、心に残ったことを話し合
う。

語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音
読している。(⑴ク)

・「読むこと」において、場面の様子に着目して、
登場人物の行動を具体的に想像している。(C⑴
エ)
・「読むこと」において、文章の内容と自分の体験
とを結び付けて、感想をもっている。(C⑴オ)
・「読むこと」において、文章を読んで感じたこと
や分かったことを共有している。(C⑴カ)

進んで言葉や表現に着目しながらお話を読み、
学習課題にそって繰り返し読むことで、初読の感
想から自分の考えを深めようとしている。

見つけた物をよく見て、 内容のまとまりがわかる
ように書き表し方を工夫して、友達に様子が伝わ
るように詳しく文章を書く。

身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の
中で使うとともに、言葉には意味による語句のま
とまりがあることに気付き、語彙を豊かにしてい
る。(⑴オ)

・「書くこと」において、語と語や文と文との続き方
に注意しながら、内容のまとまりが分かるように
書き表し方を工夫している。(B⑴ウ)
・「書くこと」において、文章に対する感想を伝え
合い、自分の文章の内容や表現のよいところを
見付けている。(B⑴オ)



心がうごいたことを書こ
う
みじかい言葉で

5

漢字の広場④
漢字のつかい方と読み
方

2

一年生で学んだ漢字③

2

五　せつめいのくふうを
たしかめて読み、せつ
めい書を書こう
ジャンプロケットを作ろ
う

12

五 せつめいのくふうを
たしかめて読み、せつ
めい書を書こう
おもちゃのせつめい書
を書こう

7

しを読もう

2

六　場面や人物の様子
をそうぞうして、音読げ
きをしよう
かさこじぞう

11

△絵を見て想像したことをもとに、１年生で学ん
だ漢字などを使って文を書く。

◎第１学年においては、別表の学年別漢字配当
表の第１学年に配当されている漢字を読み、漸
次書き、文や文章の中で使っている。第２学年に
おいては、学年別漢字配当表の第２学年までに
配当されている漢字を読んでいる。また、第１学
年に配当されている漢字を書き、文や文章の中
で使うとともに、第２学年に配当されている漢字
を漸次書き、文や文章の中で使っている。(⑴エ)

◎「書くこと」において、語と語や文と文との続き
方に注意しながら、内容のまとまりが分かるよう
に書き表し方を工夫している。(B⑴ウ)

【態度】
・積極的に前学年で配当されている漢字を書き、
学習の見通しをもって文や文章を書こうとしてい
る。

■語と語や文と文との続き方に注意しながら、内
容のまとまりがわかるように書き表し方をくふうし
て心が動いたことを短い言葉で書く。

◎言葉には、事物の内容を表す働きや、経験し
たことを伝える働きがあることに気付いている。
(⑴ア)

◎「書くこと」において、語と語や文と文との続き
方に注意しながら、内容のまとまりが分かるよう
に書き表し方を工夫している。(B⑴ウ)

・進んで言葉の書き表し方を工夫し、学習の見通
しをもって、心が動いたことを短い言葉で書いた
り友達の作品のよさを見つけようとしたりしてい
る。

△漢字の使い方や読み方、意味などを考えて漢
字を正しく使う。

◎第１学年においては、別表の学年別漢字配当
表の第１学年に配当されている漢字を読み、漸
次書き、文や文章の中で使っている。第２学年に
おいては、学年別漢字配当表の第２学年までに
配当されている漢字を読んでいる。また、第１学
年に配当されている漢字を書き、文や文章の中
で使うとともに、第２学年に配当されている漢字
を漸次書き、文や文章の中で使っている。(⑴エ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されている
漢字を読み、学習の見通しをもって漢字を正しく
使おうとしている。

□順序を示す書き方を知る。 ◎共通、相違、事柄の順序など情報と情報との
関係について理解している。(⑵ア)

○「書くこと」において、自分の思いや考えが明
確になるように、事柄の順序に沿って簡単な構
成を考えること。(Ｂ⑴イ)
◎「読むこと」において、文章の内容と自分の体
験とを結び付けて、感想をもっている。(C⑴オ)
◎「読むこと」において、文章を読んで感じたこと
や分かったことを共有している。(C⑴カ)

【態度】
・進んで説明の工夫を見つけようとし、学習課題
にそって、感じたことやわかったことをノートにま
とめている。

■おもちゃの作り方や遊び方について、順序に
そって構成を考え、内容のまとまりがわかるよう
に書き表し方を工夫して説明書を書く。

◎共通、相違、事柄の順序など情報と情報との
関係について理解している。(⑵ア)

◎「書くこと」において、自分の思いや考えが明
確になるように、事柄の順序に沿って簡単な構
成を考えている。(B⑴イ)

・進んで説明する順序に注意し、学習課題にそっ
て、わかりやすく説明する文章を書こうとしてい
る。

□音読をとおして言葉のリズムや響きを楽しむと
ともに、無限に広がる想像の世界を楽しむ。

◎語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて
音読している。(⑴ク)

◎「読むこと」において、場面の様子に着目して、
登場人物の行動を具体的に想像している。(C⑴
エ)

・積極的に文章を読んで感じたことやわかったこ
とを共有し、学習の見通しをもって想像したこと
を発表しようとしている。

□文章を読んで、場面や登場人物の様子に着
目して具体的に想像し、伝え合ったり演じたりす
る。

◎語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて
音読している。(⑴ク)

◎「読むこと」において、場面の様子に着目して、
登場人物の行動を具体的に想像している。(C⑴
エ)
○「読むこと」において、文章を読んで感じたこと
や分かったことを共有している。(C⑴カ)

【態度】
・すすんで、場面の様子に着目して登場人物の
行動を具体的に想像し、学習の見通しをもって
音読発表会をしようとしている。



言葉の文化⑤
かるたであそぼう

3

じゅんじょに気をつけて
せつめいしよう
おはじきのあそび方

4

言葉の広場⑤
主語とじゅつ語

3

漢字の広場⑤
同じ読み方の漢字

2

七　思い出をくわしく書
いて、読みかえそう
こんなことができるよう
になったよ

13

言葉の広場⑥
音や様子をあらわす言
葉

3

漢字の広場⑥
組み合わせてできてい
る漢字

2

△擬声語や擬態語のはたらきなどを理解し、文
の中で使う。

◎身近なことを表す語句の量を増し、話や文章
の中で使うとともに、言葉には意味による語句の
まとまりがあることに気付き、語彙を豊かにして
いる。(⑴オ)

・積極的に、音や様子を表すことができる言葉が
あることに気づき、学習の見通しをもって文の中
で使おうとしている。

△同じ部分をもつ漢字を集め、漢字を正しく使
う。

◎第１学年においては、別表の学年別漢字配当
表の第１学年に配当されている漢字を読み、漸
次書き、文や文章の中で使っている。第２学年に
おいては、学年別漢字配当表の第２学年までに
配当されている漢字を読んでいる。また、第１学
年に配当されている漢字を書き、文や文章の中
で使うとともに、第２学年に配当されている漢字
を漸次書き、文や文章の中で使っている。(⑴エ)

【態度】
・積極的に当該学年までに配当されている漢字
を読み、学習の見通しをもって、同じ部分をもつ
漢字を正しく使おうとしている。

△日本に古くから伝承されている昔遊び（かる
た）を知り、実際に遊ぶことをとおしてその魅力を
知る。

◎長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の
豊かさに気付いている。(⑶イ)

・すすんで長く親しまれている言葉遊びを通し
て、言葉の豊かさに気づき、学習の見通しをもっ
てかるたを楽しもうとしている。

◇昔の遊びについて、遊び方を調べて説明す
る。

【知識・技能】
◎音節と文字との関係、アクセントによる語の意
味の違いなどに気付くとともに、姿勢や口形、発
声や発音に注意して話している。(⑴イ)

【思考・判断・表現】
◎「話すこと・聞くこと」において、相手に伝わるよ
うに、行動したことや経験したことに基づいて、話
す事柄の順序を考えている。(A⑴イ)

【態度】
・積極的に相手に伝わるように話す事柄の順序
を考え、今までの学習を生かして、昔の遊びの
遊び方について説明しようとしている。

△文を読んで、主語と述語の対応を考え、正しく
使うことができる。

◎文の中における主語と述語との関係に気付い
ている。(⑴カ)

・積極的に文の中における主語と述語との関係
に気づき、学習の見通しをもって文を読んだり書
いたりしようとしている。

△同じ読み方の漢字を集め、漢字を正しく使う。 【知識・技能】
◎第１学年においては、別表の学年別漢字配当
表の第１学年に配当されている漢字を読み、漸
次書き、文や文章の中で使っている。第２学年に
おいては、学年別漢字配当表の第２学年までに
配当されている漢字を読んでいる。また、第１学
年に配当されている漢字を書き、文や文章の中
で使うとともに、第２学年に配当されている漢字
を漸次書き、文や文章の中で使っている。(⑴エ)

【態度】
・積極的に当該学年までに配当されている漢字
を読み、学習の見通しをもって、同じ読み方の漢
字を正しく使おうとしている。

■経験したことやできるようになったことなどにつ
いて、必要な事柄を集めたり確かめたりして文章
を書き、まちがいがないか読み返す。

◎長音、拗音、促音、撥音などの表記、助詞の
「は」、「へ」及び「を」の使い方、句読点の打ち
方、かぎ(「 」)の使い方を理解して文や文章の中
で使っている。また、平仮名及び片仮名を読み、
書くとともに、片仮名で書く語の種類を知り、文や
文章の中で使っている。(⑴ウ)

◎「書くこと」において、経験したことや想像したこ
となどから書くことを見付け、必要な事柄を集め
たり確かめたりして、伝えたいことを明確にして
いる。(B⑴ア)
◎「書くこと」において、文章を読み返す習慣を付
けるとともに、間違いを正したり、語と語や文と文
との続き方を確かめたりしている。(B⑴エ)

・粘り強く文章を読み返して、今までの学習を生
かして、まちがいを直そうとしたり確かめたりして
いる。



一年生で学んだ漢字④

2

八　何が、どのようにか
わったかに気をつけて
読み、お話をしょうかい
しよう
アレクサンダとぜんまい
ねずみ 16

国語の学習　これまで
これから

2

教科 学年

よく聞いて、じこしょうか
い

1

どきん

1

つづけてみよう

1

春風をたどって

8

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

国語 第3学年

・「書くこと」において、相手や目的を意識して、経
験したことや想像したことなどから書くことを選
び、伝えたいことを明確にしている。（B(1)ア）
・「書くこと」において、自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確にして、書き表し方
を工夫している。（B(1)ウ）

経験したことや想像したことなどから書くことを進
んで選び、学習課題に沿って日記を書こうとして
いる。

◎様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を
増し、語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)
オ）
◎登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述
を基に捉えることができる。（思・判・表C(1)イ）
〇文章全体の構成や内容の大体を意識しなが
ら音読することができる。（知・技(1)ク）

・様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を
増し、語彙を豊かにしている。（(1)オ）
・文章全体の構成や内容の大体を意識しながら
音読している。（(1)ク）

「読むこと」において、登場人物の行動や気持ち
などについて、叙述を基に捉えている。（C(1)イ）

進んで、登場人物の行動や気持ちなどについて
叙述を基に捉え、学習課題に沿って想像したこと
を伝え合おうとしている。

〇相手を見て話したり聞いたりするとともに、言
葉の抑揚や強弱、間の取り方などに注意して話
すことができる。（知・技(1)イ）
○話し手が伝えたいことの中心を捉えることがで
きる。（思・判・表A(1)エ）

相手を見て話したり聞いたりするとともに、言葉
の抑揚や強弱、間の取り方などに注意して話し
ている。（(1)イ）

「話すこと・聞くこと」において、話し手が伝えたい
ことの中心を捉えている。（A(1)エ）

積極的に相手を見て話したり聞いたりし、学習課
題に沿って自己紹介をしようとしている。

◎文章全体の構成や内容の大体を意識しなが
ら音読することができる。（知・技(1)ク）
○文章を読んで感じたことや考えたことを共有
し、一人一人の感じ方などに違いがあることに気
づくことができる。（思・判・表C(1)カ）

文章全体の構成や内容の大体を意識しながら
音読している。（(1)ク）

「読むこと」において、文章を読んで感じたことや
考えたことを共有し、一人一人の感じ方などに違
いがあることに気づいている。（C(1)カ）

積極的に文章全体の構成や内容の大体を意識
し、学習課題に沿って楽しんで詩を音読しようと
している。

〇相手や目的を意識して、経験したことや想像し
たことなどから書くことを選び、伝えたいことを明
確にすることができる。（思・判・表B(1)ア）
〇自分の考えとそれを支える理由や事例との関
係を明確にして、書き表し方を工夫することがで
きる。（思・判・表B(1)ウ）
・様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を
増し、文章の中で使うことができる。（知・技(1)
オ）

様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増
し、文章の中で使っている。（(1)オ）

□何が、どうかわったかに気をつけて読み、あら
すじをまとめてお話を紹介する。

◎言葉には、事物の内容を表す働きや、経験し
たことを伝える働きがあることに気付いている。
(⑴ア)

◎「読むこと」において、文章の内容と自分の体
験とを結び付けて、感想をもっている。(C⑴オ)
◎「読むこと」において、文章を読んで感じたこと
や分かったことを共有している。(C⑴カ)

・すすんで自分の体験と結びつけながらお話を
読み、登場人物の行動や場面の様子に着目し、
今までの学習を生かしてあらすじをまとめようと
している。

■一年間の国語学習を振り返ったり、これから
の学習について考えたりして、楽しみながら学習
できるようにする。

〇「話すこと・聞くこと」において、話し手が知らせ
たいことや自分が聞きたいことを落とさないよう
に集中して聞き、話の内容を捉えて感想をもって
いる。(Ａ(1)エ)
◎「書くこと」において、経験したことや想像したこ
となどから書くことを見付け、必要な事柄を集め
たり確かめたりして、伝えたいことを明確にして
いる。(Ｂ(1)ア)

・すすんで経験したことから書くことを見つけ、今
までの学習を生かして思い出したことや三年生
でどんな学習をしたいかを共有しようとしている。

△絵を見て想像したことをもとに、１年生で学ん
だ漢字などを使って文を書く。

◎第１学年においては、別表の学年別漢字配当
表の第１学年に配当されている漢字を読み、漸
次書き、文や文章の中で使っている。第２学年に
おいては、学年別漢字配当表の第２学年までに
配当されている漢字を読んでいる。また、第１学
年に配当されている漢字を書き、文や文章の中
で使うとともに、第２学年に配当されている漢字
を漸次書き、文や文章の中で使っている。(⑴エ)

◎「書くこと」において、語と語や文と文との続き
方に注意しながら、内容のまとまりが分かるよう
に書き表し方を工夫している。(B⑴ウ)

・積極的に前学年で配当されている漢字を書き、
学習の見通しをもって文を書こうとしている。



図書館たんていだん

1

国語辞典を使おう

2

漢字の広場①

2

春のくらし

2

もっと知りたい、友だち
のこと
【コラム】きちんとつたえ
るために

6

漢字の音と訓

2

漢字の広場②

2

文様
こまを楽しむ
【じょうほう】全体と中心

8

気持ちをこめて、「来て
ください」

4

◎全体と中心など情報と情報との関係について
理解することができる。（知・技(2)ア）
◎段落相互の関係に着目しながら、考えとそれ
を支える理由や事例との関係などについて、叙
述を基に捉えることができる。（思・判・表C(1)ア）
○段落の役割について理解することができる。
（知・技(1)カ）
〇目的を意識して、中心となる語や文を見つけ
ることができる。（思・判・表C(1)ウ）

・段落の役割について理解している。（(1)カ）
・全体と中心など情報と情報との関係について
理解している。（(2)ア）

・「読むこと」において、段落相互の関係に着目し
ながら、考えとそれを支える理由や事例との関
係などについて、叙述を基に捉えている。（C(1)
ア）
・「読むこと」において、目的を意識して、中心とな
る語や文を見つけている。（C(1)ウ）

進んで段落相互の関係に着目しながら内容を捉
え、学習課題に沿って説明する文章を読んだ感
想を伝え合おうとしている。

◎丁寧な言葉を使うとともに、敬体と常体との違
いに注意しながら書くことができる。（知・技(1)
キ）
◎間違いを正したり、相手や目的を意識した表
現になっているかを確かめたりして、文や文章を
整えることができる。（思・判・表B(1)エ）
○言葉には、考えたことや思ったことを表す働き
があることに気づくことができる。（知・技(1)ア）

・言葉には、考えたことや思ったことを表す働き
があることに気づいている。（(1)ア）
・丁寧な言葉を使うとともに、敬体と常体との違
いに注意しながら書いている。（(1)キ）

「書くこと」において、間違いを正したり、相手や
目的を意識した表現になっているかを確かめた
りして、文や文章を整えている。（B(1)エ）

粘り強く、間違いを正したり、相手や目的を意識
した表現になっているかを確かめたりして、文や
文章を整え、学習の見通しをもって行事を案内
する手紙を書こうとしている。

◎第２学年までに配当されている漢字を書き、文
や文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ）
・間違いを正したり、相手や目的を意識した表現
になっているかを確かめたりして、文や文章を整
えることができる。（思・判・表B(1)エ）

第２学年までに配当されている漢字を書き、文や
文章の中で使っている。（(1)エ）

「書くこと」において、間違いを正したり、相手や
目的を意識した表現になっているかを確かめた
りして、文や文章を整えている。（B(1)エ）

積極的に第２学年までに配当されている漢字を
書き、これまでの学習をいかして漢字を適切に
使った文を作ろうとしている。

◎語句の量を増し、話や文章の中で使い、語彙
を豊かにすることができる。（知・技(1)オ）
○経験したことや想像したことなどから書くことを
選び、伝えたいことを明確にすることができる。
（思・判・表B(1)ア）

語句の量を増し、話や文章の中で使い、語彙を
豊かにしている。（(1)オ）

「書くこと」において、経験したことや想像したこと
などから書くことを選び、伝えたいことを明確にし
ている。（B(1)ア）

積極的に語句の量を増し、話や文章の中で使
い、学習課題に沿ってその季節らしさを表現した
文章を書こうとしている。

◎読書が、必要な知識や情報を得ることに役立
つことに気づくことができる。（知・技(3)オ）

読書が、必要な知識や情報を得ることに役立つ
ことに気づいている。（(3)オ）

読書が、必要な知識や情報を得ることに役立つ
ことを積極的に知り、学習課題に沿って学校図
書館の工夫について調べようとしている。

◎辞書の使い方を理解し使うことができる。（知・
技(2)イ）
☆考えをまとめる活動などの漢字の確かめ（総
合的な学習の時間など）

辞書の使い方を理解し使っている。（(2)イ） 進んで辞書の使い方を理解し、学習課題に沿っ
て国語辞典を使おうとしている。

◎相手を見て話したり聞いたりするとともに、言
葉の抑揚や強弱、間の取り方などに注意して話
すことができる。（知・技(1)イ）
◎必要なことを質問しながら聞き、話し手が伝え
たいことや自分が聞きたいことの中心を捉え、自
分の考えをもつことができる。（思・判・表A(1)エ）
○目的を意識して、日常生活の中から話題を決
め、伝え合うために必要な事柄を選ぶことができ
る。（思・判・表A(1)ア）
■知らせたいことを話したり、知りたいことを質問
したりする。
☆友達の新たな一面やよさを知る活動（特別活
動、道徳）

相手を見て話したり聞いたりするとともに、言葉
の抑揚や強弱、間の取り方などに注意して話し
ている。（(1)イ）

・「話すこと・聞くこと」において、目的を意識して、
日常生活の中から話題を決め、伝え合うために
必要な事柄を選んでいる。（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」において、必要なことを質
問しながら聞き、話し手が伝えたいことや自分が
聞きたいことの中心を捉え、自分の考えをもって
いる。（A(1)エ）

粘り強く話し手が伝えたいことや自分が聞きたい
ことの中心を捉え、学習の見通しをもって話した
り、質問したりしようとしている。

◎第３学年までに配当されている漢字を読むこ
とができる。（知・技(1)エ）

相手を見て話したり聞いたりするとともに、言葉
の抑揚や強弱、間の取り方などに注意して話し
ている。（(1)イ）

・「話すこと・聞くこと」において、目的を意識して、
日常生活の中から話題を決め、伝え合うために
必要な事柄を選んでいる。（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」において、必要なことを質
問しながら聞き、話し手が伝えたいことや自分が
聞きたいことの中心を捉え、自分の考えをもって
いる。（A(1)エ）

粘り強く話し手が伝えたいことや自分が聞きたい
ことの中心を捉え、学習の見通しをもって話した
り、質問したりしようとしている。

◎第２学年までに配当されている漢字を書き、文
や文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ）
○接続する語句の役割について理解することが
できる。（知・技(1)カ）
・間違いを正したり、相手や目的を意識した表現
になっているかを確かめたりして、文や文章を整
えることができる。（思・判・表B(1)エ）

・第２学年までに配当されている漢字を書き、文
や文章の中で使っている。（(1)エ）
・接続する語句の役割について理解している。
（(1)カ）

「書くこと」において、間違いを正したり、相手や
目的を意識した表現になっているかを確かめた
りして、文や文章を整えている。（B(1)エ）

積極的に第２学年までに配当されている漢字を
書き、これまでの学習をいかして漢字を適切に
使った文を作ろうとしている。



漢字の広場③

2

まいごのかぎ

6

俳句を楽しもう

1

こそあど言葉を使いこ
なそう

2

【じょうほう】引用すると
き

3

仕事のくふう、見つけた
よ
【コラム】符号など

10

夏のくらし

2

本で知ったことをクイズ
にしよう
鳥になったきょうりゅう
の話

5

わたしと小鳥とすずと
夕日がせなかをおしてく
る

2

◎引用のしかたや出典の示し方を理解し使うこ
とができる。（知・技(2)イ）
・自分の考えとそれを支える理由や事例との関
係を明確にして、書き表し方を工夫することがで
きる。（思・判・表B(1)ウ）

引用のしかたや出典の示し方を理解し使ってい
る。（(2)イ）

書くことにおいて、自分の考えとそれを支える理
由や事例との関係を明確にして、書き表し方を
工夫している。（B(1)ウ）

積極的に引用のしかたや出典の示し方を理解し
使い、学習課題に沿って本などから調べたことを
引用して文章を書こうとしている。

◎相手や目的を意識して書くことを選び、伝えた
いことを明確にすることができる。（思・判・表B(1)
ア）
○改行のしかたを理解して文や文章の中で使う
とともに、句読点を適切に打つことができる。
（知・技(1)ウ）
〇段落の役割について理解することができる。
（知・技(1)カ）
〇自分の考えとそれを支える理由や事例との関
係を明確にして、書き表し方を工夫することがで
きる。（思・判・表B(1)ウ）

・改行のしかたを理解して文や文章の中で使うと
ともに、句読点を適切に打っている。（(1)ウ）
・段落の役割について理解している。（(1)カ）

・「書くこと」において、相手や目的を意識して書く
ことを選び、伝えたいことを明確にしている。
（B(1)ア）
・「書くこと」において、自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確にして、書き表し方
を工夫している。（B(1)ウ）

進んで相手や目的を意識して書くことを選び、伝
えたいことを明確にし、学習の見通しをもって調
べたことを報告する文章を書こうとしている。

◎幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や
情報を得ることに役立つことに気づくことができ
る。（知・技(3)オ）
○文章を読んで感じたことや考えたことを共有
し、一人一人の感じ方などに違いがあることに気
づくことができる。（思・判・表C(1)カ）

幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情
報を得ることに役立つことに気づいている。（(3)
オ）

「読むこと」において、文章を読んで感じたことや
考えたことを共有し、一人一人の感じ方などに違
いがあることに気づいている。（C(1)カ）

進んで幅広く読書に親しみ、学習課題に沿って
本で知ったことをクイズにしようとしている。

様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増
し、語彙を豊かにしている。（(1)オ）

「読むこと」において、登場人物の気持ちの変化
や性格、情景について、場面の移り変わりと結び
付けて具体的に想像している。（C(1)エ）

登場人物の気持ちの変化について、進んで場面
の移り変わりと結び付けて具体的に想像し、学
習課題に沿って物語の好きな場面について話し
合おうとしている。

◎易しい文語調の俳句を音読したり暗唱したり
するなどして、言葉の響きやリズムに親しむこと
ができる。（知・技(3)ア）

易しい文語調の俳句を音読したり暗唱したりする
などして、言葉の響きやリズムに親しんでいる。
（(3)ア）

進んで言葉の響きやリズムに親しみ、学習課題
に沿って俳句を音読しようとしている。

◎指示する語句の役割について理解することが
できる。（知・技(1)カ）

指示する語句の役割について理解している。
（(1)カ）

積極的に指示する語句の役割について理解し、
学習課題に沿って使おうとしている。

◎第２学年までに配当されている漢字を書き、文
や文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ）
・間違いを正したり、相手や目的を意識した表現
になっているかを確かめたりして、文や文章を整
えることができる。（思・判・表B(1)エ）

第２学年までに配当されている漢字を書き、文や
文章の中で使っている。（(1)エ）

「書くこと」において、間違いを正したり、相手や
目的を意識した表現になっているかを確かめた
りして、文や文章を整えている。（B(1)エ）

積極的に第２学年までに配当されている漢字を
書き、これまでの学習をいかして、漢字を適切に
使った文を作ろうとしている。

〇文章全体の構成や内容の大体を意識しなが
ら音読することができる。（知・技(1)ク）
〇登場人物の気持ちの変化や性格、情景につ
いて、場面の移り変わりと結び付けて具体的に
想像することができる。（思・判・表C(1)エ）

文章全体の構成や内容の大体を意識しながら
音読している。（(1)ク）

「読むこと」において、登場人物の気持ちの変化
や性格、情景について、場面の移り変わりと結び
付けて具体的に想像している。（C(1)エ）

◎登場人物の気持ちの変化や性格、情景につ
いて、場面の移り変わりと結び付けて具体的に
想像することができる。（思・判・表C(1)エ）
○様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を
増し、語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)
オ）

進んで文章全体の構成や内容の大体を意識し
ながら音読し、学習課題に沿って詩を読んで
思ったことや感じたことを話し合おうとしている。

◎語句の量を増し、話や文章の中で使うととも
に、語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)
オ）
○経験したことや想像したことなどから書くことを
選び、伝えたいことを明確にすることができる。
（思・判・表B(1)ア）

】語句の量を増し、文章の中で使うとともに、語
彙を豊かにしている。（(1)オ）

「書くこと」において、経験したことや想像したこと
などから書くことを選び、伝えたいことを明確にし
ている。（B(1)ア）

積極的に語句の量を増し、話や文章の中で使
い、学習課題に沿ってその季節らしさを表現した
文章を書こうとしている。



こんな係がクラスにほし
い

3

ポスターを読もう

2

書くことを考えるときは

2

漢字の組み立て

3

ローマ字

4

ちいちゃんのかげおくり

10

修飾語を使って書こう

2

秋のくらし

2

おすすめの一さつを決
めよう

8

◎考えとそれを支える理由や事例について理解
することができる。（知・技(2)ア）
◎目的や進め方を確認して話し合い、互いの意
見の共通点や相違点に着目して、考えをまとめ
ることができる。（思・判・表A(1)オ）
〇目的を意識して、日常生活の中から話題を決
め、集めた材料を比較したり分類したりすること
ができる。（思・判・表A(1)ア）

考えとそれを支える理由や事例について理解し
ている。（(2)ア）

・「話すこと・聞くこと」において、目的を意識して、
日常生活の中から話題を決め、集めた材料を比
較したり分類したりしている。（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」において、目的や進め方を
確認して話し合い、互いの意見の共通点や相違
点に着目して、考えをまとめている。（A(1)オ）

進んで互いの意見の共通点や相違点に着目し
て考えをまとめ、学習の見通しをもってグループ
で話し合い、考えを整理してまとめようとしてい
る。

◎文章を読んで理解したことに基づいて、感想
や考えをもつことができる。（思・判・表C(1)オ）
○比較や分類のしかたを理解し使うことができ
る。（知・技(2)イ）
〇目的を意識して、中心となる語や文を見つけ
ることができる。（思・判・表C(1)ウ）

比較や分類のしかたを理解し使っている。（(2)
イ）

・「読むこと」において、目的を意識して、中心とな
る語や文を見つけている。（C(1)ウ）
・「読むこと」において、文章を読んで理解したこ
とに基づいて、感想や考えをもっている。（C(1)
オ）

文章を読んで理解したことに基づいて、進んで感
想や考えをもち、学習課題に沿って考えたことを
伝え合おうとしている。

◎比較や分類のしかたを理解し使うことができ
る。（知・技(2)イ）
◎相手や目的を意識して、経験したことや想像し
たことなどから書くことを選び、集めた材料を比
較したり分類したりして、伝えたいことを明確にす
ることができる。（思・判・表B(1)ア）

比較や分類のしかたを理解し使っている。（(2)
イ）

「書くこと」において、相手や目的を意識して、経
験したことや想像したことなどから書くことを選
び、集めた材料を比較したり分類したりして、伝
えたいことを明確にしている。（B(1)ア）

粘り強く集めた材料を比較したり分類したりして、
伝えたいことを明確にし、学習課題に沿って夏休
みの思い出を書こうとしている。

◎比較や分類のしかたを理解し使うことができ
る。（知・技(2)イ）
◎目的や進め方を確認し、司会などの役割を果
たしながら話し合い、互いの意見の共通点や相
違点に着目して、考えをまとめることができる。
（思・判・表A(1)オ）
〇目的を意識して、日常生活の中から話題を決
め、集めた材料を比較したり分類したりして、伝
え合うために必要な事柄を選ぶことができる。
（思・判・表A(1)ア）

比較や分類のしかたを理解し使っている。（(2)
イ）

・「話すこと・聞くこと」において、目的を意識して、
日常生活の中から話題を決め、集めた材料を比
較したり分類したりして、伝え合うために必要な
事柄を選んでいる。（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」において、目的や進め方を
確認し、司会などの役割を果たしながら話し合
い、互いの意見の共通点や相違点に着目して、
考えをまとめている。（A(1)オ）

粘り強く司会などの役割を果たしながら話し合
い、学習の見通しをもって考えをまとめようとして
いる。

◎漢字が、へんやつくりなどから構成されている
ことについて理解することができる。（知・技(3)
ウ）

漢字が、へんやつくりなどから構成されているこ
とについて理解している。（(3)ウ）

漢字がへんやつくりなどから構成されていること
について粘り強く理解し、学習課題に沿って漢字
の構成を捉えようとしている。

◎日常使われている簡単な単語について、ロー
マ字で表記されたものを読み、ローマ字で書くこ
とができる。（知・技(1)ウ）
☆ローマ字入力（ＩＣＴ活用）

日常使われている簡単な単語について、ローマ
字で表記されたものを読み、ローマ字で書いて
いる。（(1)ウ）

進んでローマ字で表記されたものを読み、学習
課題に沿ってローマ字で書いたり入力したりしよ
うとしている。

◎様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を
増し、話や文章の中で使い、語彙を豊かにする
ことができる。（知・技(1)オ）
◎文章を読んで理解したことに基づいて、感想
や考えをもつことができる。（思・判・表C(1)オ）
〇登場人物の気持ちの変化や性格、情景につ
いて、場面の移り変わりと結び付けて具体的に
想像することができる。（思・判・表C(1)エ）

様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増
し、話や文章の中で使い、語彙を豊かにしてい
る。（(1)オ）

・「読むこと」において、登場人物の気持ちの変
化や性格、情景について、場面の移り変わりと
結び付けて具体的に想像している。（C(1)エ）
・「読むこと」において、文章を読んで理解したこ
とに基づいて、感想や考えをもっている。（C(1)
オ）

◎語句の量を増し、話や文章の中で使い、語彙
を豊かにすることができる。（知・技(1)オ）
○経験したことや想像したことなどから書くことを
選び、伝えたいことを明確にすることができる。
（思・判・表B(1)ア）

語句の量を増し、話や文章の中で使い、語彙を
豊かにしている。（(1)オ）

「書くこと」において、経験したことや想像したこと
などから書くことを選び、伝えたいことを明確にし
ている。（B(1)ア）

積極的に語句の量を増し、話や文章の中で使
い、学習課題に沿ってその季節らしさを表現した
文章を書こうとしている。

文章を読んで理解したことに基づいて、進んで感
想や考えをもち、学習課題に沿って物語を読ん
だ感想をまとめようとしている。

◎主語と述語との関係、修飾と被修飾との関係
について理解することができる。（知・技(1)カ）
○言葉には性質や役割による語句のまとまりが
あることを理解することができる。（知・技(1)オ）

・言葉には性質や役割による語句のまとまりが
あることを理解している。（(1)オ）
・主語と述語との関係、修飾と被修飾との関係に
ついて理解している。（(1)カ）

粘り強く修飾と被修飾との関係について理解し、
学習課題に沿って修飾語を使って文を書こうとし
ている。



すがたをかえる大豆
食べ物のひみつを教え
ます

12

ことわざ・故事成語

4

漢字の意味

2

短歌を楽しもう

1

漢字の広場④

2

三年とうげ

6

わたしの町のよいところ

10

冬のくらし

2

詩のくふうを楽しもう

4

積極的にことわざや慣用句、故事成語などの意
味を知り、使い、学習課題に沿ってことわざ辞典
を作ろうとしている。

◎漢字と仮名を用いた表記を理解して文や文章
の中で使うことができる。（知・技(1)ウ）

漢字と仮名を用いた表記を理解して文や文章の
中で使っている。（(1)ウ）

積極的に漢字と仮名を用いた表記を理解し、こ
れまでの学習をいかして文や文章の中で使おう
としている。

◎易しい文語調の短歌を音読したり暗唱したり
するなどして、言葉の響きやリズムに親しむこと
ができる。（知・技(3)ア）
☆我が国の伝統と文化に対する理解と愛情を養
う題材（道徳）

易しい文語調の短歌を音読したり暗唱したりする
などして、言葉の響きやリズムに親しんでいる。
（(3)ア）

進んで言葉の響きやリズムに親しみ、学習課題
に沿って短歌を音読したり暗唱したりしようとして
いる。

◎語句の量を増し、話や文章の中で使うととも
に、語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)
オ）
○経験したことや想像したことなどから書くことを
選び、伝えたいことを明確にすることができる。
（思・判・表B(1)ア）

語句の量を増し、話や文章の中で使うとともに、
語彙を豊かにしている。（(1)オ）

経験したことや想像したことなどから書くことを選
び、伝えたいことを明確にしている。（B(1)ア）

積極的に語句の量を増し、話や文章の中で使
い、学習課題に沿ってその季節らしさを表現した
文章を書こうとしている。

◎書こうとしたことが明確になっているかなど、
文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文
章のよいところを見つけることができる。（思・判・
表B(1)オ）
○考えとそれを支える理由について理解するこ
とができる。（知・技(2)ア）

考えとそれを支える理由について理解している。
（(2)ア）

「書くこと」において、書こうとしたことが明確に
なっているかなど、文章に対する感想や意見を
伝え合い、自分の文章のよいところを見つけて
いる。（B(1)オ）

積極的に文章に対する感想や意見を伝え合い、
自分の文章のよいところを見つけ、学習課題に
沿って町のよさを紹介する文章を書こうとしてい
る。

〇文章全体の構成や内容の大体を意識しなが
ら音読することができる。（知・技(1)ク）
○文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の
文章のよいところを見つけることができる。（思・
判・表B(1)オ）
〇文章を読んで理解したことに基づいて、感想
や考えをもつことができる。（思・判・表C(1)オ）

文章全体の構成や内容の大体を意識しながら
音読している。（(1)ク）

・「書くこと」において、文章に対する感想や意見
を伝え合い、自分の文章のよいところを見つけて
いる。（B(1)オ）
・「読むこと」において、文章を読んで理解したこ
とに基づいて、感想や考えをもっている。（C(1)
オ）

進んで文章全体の構成や内容の大体を意識し
ながら音読し、学習課題に沿って詩を創作しよう
としている。

◎第２学年までに配当されている漢字を書き、文
や文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ）
・間違いを正したり、相手や目的を意識した表現
になっているかを確かめたりして、文や文章を整
えることができる。（思・判・表B(1)エ）

第２学年までに配当されている漢字を書き、文や
文章の中で使っている。（(1)エ）

「書くこと」において、間違いを正したり、相手や
目的を意識した表現になっているかを確かめた
りして、文や文章を整えている。（B(1)エ）

積極的に第２学年までに配当されている漢字を
書き、これまでの学習をいかして、漢字を適切に
使った文を作ろうとしている。

◎登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述
を基に捉えることができる。（思・判・表C(1)イ）
○引用のしかたを理解し使うことができる。（知・
技(2)イ）
〇幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や
情報を得ることに役立つことに気づくことができ
る。（知・技(3)オ）
〇文章を読んで理解したことに基づいて、感想
や考えをもつことができる。（思・判・表C(1)オ）

・引用のしかたを理解し使っている。（(2)イ）
・幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情
報を得ることに役立つことに気づいている。（(3)
オ）

・「読むこと」において、登場人物の行動や気持
ちなどについて、叙述を基に捉えている。（C(1)
イ）
・「読むこと」において、文章を読んで理解したこ
とに基づいて、感想や考えをもっている。（C(1)
オ）

登場人物の行動や気持ちなどについて、積極的
に叙述を基に捉え、学習課題に沿って民話や昔
話を紹介しようとしている。

◎比較や分類のしかた、辞書の使い方を理解し
使うことができる。（知・技(2)イ）
◎書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで
段落をつくったり、段落相互の関係に注意したり
して、文章の構成を考えることができる。（思・判・
表B(1)イ）
◎目的を意識して、中心となる語や文を見つけ
ることができる。（思・判・表C(1)ウ）
〇幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や
情報を得ることに役立つことに気づくことができ
る。（知・技(3)オ）

・比較や分類のしかた、辞書の使い方を理解し
使っている。（(2)イ）
・幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情
報を得ることに役立つことに気づいている。（(3)
オ）

・「書くこと」において、書く内容の中心を明確に
し、内容のまとまりで段落をつくったり、段落相互
の関係に注意したりして、文章の構成を考えて
いる。（B(1)イ）
・「読むこと」において、目的を意識して、中心とな
る語や文を見つけている。（C(1)ウ）

目的を意識して、粘り強く中心となる語や文を見
つけたり、それらを明確にして文章の構成を考え
たりし、学習の見通しをもって筆者の説明の工夫
をいかした文章を書こうとしている。

◎長い間使われてきたことわざや慣用句、故事
成語などの意味を知り、使うことができる。（知・
技(3)イ）
○目的を意識して、伝えたいことを明確にするこ
とができる。（思・判・表B(1)ア）

長い間使われてきたことわざや慣用句、故事成
語などの意味を知り、使っている。（(3)イ）

「書くこと」において、目的を意識して、伝えたいこ
とを明確にしている。（B(1)ア）



四まいの絵を使って

2

カンジーはかせの音訓
かるた

2

漢字の広場⑤

2

ありの行列

7

つたわる言葉で表そう

5

たから島のぼうけん

8

お気に入りの場所、教
えます

8

モチモチの木

12

漢字の広場⑥

2

◎相手を見て話したり聞いたりするとともに、言
葉の抑揚や強弱、間の取り方などに注意して話
すことができる。（知・技(1)イ）
◎相手に伝わるように、理由や事例などを挙げ
ながら、話の中心が明確になるように話の構成
を考えることができる。（思・判・表A(1)イ）
〇考えとそれを支える理由や事例、全体と中心
などの情報と情報との関係について理解するこ
とができる。（知・技(2)ア）
〇話の中心や話す場面を意識して、言葉の抑揚
や強弱、間の取り方などを工夫することができ
る。（思・判・表A(1)ウ）

・相手を見て話したり聞いたりするとともに、言葉
の抑揚や強弱、間の取り方などに注意して話し
ている。（(1)イ）
・考えとそれを支える理由や事例、全体と中心な
どの情報と情報との関係について理解してい
る。（(2)ア）

・「話すこと・聞くこと」において、相手に伝わるよ
うに、理由や事例などを挙げながら、話の中心
が明確になるように話の構成を考えている。
（A(1)イ）
・「話すこと・聞くこと」において、話の中心や話す
場面を意識して、言葉の抑揚や強弱、間の取り
方などを工夫している。（A(1)ウ）

◎第２学年までに配当されている漢字を書き、文
や文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ）
○修飾と被修飾との関係について理解すること
ができる。（知・技(1)カ）
・間違いを正したり、相手や目的を意識した表現
になっているかを確かめたりして、文や文章を整
えることができる。（思・判・表B(1)エ）

・第２学年までに配当されている漢字を書き、文
や文章の中で使っている。（(1)エ）
・修飾と被修飾との関係について理解している。
（(1)カ）

間違いを正したり、相手や目的を意識した表現
になっているかを確かめたりして、文や文章を整
えている。（B(1)エ）

積極的に第２学年までに配当されている漢字を
書き、これまでの学習をいかして、漢字を適切に
使った文を作ろうとしている。

進んで話の中心が明確になるように話の構成を
考え、学習課題に沿ってお気に入りの場所を発
表しようとしている。

◎文章を読んで感じたことや考えたことを共有
し、一人一人の感じ方などに違いがあることに気
づくことができる。（思・判・表C(1)カ）
○様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を
増し、語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)
オ）
〇登場人物の気持ちの変化や性格、情景につ
いて、場面の移り変わりと結び付けて具体的に
想像することができる。（思・判・表C(1)エ）

様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増
し、語彙を豊かにしている。（(1)オ）

・「読むこと」において、登場人物の気持ちの変
化や性格、情景について、場面の移り変わりと
結び付けて具体的に想像している。（C(1)エ）
・「読むこと」において、文章を読んで感じたこと
や考えたことを共有し、一人一人の感じ方などに
違いがあることに気づいている。（C(1)カ）

登場人物の気持ちの変化や性格について、場面
の移り変わりと結び付けて具体的に粘り強く想
像し、学習課題に沿って考えたことをまとめ、伝
え合おうとしている。

◎様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を
増し、話や文章の中で使い、語彙を豊かにする
ことができる。（知・技(1)オ）
◎書き表し方を工夫することができる。（思・判・
表B(1)ウ）

様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増
し、話や文章の中で使い、語彙を豊かにしてい
る。（(1)オ）

「書くこと」において、書き表し方を工夫している。
（B(1)ウ）

進んで様子や行動、気持ちや性格を表す語句の
量を増し、話や文章の中で使い、語彙を豊かに
し、学習の見通しをもって物語を創作しようとして
いる。

◎言葉には、考えたことや思ったことを表す働き
があることに気づくことができる。（知・技(1)ア）
◎様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を
増し、話や文章の中で使い、語彙を豊かにする
ことができる。（知・技(1)オ）
○自分の考えとそれを支える理由や事例との関
係を明確にして、書き表し方を工夫することがで
きる。（思・判・表B(1)ウ）

・言葉には、考えたことや思ったことを表す働き
があることに気づいている。（(1)ア）
・様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を
増し、話や文章の中で使うとともに、語彙を豊か
にしている。（(1)オ）

「書くこと」において、自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確にして、書き表し方
を工夫している。（B(1)ウ）

言葉には考えたことや思ったことを表す働きがあ
ることに積極的に気づき、学習の見通しをもって
相手に伝わる文章を書こうとしている。

◎第３学年までに配当されている漢字を読むこ
とができる。また、第２学年までに配当されてい
る漢字を書き、文や文章の中で使うとともに、第
３学年に配当されている漢字を漸次書き、文や
文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ）

第３学年までに配当されている漢字を読んでい
る。また、第２学年までに配当されている漢字を
書き、文や文章の中で使うとともに、第３学年に
配当されている漢字を漸次書き、文や文章の中
で使っている。（(1)エ）

進んで第３学年までに配当されている漢字を読
み、学習課題に沿って漢字の音訓を使った文を
書こうとしている。

◎第２学年までに配当されている漢字を書き、文
や文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ）
・間違いを正したり、相手や目的を意識した表現
になっているかを確かめたりして、文や文章を整
えることができる。（思・判・表B(1)エ）

第２学年までに配当されている漢字を書き、文や
文章の中で使っている。（(1)エ）

「書くこと」において、間違いを正したり、相手や
目的を意識した表現になっているかを確かめた
りして、文や文章を整えている。（B(1)エ）

積極的に第２学年までに配当されている漢字を
書き、これまでの学習をいかして、漢字を適切に
使った文を作ろうとしている。

◎指示する語句と接続する語句の役割、段落の
役割について理解することができる。（知・技(1)
カ）
◎文章を読んで理解したことに基づいて、感想
や考えをもつことができる。（思・判・表C(1)オ）
◎文章を読んで感じたことや考えたことを共有
し、一人一人の感じ方などに違いがあることに気
づくことができる。（思・判・表C(1)カ）
○言葉には性質や役割による語句のまとまりが
あることを理解することができる。（知・技(1)オ）

・言葉には性質や役割による語句のまとまりが
あることを理解している。（(1)オ）
・指示する語句と接続する語句の役割、段落の
役割について理解している。（(1)カ）

・「読むこと」において、文章を読んで理解したこ
とに基づいて、感想や考えをもっている。（C(1)
オ）
・「読むこと」において、文章を読んで感じたこと
や考えたことを共有し、一人一人の感じ方などに
違いがあることに気づいている。（C(1)カ）

◎書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで
段落をつくったり、段落相互の関係に注意したり
して、文章の構成を考えることができる。（思・判・
表B(1)イ）
○段落の役割について理解することができる。
（知・技(1)カ）

段落の役割について理解している。（(1)カ） 「書くこと」において、書く内容の中心を明確に
し、内容のまとまりで段落をつくったり、段落相互
の関係に注意したりして、文章の構成を考えて
いる。（B(1)イ）

書く内容の中心を明確にし、文章の構成を考え
ることに粘り強く取り組み、学習課題に沿って物
語の流れを書こうとしている。

進んで文章を読んで理解したことに基づいて感
想や考えをもち、学習課題に沿って、考えたこと
を伝え合おうとしている。



三年生をふり返って

1

教科 学年

よく見て、よく聞いて、受
け止めよう
つないで つないで

2

楽しく声に出して読もう
春のうた／あり

1

一　物語の「ふしぎ」に
ついて考えよう
白いぼうし

10

自分の気持ちに合った
言葉で表そう
見つけよう、ぴったりの
言葉

4

漢字の広場①
漢字の部首

2

三年生で学んだ漢字①

2

二　けっかと考察とのつ
ながりをとらえよう
花を見つける手がかり

10

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

△絵を見て想像したことをもとに、３年生で学ん
だ漢字などを使って文を書く。

◎第３学年及び第４学年の各学年においては、
学年別漢字配当表の当該学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、当該学年の前
の学年までに配当されている漢字を書き、文や
文章の中で使うとともに、当該学年に配当されて
いる漢字を漸次書き、文や文章の中で使ってい
る。(⑴エ)

○「書くこと」において、書こうとしたことが明確に
なっているかなど、文章に対する感想や意見を
伝え合い、自分の文章のよいところを見付けて
いる。(B⑴オ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されている
漢字を使い、学習課題にそって、教科書の絵の
中の言葉を使って文を書こうとしている。

□「もんしろちょうは何を手がかりに花を見つけ
るか」という問題を解明していく一つ一つの実験
の結果とそこから引き出される結論、実験を繰り
返していく考えの筋道などを、叙述をおさえなが
ら読む。

◎主語と述語との関係、修飾と被修飾との関
係、指示する語句と接続する語句の役割、段落
の役割について理解している。((1)カ)
◎考えとそれを支える理由や事例、全体と中心
など情報と情報との関係について理解している。
((2)ア)

○「書くこと」において、自分の考えとそれを支え
る理由や事例との関係を明確にして、書き表し
方を工夫すること。(B(1)ウ)
◎「読むこと」において、段落相互の関係に着目
しながら、考えとそれを支える理由や事例との関
係などについて、叙述を基に捉えている。(C(1)
ア)
○「読むこと」において、目的を意識して、中心と
なる語や文を見付けて要約している。(C(1)ウ)

・積極的に、言葉に着目しながら実験内容を読
み取り、学習課題にそって、段落相互の関係を
おさえながら文章を読もうとしている。

□物語の「ふしぎ」について考え、短い言葉で表
し、紹介し合う。

◎様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を
増し、話や文章の中で使うとともに、言葉には性
質や役割による語句のまとまりがあることを理解
し、語彙を豊かにしている。(⑴オ)

◎「読むこと」において、登場人物の行動や気持
ちなどについて、叙述を基に捉えている。(C⑴イ)
○「読むこと」において、登場人物の気持ちの変
化や性格、情景について、場面の移り変わりと
結び付けて具体的に想像している。(C⑴エ)

・不思議なできごとが起こるきっかけを見つけな
がらすすんで物語の「不思議」に思うところを見
つけ、「不思議」について考えたことを短い言葉
で表し、伝え合おうとしている。

■心が動いたできごとを、短い文章で表現する。 ◎言葉には、考えたことや思ったことを表す働き
があることに気付いている。(⑴ア)
◎漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の付け
方、改行の仕方を理解して文や文章の中で使う
とともに、句読点を適切に打っている。また、第３
学年においては、日常使われている簡単な単語
について、ローマ字で表記されたものを読み、
ローマ字で書いている。(⑴ウ)

◎「書くこと」において、相手や目的を意識して、
経験したことや想像したことなどから書くことを選
び、集めた材料を比較したり分類したりして、伝
えたいことを明確にしている。(B⑴ア)

・すすんで経験したことや想像したことなどから
書くことを選び、学習の見通しをもって、心が動
いたできごとを短い文章で表現しようとしている。

△漢字の部首について知り、漢字を覚えたり
使ったりするときに役立てる。

◎漢字が、へんやつくりなどから構成されている
ことについて理解している。(⑶ウ)

・すすんで、漢字がへんやつくりなどから構成さ
れていることについて理解し、学習の見通しを
もって、漢字を覚えたり使ったりするときに役立
てようとしている。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

◇相手が言葉や動きをとおして伝えたいことは
何か考えながら聞き、相手が伝えたいことの中
心を捉え、自分の考えをもつ。

◎言葉には、考えたことや思ったことを表す働き
があることに気付いている。(⑴ア)

◎「話すこと・聞くこと」において、必要なことを記
録したり質問したりしながら聞き、話し手が伝え
たいことや自分が聞きたいことの中心を捉え、自
分の考えをもっている。(A⑴エ)

・相手の言葉や動きを受け止め、相手が伝えた
いことは何かすすんで考え、自分の考えをもとう
としている。

□繰り返し音読をしながら、言葉のリズムや響き
を味わい、イメージの広がりを楽しむ。

◎文章全体の構成や内容の大体を意識しなが
ら音読している。(⑴ク)

◎「読むこと」において、登場人物の気持ちの変
化や性格、情景について、場面の移り変わりと
結び付けて具体的に想像している。(C⑴エ)

・すすんで、登場人物の気持ちの変化や情景に
ついて具体的に想像し、学習の見通しをもって
音読したりイメージを広げたりしようとしている。

国語 第4学年

〇言葉には、考えたことや思ったことを表す働き
があることに気づくことができる。（知・技(1)ア）
○経験したことや想像したことなどから書くことを
選び、伝えたいことを明確にすることができる。
（思・判・表B(1)ア）

言葉には、考えたことや思ったことを表す働きが
あることに気づいている。（(1)ア）

「書くこと」において、経験したことや想像したこと
などから書くことを選び、伝えたいことを明確にし
ている。（B(1)ア）

進んで経験したことや想像したことなどから書く
ことを選び、伝えたいことを明確にし、学習課題
に沿って１年間の振り返りを書こうとしている。



読書の広場①
分類をもとに本を見つ
けよう

4

言葉の広場①
漢字辞典の使い方

2

必要なじょうほうを落と
さないように聞こう
メモの取り方のくふう

3

三 伝わりやすい組み立
てを考えて書こう
リーフレットでほうこく

10

相手やもくてきに合わ
せて手紙を書こう
いろいろな手紙

2

言葉の文化①
短歌の世界

4

漢字の広場②
漢字の音を表す部分

2

都道府県名に用いる漢
字

1

三年生で学んだ漢字②

2

【態度】
・分類を手がかりに目的の本を見つけ、読んで
わかったことを記録しようとしている。

○「読むこと」において、目的を意識して、中心と
なる語や文を見付けて要約している。(C⑴ウ)

◎比較や分類の仕方、必要な語句などの書き留
め方、引用の仕方や出典の示し方、辞書や事典
の使い方を理解し使っている。(⑵イ)
◎幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や
情報を得ることに役立つことに気付いている。
(⑶オ)

 ・積極的に、書く内容の中心を明確にし、文章の
構成を考え、学習の見通しをもってリーフレット
の組み立てを考えようとしている。

 ◎「書くこと」において、書く内容の中心を明確に
し、内容のまとまりで段落をつくったり、段落相互
の関係に注意したりして、文章の構成を考えて
いる。(B⑴イ)

 ◎漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の付け
方、改行の仕方を理解して文や文章の中で使う
とともに、句読点を適切に打っている。また、第３
学年においては、日常使われている簡単な単語
について、ローマ字で表記されたものを読み、
ローマ字で書いている。(⑴ウ)

■リーフレットの特徴を生かした組み立てを考
え、見学したことや調べたことを報告する。

△都道府県名に用いる漢字などを使って文を書
く。

◎第３学年及び第４学年の各学年においては、
学年別漢字配当表の当該学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、当該学年の前
の学年までに配当されている漢字を書き、文や
文章の中で使うとともに、当該学年に配当されて
いる漢字を漸次書き、文や文章の中で使ってい
る。(⑴エ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されている
漢字を文や文章の中で使い、学習課題にそっ
て、都道府県名を覚えたり書いたりしようとして
いる。

△絵を見て想像したことをもとに、３年生で学ん
だ漢字などを使って文を書く。

◎第３学年及び第４学年の各学年においては、
学年別漢字配当表の当該学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、当該学年の前
の学年までに配当されている漢字を書き、文や
文章の中で使うとともに、当該学年に配当されて
いる漢字を漸次書き、文や文章の中で使ってい
る。(⑴エ)

○「書くこと」において、自分の考えとそれを支え
る理由や事例との関係を明確にして、書き表し
方を工夫している。(B⑴ウ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されている
漢字を使い、学習課題にそって、教科書の絵の
中の言葉を使って文を書こうとしている。

△短歌を声に出して読み、言葉のリズムにふれ
る。

◎易しい文語調の短歌や俳句を音読したり暗唱
したりするなどして、言葉の響きやリズムに親し
んでいる。(⑶ア)

○「書くこと」において、自分の考えとそれを支え
る理由や事例との関係を明確にして、書き表し
方を工夫している。(B⑴ウ)

・すすんで易しい文語調の短歌を音読したり暗
唱したりするなどし、学習の見通しをもって、言
葉のリズムを楽しんだり様子や気持ちを想像し
たりしようとしている。

△形声文字における部首と音符について知り、
漢字を覚えたり使ったりするときに役立てる。

◎漢字が、へんやつくりなどから構成されている
ことについて理解している。(⑶ウ)

・すすんで漢字がへんやつくりなどから構成され
ていることについて理解し、学習課題にそって、
「音を表す部分」を漢字を覚えたり使ったりするこ
とに役立てようとしている。

◎丁寧な言葉を使うとともに、敬体と常体との違
いに注意しながら書いている。(⑴キ)

◎「書くこと」において、相手や目的を意識して、
経験したことや想像したことなどから書くことを選
び、集めた材料を比較したり分類したりして、伝
えたいことを明確にしている。(B⑴ア)

・粘り強くまちがいを正したり、相手や目的を意
識した表現になっているかを確かめ、学習の見
通しをもって、送る相手や伝える目的に合わせ
た手紙を書こうとしている。

■手紙の書き方を知り、送る相手や伝える目的
に合わせて手紙を書く。

△漢字辞典の引き方を理解し、活用する。 ◎比較や分類の仕方、必要な語句などの書き留
め方、引用の仕方や出典の示し方、辞書や事典
の使い方を理解し使っている。(⑵イ)
○漢字が、へんやつくりなどから構成されている
ことについて理解している。(⑶ウ)

・積極的に辞書や事典の使い方を理解し、学習
の見通しをもって漢字辞典を活用しようとしてい
る。

◇メモの取り方を工夫したり、質問したりしながら
聞き、話し手が伝えたいことや自分が聞きたいこ
との中心を捉え、自分の考えをもつ。

◎比較や分類の仕方、必要な語句などの書き留
め方、引用の仕方や出典の示し方、辞書や事典
の使い方を理解し使っている。(⑵イ)

◎「話すこと・聞くこと」において、必要なことを記
録したり質問したりしながら聞き、話し手が伝え
たいことや自分が聞きたいことの中心を捉え、自
分の考えをもっている。(A⑴エ)

・メモの取り方を工夫したり、相手に質問したりし
ながら、必要な情報について積極的に聞き、自
分の考えをもとうとしている。

△学校や地域の図書館へ行き、「日本十進分類
法」を利用して本を探して読んだり、図書館の分
類の仕方を確かめたりする。



四　落語を声に出して
楽しもう
落語　ぞろぞろ

10

読書の広場②
ひろがる読書の世界

1

五　話の組み立てを考
えて発表しよう
写真から読み取る

6

六　集めたざいりょうで
わかりやすく伝えよう
作ろう学級新聞

5

漢字の広場③
送りがなのつけ方

2

三年生で学んだ漢字③

2

七　場面の様子をくらべ
て読み、感想をまとめよ
う
一つの花

9

言葉の広場②
修飾語

2

八　自由に想像を広げ
て書こう
作ろう！「ショートショー
ト」

6

■不思議な言葉を作り、想像を広げて「ショート
ショート」を書く。

◎漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の付け
方、改行の仕方を理解して文や文章の中で使う
とともに、句読点を適切に打っている。また、第３
学年においては、日常使われている簡単な単語
について、ローマ字で表記されたものを読み、
ローマ字で書いている。(⑴ウ)

◎「書くこと」において、相手や目的を意識して、
経験したことや想像したことなどから書くことを選
び、集めた材料を比較したり分類したりして、伝
えたいことを明確にしている。(B⑴ア)

・積極的に、相手や目的を意識して、経験したこ
とや想像したことなどから書くことを選び、集めた
材料を比較したり分類したりし、学習の見通しを
もって「ショートショート」を書こうとしている。

△送り仮名は、漢字の読みや意味をはっきりさ
せるはたらきをもつことを理解し、漢字を正しく使
う。

◎漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の付け
方、改行の仕方を理解して文や文章の中で使う
とともに、句読点を適切に打っている。また、第３
学年においては、日常使われている簡単な単語
について、ローマ字で表記されたものを読み、
ローマ字で書いている。(⑴ウ)

・すすんで送り仮名の付け方を理解して文や文
章の中で使い、学習課題にそって、漢字を正しく
使おうとしている。

□場面の様子を比べて読み、感想を伝え合う。 ◎様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を
増し、話や文章の中で使うとともに、言葉には性
質や役割による語句のまとまりがあることを理解
し、語彙を豊かにしている。(⑴オ)
◎考えとそれを支える理由や事例、全体と中心
など情報と情報との関係について理解している。
(⑵ア)

○「読むこと」において、登場人物の気持ちの変
化や性格、情景について、場面の移り変わりと
結び付けて具体的に想像している。(C⑴エ)
◎「読むこと」において、文章を読んで理解したこ
とに基づいて、感想や考えをもっている。(C⑴オ)

・すすんで場面の様子を比べて読み、大切な言
葉から作品に込められたメッセージや作者の思
いを積極的に想像し、今までの学習を生かし、自
分の考えたことや感想を感想文に書いて、伝え
合おうとしている。

△文の中での修飾語のはたらきを理解する。 ◎主語と述語との関係、修飾と被修飾との関
係、指示する語句と接続する語句の役割、段落
の役割について理解している。(⑴カ)

・すすんで修飾と被修飾との関係について理解
し、学習の見通しをもって、修飾語を見つけた
り、修飾語の種類を見分けたりしようとしている。

△絵を見て想像したことをもとに、３年生で学ん
だ漢字などを使って文を書く。

◎第３学年及び第４学年の各学年においては、
学年別漢字配当表の当該学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、当該学年の前
の学年までに配当されている漢字を書き、文や
文章の中で使うとともに、当該学年に配当されて
いる漢字を漸次書き、文や文章の中で使ってい
る。(⑴エ)

○「書くこと」において、自分の考えとそれを支え
る理由や事例との関係を明確にして、書き表し
方を工夫している。(B⑴ウ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されている
漢字を使い、学習課題にそって、教科書の絵の
中の言葉を使って文を書こうとしている。

△「本について語り合う」、「同じ作者の本を読
む」という学習活動を通して、幅広く読書に親し
む。

◎幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や
情報を得ることに役立つことに気付いている。
(⑶オ)

○「読むこと」において、文章を読んで感じたこと
や考えたことを共有し、一人一人の感じ方などに
違いがあることに気付いている。(C⑴カ)

・読書生活を振り返り、読みたい本を選んだり、
これからの読書生活を考えたりしている。

◇伝えたいことをはっきりさせて、理由や事例な
どをあげながら筋道を立てて話す。

◎考えとそれを支える理由や事例、全体と中心
など情報と情報との関係について理解している。
(⑵ア)

◎「話すこと・聞くこと」において、相手に伝わるよ
うに、理由や事例などを挙げながら、話の中心
が明確になるよう話の構成を考えている。(A⑴
イ)

・粘り強く、理由や事例などを挙げながら話の中
心が明確になるように構成を考え、学習の見通
しをもって、写真から読み取ったことを話そうとし
ている。

■割り付けを工夫して、わかりやすい紙面の新
聞を作る。

◎漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の付け
方、改行の仕方を理解して文や文章の中で使う
とともに、句読点を適切に打っている。また、第３
学年においては、日常使われている簡単な単語
について、ローマ字で表記されたものを読み、
ローマ字で書いている。(⑴ウ)
◎考えとそれを支える理由や事例、全体と中心
など情報と情報との関係について理解している。
(⑵ア)

◎「書くこと」において、相手や目的を意識して、
経験したことや想像したことなどから書くことを選
び、集めた材料を比較したり分類したりして、伝
えたいことを明確にしている。(B⑴ア)

・粘り強くまちがいを正したり文章を整えたりし、
学習の見通しをもって新聞を作ろうとしている。

□落語を読んで見つけたおもしろさが伝わるよう
に、音読したり演じたりして楽しむ。

◎相手を見て話したり聞いたりするとともに、言
葉の抑揚や強弱、間の取り方などに注意して話
している。(⑴イ)
◎文章全体の構成や内容の大体を意識しなが
ら音読している。(⑴ク)

○「読むこと」において、登場人物の行動や気持
ちなどについて、叙述を基に捉えている。(C⑴イ)
○「読むこと」において、登場人物の気持ちの変
化や性格、情景について、場面の移り変わりと
結び付けて具体的に想像している。(C⑴エ)
◎「読むこと」において、文章を読んで理解したこ
とに基づいて、感想や考えをもっている。(C⑴オ)
◎「読むこと」において、文章を読んで感じたこと
や考えたことを共有し、一人一人の感じ方などに
違いがあることに気付いている。(C⑴カ)

・すすんで場面の様子や登場人物の気持ちを具
体的に想像して読み、おもしろいと思ったところ
を伝え合い、今までの学習を生かして落語を音
読したり演じたりして楽しもうとしている。



言葉の文化②
「月」のつく言葉

1

国語の学習　つながる
ひろがる

1

一　登場人物の気持ち
の変化を考えて、日記
を書こう
ごんぎつね

8

読書の広場③
「読書発表会」をしよう

5

言葉が表す感じ、言葉
から受ける感じ

4

二　役わりに気をつけ
て話し合おう
みんなが楽しめる新ス
ポーツ

8

漢字の広場④
いろいろな意味を表す
漢字

2

三年生で学んだ漢字④

2

三　大事な言葉や文に
気をつけて要約しよう
ウミガメの命をつなぐ

9

△絵を見て想像したことをもとに、３年生で学ん
だ漢字などを使って文を書く。

◎第３学年及び第４学年の各学年においては、
学年別漢字配当表の当該学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、当該学年の前
の学年までに配当されている漢字を書き、文や
文章の中で使うとともに、当該学年に配当されて
いる漢字を漸次書き、文や文章の中で使ってい
る。(⑴エ)

○「書くこと」において、書こうとしたことが明確に
なっているかなど、文章に対する感想や意見を
伝え合い、自分の文章のよいところを見付けて
いる。(B⑴オ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されている
漢字を使い、学習課題にそって、教科書の絵の
中の言葉を使って文を書こうとしている。

□ウミガメの産卵や成長を研究する名古屋港水
族館の取り組みを時系列にそって読み、興味を
もった点から整理して文章を要約する。

◎考えとそれを支える理由や事例、全体と中心
など情報と情報との関係について理解している。
((2)ア)
◎比較や分類の仕方、必要な語句などの書き留
め方、引用の仕方や出典の示し方、辞書や事典
の使い方を理解し使っている。((2)イ)

○「書くこと」において、　書く内容の中心を明確
にし、内容のまとまりで段落をつくったり、段落相
互の関係に注意したりして、文章の構成を考え
ている。(Ｂ(1)イ)
◎「読むこと」において、目的を意識して、中心と
なる語や文を見付けて要約している。(C(1)ウ)
○「読むこと」において、文章を読んで理解したこ
とに基づいて、感想や考えをもっている。(C(1)オ)

・すすんで、本文を読んで自分が興味をもった部
分を要約することを通して、学習課題にそって、
本文をわかりやすく紹介する文章を書こうとして
いる。

◇司会者や発言者などの役割を果たしながら、
話し合いの進行に合わせ、互いの考えを伝え
合って話し合う。

◎考えとそれを支える理由や事例、全体と中心
など情報と情報との関係について理解している。
(⑵ア)
◎比較や分類の仕方、必要な語句などの書き留
め方、引用の仕方や出典の示し方、辞書や事典
の使い方を理解し使っている。(⑵イ)

◎「話すこと・聞くこと」において、目的や進め方
を確認し、司会などの役割を果たしながら話し合
い、互いの意見の共通点や相違点に着目して、
考えをまとめている。(A⑴オ)

・積極的に目的や進め方を確認し、司会などの
役割を果たし、学習の見通しをもってクラスで話
し合おうとしている。

△一つの漢字には、複数の意味がある場合が
多いことを理解する。

◎第３学年及び第４学年の各学年においては、
学年別漢字配当表の当該学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、当該学年の前
の学年までに配当されている漢字を書き、文や
文章の中で使うとともに、当該学年に配当されて
いる漢字を漸次書き、文や文章の中で使ってい
る。(⑴エ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されている
漢字を文や文章の中で使い、学習課題にそっ
て、漢字がもつ複数の意味について考えようとし
ている。

□登場人物「ごん」の気持ちを詳しく想像して読
み、気持ちの変化がわかるように「ごん日記」を
書く。

◎様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を
増し、話や文章の中で使うとともに、言葉には性
質や役割による語句のまとまりがあることを理解
し、語彙を豊かにしている。(⑴オ)

◎「読むこと」において、登場人物の気持ちの変
化や性格、情景について、場面の移り変わりと
結び付けて具体的に想像している。(C⑴エ)
○「読むこと」において、文章を読んで理解したこ
とに基づいて、感想や考えをもっている。(C⑴オ)

・すすんで、登場人物の気持ちの変化や情景に
ついて場面の移り変わりと結びつけて具体的に
想像し、学習課題にそって登場人物になりきっ
て、気持ちの変化がわかるように日記を書こうと
している。

△紹介したい本を何冊か選び、「読書発表会」を
行い、読書の幅を広げる。

◎幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や
情報を得ることに役立つことに気付いている。
(⑶オ)

◎「読むこと」において、文章を読んで感じたこと
や考えたことを共有し、一人一人の感じ方などに
違いがあることに気付いている。(C⑴カ)

・ブックトークに向けて、すすんで本を集めたり発
表内容を考えたりし、粘り強く活動に取り組んで
いる。

△言葉や音が表すイメージや、イメージに即した
言葉を考えたりすることによって、言葉の特性に
ついて考える。

◎言葉には、考えたことや思ったことを表す働き
があることに気付いている。(⑴ア)

○「話すこと・聞くこと」において、相手に伝わるよ
うに、理由や事例などを挙げながら、話の中心
が明確になるよう話の構成を考えている。(A⑴
イ)

・すすんで、言葉には考えたことや思ったことを
表すはたらきがあることに気づこうとし、学習課
題にそって、言葉がもつイメージについて考えよ
うとしている。

△昔から「月」に対してさまざまな呼称があったこ
とを知り、「月」に関係する言葉を集める。

◎長い間使われてきたことわざや慣用句、故事
成語などの意味を知り、使っている。(⑶イ)

○「書くこと」において、相手や目的を意識して、
経験したことや想像したことなどから書くことを選
び、集めた材料を比較したり分類したりして、伝
えたいことを明確にしている。(B⑴ア)

・すすんで「月」に関わる言葉を音読するなどし
て言葉の響きやリズムに親しみ、学習の見通し
をもって「月」に関係する言葉を集めようとしてい
る。

■一年間の国語学習を振り返ったり、これから
の学習について考えたりして、すすんで学習でき
るようにする。

〇相手を見て話したり聞いたりしているとともに、
言葉の抑揚や強弱、間の取り方などに注意して
話している。((1)イ)

〇「話すこと・聞くこと」において、話の中心や話
す場面を意識して、言葉の抑揚や強弱、間の取
り方などを工夫している。　(Ａ(1)ウ)
◎「書くこと」において、自分の考えとそれを支え
る理由や事例との関係を明確にして、書き表し
方を工夫している。(Ｂ(1)ウ)

・すすんで話の中心や話す場面を意識して、言
葉の抑揚や強弱、間の取り方などを工夫し、今
までの学習を生かして、上巻の教科書での国語
の学習を振り返ったり下巻の教科書での国語の
学習への希望を話し合ったりしようとしている。



言葉の広場④
二つのことがらをつなぐ
言葉

2

四　調べたことをわかり
やすく書こう
クラスの「不思議ずか
ん」を作ろう

6

言葉の文化③
故事成語

4

詩を読もう
いろいろな詩／おおき
な木

1

漢字の広場⑤
熟語のでき方

2

三年生で学んだ漢字⑤

2

五　自分の経験と結び
つけて考えたことを伝え
合おう
くらしを便利にするため
に 6

目で見る言葉で話そう
手話であいさつをしよう

1

六　調べてわかったこと
を発表しよう
「便利」をさがそう

8

△故事成語の意味を知り、友達に紹介するため
のカードを作る。

◎長い間使われてきたことわざや慣用句、故事
成語などの意味を知り、使っている。(⑶イ)

○「書くこと」において、自分の考えとそれを支え
る理由や事例との関係を明確にして、書き表し
方を工夫している。(B⑴ウ)

・積極的に、長い間使われてきた故事成語の意
味を知り、学習の見通しをもってカードにまとめ
ようとしている。

□さまざまな形の作品を読みながら、詩の世界
を楽しむ。

◎文章全体の構成や内容の大体を意識しなが
ら音読している。(⑴ク)

◎「読むこと」において、登場人物の気持ちの変
化や性格、情景について、場面の移り変わりと
結び付けて具体的に想像している。(C⑴エ)

・すすんで、詩を読んで理解したことに基づいて
感想や考えをもち、学習の見通しをもって発表し
合おうとしている。

△二つの漢字を組み合わせた熟語の構成につ
いて、問題を解きながら確認し、二つの漢字のつ
ながり方を考える。

◎第３学年及び第４学年の各学年においては、
学年別漢字配当表の当該学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、当該学年の前
の学年までに配当されている漢字を書き、文や
文章の中で使うとともに、当該学年に配当されて
いる漢字を漸次書き、文や文章の中で使ってい
る。(⑴エ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されている
漢字を使い、学習課題にそって、二つの漢字を
組み合わせた熟語の構成について考えようとし
ている。

■図や写真などの資料を活用し、紙面を工夫し
て図鑑を作る。

◎比較や分類の仕方、必要な語句などの書き留
め方、引用の仕方や出典の示し方、辞書や事典
の使い方を理解し使っている。(⑵イ)

◎「書くこと」において、自分の考えとそれを支え
る理由や事例との関係を明確にして、書き表し
方を工夫している。(B⑴ウ)
◎「書くこと」において、書こうとしたことが明確に
なっているかなど、文章に対する感想や意見を
伝え合い、自分の文章のよいところを見付けて
いる。(B⑴オ)

・積極的に、自分の考えとそれを支える理由や
事例との関係を明確にして書き表し方を工夫し、
学習の見通しをもって「不思議ずかん」を作ろう
としている。

△二つの事柄をつなぐとき、使う言葉によって内
容が大きく変わることを理解し、接続語のはたら
きを意識して、正しく使い分ける。

◎主語と述語との関係、修飾と被修飾との関
係、指示する語句と接続する語句の役割、段落
の役割について理解している。(⑴カ)

・すすんで接続する語句の役割について理解
し、学習の見通しをもって、接続語のはたらきを
意識して正しく使い分けようとしている。

□「便利」とはどういうことかを考えながら読み、
自分の経験と照らし合わせながら考えをまとめ
る。

◎考えとそれを支える理由や事例、全体と中心
など情報と情報との関係について理解している。
((2)ア)
◎比較や分類の仕方、必要な語句などの書き留
め方、引用の仕方や出典の示し方、辞書や事典
の使い方を理解し使っている。((2)イ)

○「書くこと」において、自分の考えとそれを支え
る理由や事例との関係を明確にして、書き表し
方を工夫している。(Ｂ(1)ウ)
◎「読むこと」において、文章を読んで理解したこ
とに基づいて、感想や考えをもっている。(C(1)オ)
○「読むこと」において、文章を読んで感じたこと
や考えたことを共有し、一人一人の感じ方などに
違いがあることに気づいている。(C(1)カ)

・積極的に筆者の考えと自分の考えを比べなが
ら読むことを通して、具体例な経験をもとに考え
をまとめることの有効性に気づいている。

◇声を使わないで考えや思いを伝え合う手話に
ついて知り、簡単な挨拶をする。

◎言葉には、考えたことや思ったことを表す働き
があることに気付いている。(⑴ア)

◎「話すこと・聞くこと」において、目的を意識し
て、日常生活の中から話題を決め、集めた材料
を比較したり分類したりして、伝え合うために必
要な事柄を選んでいる。(A⑴ア)

・手話には考えや思いを伝えるはたらきがあるこ
とに気づき、学習課題にそってすすんで手話で
あいさつをしようとしている。

△絵を見て想像したことをもとに、３年生で学ん
だ漢字などを使って文を書く。

◎第３学年及び第４学年の各学年においては、
学年別漢字配当表の当該学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、当該学年の前
の学年までに配当されている漢字を書き、文や
文章の中で使うとともに、当該学年に配当されて
いる漢字を漸次書き、文や文章の中で使ってい
る。(⑴エ)

○「書くこと」において、相手や目的を意識して、
経験したことや想像したことなどから書くことを選
び、集めた材料を比較したり分類したりして、伝
えたいことを明確にしている。(B⑴ア)

・積極的に前学年や当該学年で配当されている
漢字を使い、学習課題にそって、教科書の絵の
中の言葉を使って文を書こうとしている。

◇調べてわかったことを、相手に伝わるように資
料を示したり、話し方を工夫して、発表する。

◎比較や分類の仕方、必要な語句などの書き留
め方、引用の仕方や出典の示し方、辞書や事典
の使い方を理解し使っている。(⑵イ)

◎「話すこと・聞くこと」において、話の中心や話
す場面を意識して、言葉の抑揚や強弱、間の取
り方などを工夫している。(A⑴ウ)

・身のまわりの「便利」について調べ、わかったこ
とを図などの資料を示しながら、言葉の調子や
強弱、間の取り方に気をつけて発表しようとして
いる。



言葉の広場⑤
点(、)を打つところ
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七 伝えたいことをはっ
きりさせて書こう
自分の成長をふり返っ
て
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言葉の文化④
雪

1

漢字の広場⑥
同じ読み方の漢字の使
い分け

2

三年生で学んだ漢字⑥
教科書：P114

2

八　登場人物のせいか
くや気持ちのうつり変わ
りを読もう
人形げき　木竜うるし

8

国語の学習　これまで
これから

2

教科 学年

ひみつの言葉を引き出
そう

1

国語 第5学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

■様子がわかるように、よりよい表現を選んで書
く。

◎漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の付け
方、改行の仕方を理解して文や文章の中で使う
とともに、句読点を適切に打っている。また、第３
学年においては、日常使われている簡単な単語
について、ローマ字で表記されたものを読み、
ローマ字で書いている。(⑴ウ)
◎主語と述語との関係、修飾と被修飾との関
係、指示する語句と接続する語句の役割、段落
の役割について理解している。(⑴カ)

◎「書くこと」において、書く内容の中心を明確に
し、内容のまとまりで段落をつくったり、段落相互
の関係に注意したりして、文章の構成を考えて
いる。(B⑴イ)
◎「書くこと」において、間違いを正したり、相手
や目的を意識した表現になっているかを確かめ
たりして、文や文章を整えている。(B⑴エ)

・積極的に、書こうとしたことが明確になっている
かなど文章に対する感想や意見を伝え合い、学
習の見通しをもって、よりよい表現を選んで文章
を書こうとしている。

△「雪」を扱った言語表現を集める。 ◎長い間使われてきたことわざや慣用句、故事
成語などの意味を知り、使っている。(⑶イ)

○「書くこと」において、自分の考えとそれを支え
る理由や事例との関係を明確にして、書き表し
方を工夫している。(B⑴ウ)

・すすんで、長い間使われてきた「雪」に関わる
言葉の意味を知ろうとし、学習の見通しをもって
「雪」に関する詩歌や言葉を集めようとしている。

△読点のはたらきを理解して、正しく使い分け
る。

◎漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の付け
方、改行の仕方を理解して文や文章の中で使う
とともに、句読点を適切に打っている。(⑴ウ)
○主語と述語との関係、修飾と被修飾との関
係、指示する語句と接続する語句の役割、段落
の役割について理解している。(⑴カ)

・すすんで句読点のはたらきを理解し、学習課題
にそって、文や文章の中で適切に使おうとしてい
る。

△異字同訓や同音異義語の使い分けについて
意識をもって、漢字を読んだり書いたりする。

◎漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の付け
方、改行の仕方を理解して文や文章の中で使う
とともに、句読点を適切に打っている。また、第３
学年においては、日常使われている簡単な単語
について、ローマ字で表記されたものを読み、
ローマ字で書いている。(⑴ウ)

・すすんで同じ読み方の漢字の使い分けを理解
し、学習課題にそって、文や文章の中で正しく使
おうとしている。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

○言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあ
ることに気づくことができる。（知・技(1)ア）
○目的や意図に応じて、日常生活の中から話題
を決め、伝え合う内容を検討することができる。
（思・判・表A(1)ア）
○話し手の目的や自分が聞こうとする意図に応
じて、話の内容を捉えることができる。（思・判・表
A(1)エ）

△絵を見て想像したことをもとに、３年生で学ん
だ漢字などを使って文を書く。

◎第３学年及び第４学年の各学年においては、
学年別漢字配当表の当該学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、当該学年の前
の学年までに配当されている漢字を書き、文や
文章の中で使うとともに、当該学年に配当されて
いる漢字を漸次書き、文や文章の中で使ってい
る。(⑴エ)

○「書くこと」において、書く内容の中心を明確に
し、内容のまとまりで段落をつくったり、段落相互
の関係に注意したりして、文章の構成を考えて
いる。(B⑴イ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されている
漢字を使い、学習課題にそって、お話の一場面
を書こうとしている。

□登場人物の性格の違いや気持ちの移り変わ
りを考えながら読み、考えを伝え合う。

◎相手を見て話したり聞いたりするとともに、言
葉の抑揚や強弱、間の取り方などに注意して話
している。(⑴イ)

◎「読むこと」において、登場人物の気持ちの変
化や性格、情景について、場面の移り変わりと
結び付けて具体的に想像している。(C⑴エ)
○「読むこと」において、文章を読んで理解したこ
とに基づいて、感想や考えをもっている。(C⑴オ)
○「読むこと」において、文章を読んで感じたこと
や考えたことを共有し、一人一人の感じ方などに
違いがあることに気付いている。(C⑴カ)

・積極的に登場人物の性格の違いや気持ちの移
り変わりを考え、学習課題にそって、考えたこと
を根拠をはっきりさせて伝え合おうとしている。

■一年間の国語学習を振り返ったり、これから
の学習について考えたりして、すすんで学習でき
るようにする。

〇相手を見て話したり聞いたりしているとともに、
言葉の抑揚や強弱、間の取り方などに注意して
話している。((1)イ)

〇「話すこと・聞くこと」において、話の中心や話
す場面を意識して、言葉の抑揚や強弱、間の取
り方などを工夫している。　(Ａ(1)ウ)
◎「書くこと」において、自分の考えとそれを支え
る理由や事例との関係を明確にして、書き表し
方を工夫している。(Ｂ(1)ウ)

・すすんで話の中心や話す場面を意識して、言
葉の抑揚や強弱、間の取り方などを工夫し、今
までの学習を生かして、一年間の国語の学習を
振り返ったり次年への希望を話し合ったりしよう
としている。

言葉には、相手とのつながりをつくる働きがある
ことに気づいている。（(1)ア）

・「話すこと・聞くこと」において、目的や意図に応
じて、日常生活の中から話題を決め、伝え合う内
容を検討している。（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」において、話し手の目的や
自分が聞こうとする意図に応じて、話の内容を捉
えている。（A(1)エ）

進んで自分が聞こうとする意図に応じて話の内
容を捉え、学習の見通しをもって友達から「ひみ
つの言葉」を引き出せるように話そうとしている。



かんがえるのって　おも
しろい

1

名前を使って、自己しょ
うかい
続けてみよう

1

銀色の裏地

5

図書館を使いこなそう

1

漢字の成り立ち

2

春の空

1

きいて、きいて、きいて
みよう

6

見立てる
言葉の意味が分かるこ
と
【情報】原因と結果

7

敬語

2

・文の中での語句の係り方や語順、文と文との
接続の関係、話や文章の構成や展開、話や文
章の種類とその特徴について理解している。（(1)
カ）
・原因と結果など情報と情報との関係について
理解している。（(2)ア）

・「読むこと」において、事実と感想、意見などと
の関係を叙述を基に押さえ、文章全体の構成を
捉えて要旨を把握している。（C(1)ア）
・「読むこと」において、文章を読んで理解したこ
とに基づいて、自分の考えをまとめている。（C(1)
オ）

粘り強く文章全体の構成を捉えて要旨を把握し、
学習課題に沿って考えたことを伝え合おうとして
いる。

◎日常よく使われる敬語を理解し使い慣れるこ
とができる。（知・技(1)キ）
○言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあ
ることに気づくことができる。（知・技(1)ア）
☆礼儀や言葉遣いが、円滑な人とのつながりを
つくることについて考える題材（道徳）

・言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあ
ることに気づいている。（(1)ア）
・日常よく使われる敬語を理解し使い慣れてい
る。（(1)キ）

進んで日常よく使われる敬語について理解し、
学習課題に沿って使い慣れようとしている。

◎日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考え
を広げることに役立つことに気づくことができる。
（知・技(3)オ）

日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを
広げることに役立つことに気づいている。（(3)オ）

進んで読書が自分の考えを広げることに役立つ
ことに気づき、これまでの学習をいかして本を探
して、記録カードを書こうとしている。

◎漢字の由来、特質などについて理解すること
ができる。（知・技(3)ウ）

漢字の由来、特質などについて理解している。
（(3)ウ）

進んで漢字の由来、特質などに関心をもち、学
習課題に沿ってそれらを理解しようとしている。

◎親しみやすい古文を音読するなどして、言葉
の響きやリズムに親しむことができる。（知・技(3)
ア）
○語感や言葉の使い方に対する感覚を意識し
て、語や語句を使うことができる。（知・技(1)オ）
○目的や意図に応じて、感じたことや考えたこと
などから書くことを選ぶことができる。（思・判・表
B(1)ア）

・語感や言葉の使い方に対する感覚を意識し
て、語や語句を使っている。（(1)オ）
・親しみやすい古文を音読するなどして、言葉の
響きやリズムに親しんでいる。（(3)ア）

「書くこと」において、目的や意図に応じて、感じ
たことや考えたことなどから書くことを選んでい
る。（B(1)ア）

積極的に言葉の響きやリズムに親しみ、学習課
題に沿って春らしいものや様子を文章に書こうと
している。

粘り強く登場人物の相互関係や心情を捉え、学
習の見通しをもって印象に残ったことを伝え合お
うとしている。

◎詩を音読することができる。（知・技(1)ケ）
○詩を読んでまとめた感想を共有し、自分の考
えを広げることができる。（思・判・表C(1)カ）

詩を音読している。（(1)ケ） 「読むこと」において、詩を読んでまとめた感想を
共有し、自分の考えを広げている。（C(1)カ）

進んで詩を音読し、学習課題に沿って想像した
ことを伝え合おうとしている。

○言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあ
ることに気づくことができる。（知・技(1)ア）
○文と文との接続の関係、話や文章の構成や展
開について理解することができる。（知・技(1)カ）
○目的や意図に応じて、感じたことや考えたこと
などから書くことを選ぶことができる。（思・判・表
B(1)ア）
○文章全体の構成や展開が明確になっている
かなど、文章に対する感想を伝え合い、自分の
文章のよいところを見つけることができる。（思・
判・表B(1)カ）

・言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあ
ることに気づいている。（(1)ア）
・文と文との接続の関係、話や文章の構成や展
開について理解している。（(1)カ）

・「書くこと」において、目的や意図に応じて、感じ
たことや考えたことなどから書くことを選んでい
る。（B(1)ア）
・「書くこと」において、文章全体の構成や展開が
明確になっているかなど、文章に対する感想を
伝え合い、自分の文章のよいところを見つけて
いる。（B(1)カ）

積極的に文章の構成や展開について理解し、こ
れまでの学習をいかして自分を紹介する文章を
書こうとしている。

◎比喩や反復などの表現の工夫に気づくことが
できる。（知・技(1)ク）
◎登場人物の相互関係や心情などについて、描
写を基に捉えることができる。（思・判・表C(1)イ）
○情報と情報との関係づけのしかた、図などに
よる語句と語句との関係の表し方を理解し使うこ
とができる。（知・技(2)イ）

・比喩や反復などの表現の工夫に気づいてい
る。（(1)ク）
・情報と情報との関係づけのしかた、図などによ
る語句と語句との関係の表し方を理解し使って
いる。（(2)イ）

「読むこと」において、登場人物の相互関係や心
情などについて、描写を基に捉えている。（C(1)
イ）

◎情報と情報との関係づけのしかた、図などに
よる語句と語句との関係の表し方を理解し使うこ
とができる。（知・技(2)イ）
◎話し手の目的や自分が聞こうとする意図に応
じて、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しな
がら、自分の考えをまとめることができる。（思・
判・表A(1)エ）
○話し言葉と書き言葉との違いに気づくことがで
きる。（知・技(1)イ）
○目的や意図に応じて、日常生活の中から話題
を決め、集めた材料を分類したり関係づけたりし
て、伝え合う内容を検討することができる。（思・
判・表A(1)ア）

・話し言葉と書き言葉との違いに気づいている。
（(1)イ）
・情報と情報との関係づけのしかた、図などによ
る語句と語句との関係の表し方を理解し使って
いる。（(2)イ）

・「話すこと・聞くこと」において、目的や意図に応
じて、日常生活の中から話題を決め、集めた材
料を分類したり関係づけたりして、伝え合う内容
を検討している。（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」において、話し手の目的や
自分が聞こうとする意図に応じて、話の内容を捉
え、話し手の考えと比較しながら、自分の考えを
まとめている。（A(1)エ）

粘り強く話し手の目的や自分が聞こうとする意図
に応じて話の内容を捉え、学習の見通しをもって
インタビューをしたり、報告したりしようとしてい
る。

◎原因と結果など情報と情報との関係について
理解することができる。（知・技(2)ア）
◎事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に
押さえ、文章全体の構成を捉えて要旨を把握す
ることができる。（思・判・表C(1)ア）
○文の中での語句の係り方や語順、文と文との
接続の関係、話や文章の構成や展開、話や文
章の種類とその特徴について理解することがで
きる。（知・技(1)カ）
○文章を読んで理解したことに基づいて、自分
の考えをまとめることができる。（思・判・表C(1)
オ）



日常を十七音で

3

漢字の広場①

1

古典の世界（一）

2

【情報】目的に応じて引
用するとき

2

みんなが使いやすいデ
ザイン

8

同じ読み方の漢字

2

夏の夜

1

作家で広げるわたした
ちの読書
モモ

5

かぼちゃのつるが
われは草なり

2

◎親しみやすい古文を音読するなどして、言葉
の響きやリズムに親しむことができる。（知・技(3)
ア）
○語感や言葉の使い方に対する感覚を意識し
て、語や語句を使うことができる。（知・技(1)オ）
○目的や意図に応じて、感じたことや考えたこと
などから書くことを選ぶことができる。（思・判・表
B(1)ア）

・語感や言葉の使い方に対する感覚を意識し
て、語や語句を使っている。（(1)オ）
・親しみやすい古文を音読するなどして、言葉の
響きやリズムに親しんでいる。（(3)ア）

「書くこと」において、目的や意図に応じて、感じ
たことや考えたことなどから書くことを選んでい
る。（B(1)ア）

積極的に言葉の響きやリズムに親しみ、学習課
題に沿って夏らしいものや様子を文章に書こうと
している。

◎日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考え
を広げることに役立つことに気づくことができる。
（知・技(3)オ）
○文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、
自分の考えを広げることができる。（思・判・表
C(1)カ）

日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを
広げることに役立つことに気づいている。（(3)オ）

「読むこと」において、文章を読んでまとめた意見
や感想を共有し、自分の考えを広げている。
（C(1)カ）

積極的に読書に親しみ、学習の見通しをもって
本の魅力を伝え合おうとしている。

◎比喩や反復などの表現の工夫に気づくことが
できる。（知・技(1)ク）
○詩の全体像を具体的に想像したり、表現の効
果を考えたりすることができる。（思・判・表C(1)
エ）

比喩や反復などの表現の工夫に気づいている。
（(1)ク）

「読むこと」において、詩の全体像を具体的に想
像したり、表現の効果を考えたりしている。（C(1)
エ）

進んで比喩や反復などの表現の工夫に気づき、
学習課題に沿って考えたことを伝え合おうとして
いる。

◎引用して、自分の考えが伝わるように書き表し
方を工夫することができる。（思・判・表B(1)エ）
○情報と情報との関係づけのしかたを理解し使
うことができる。（知・技(2)イ）

情報と情報との関係づけのしかたを理解し使っ
ている。（(2)イ）

「書くこと」において、引用して、自分の考えが伝
わるように書き表し方を工夫している。（B(1)エ）

進んで目的に応じた引用のしかたを理解し、学
習課題に沿って引用カードを書こうとしている。

◎目的や意図に応じて、感じたことや考えたこと
などから書くことを選び、集めた材料を分類した
り関係づけたりして、伝えたいことを明確にする
ことができる。(思・判・表B(1)ア）
○情報と情報との関係づけのしかたを理解し使
うことができる。（知・技(2)イ）

情報と情報との関係づけのしかたを理解し使っ
ている。（(2)イ）

「書くこと」において、目的や意図に応じて、感じ
たことや考えたことなどから書くことを選び、集め
た材料を分類したり関係づけたりして、伝えたい
ことを明確にしている。（B(1)ア）

粘り強く目的や意図に応じて集めた材料を分類
したり関係づけたりし、学習の見通しをもって報
告する文章を書こうとしている。

◎第５学年までに配当されている漢字を読むとと
もに、漸次書き、文や文章の中で使うことができ
る。（知・技(1)エ）

第５学年までに配当されている漢字を読むととも
に、漸次書き、文や文章の中で使っている。（(1)
エ）

進んで同じ読み方の漢字の使い分けに関心をも
ち、これまでの学習をいかしてそれらを理解しよ
うとしている。

◎比喩や反復などの表現の工夫に気づくことが
できる。（知・技(1)ク）
◎俳句の構成や書き表し方などに着目して、俳
句を整えることができる。（思・判・表B(1)オ）
○俳句の中で漢字と仮名を適切に使い分けるこ
とができる。（知・技(1)ウ）
〇目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書
いたりするなど、自分の考えが伝わるように書き
表し方を工夫することができる。（思・判・表B(1)
ウ）

・俳句の中で漢字と仮名を適切に使い分けてい
る。（(1)ウ）
・比喩や反復などの表現の工夫に気づいてい
る。（(1)ク）

・「書くこと」において、目的や意図に応じて簡単
に書いたり詳しく書いたりするなど、自分の考え
が伝わるように書き表し方を工夫している。（B(1)
ウ）
・「書くこと」において、俳句の構成や書き表し方
などに着目して、俳句を整えている。（B(1)オ）

粘り強く構成や書き表し方などに着目して文言を
整え、学習の見通しをもって俳句を作ろうとして
いる。

◎第４学年までに配当されている漢字を書き、文
や文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ）
・文章全体の構成や書き表し方などに着目して、
文や文章を整えることができる。（思・判・表B(1)
オ）

第４学年までに配当されている漢字を書き、文や
文章の中で使っている。（(1)エ）

「書くこと」において、文章全体の構成や書き表し
方などに着目して、文や文章を整えている。
（B(1)オ）

進んで第４学年までに配当されている漢字を書
き、これまでの学習をいかして文を書こうとして
いる。

◎親しみやすい古文を音読するなどして、言葉
の響きやリズムに親しむことができる。（知・技(3)
ア）
○古典について解説した文章を読んだり作品の
内容の大体を知ったりすることを通して、昔の人
のものの見方や感じ方を知ることができる。（知・
技(3)イ）

・親しみやすい古文を音読するなどして、言葉の
響きやリズムに親しんでいる。（(3)ア）
・古典について解説した文章を読んだり作品の
内容の大体を知ったりすることを通して、昔の人
のものの見方や感じ方を知っている。（(3)イ）

進んで言葉の響きやリズムに親しみ、学習課題
に沿って古文を音読しようとしている。



どちらを選びますか

2

新聞を読もう

2

文章に説得力をもたせ
るには

2

漢字の広場②

1

たずねびと

6

漢字の広場③

1

方言と共通語

2

秋の夕

1

よりよい学校生活のた
めに
【コラム】意見が対立し
たときには

6

◎共通語と方言との違いを理解することができ
る。（知・技(3)ウ）

共通語と方言との違いを理解している。（(3)ウ） 進んで方言と共通語の違いに関心をもち、学習
課題に沿ってそれらを理解しようとしている。

◎親しみやすい古文を音読するなどして、言葉
の響きやリズムに親しむことができる。（知・技(3)
ア）
○語感や言葉の使い方に対する感覚を意識し
て、語や語句を使うことができる。（知・技(1)オ）
○目的や意図に応じて、感じたことや考えたこと
などから書くことを選ぶことができる。（思・判・表
B(1)ア）

・語感や言葉の使い方に対する感覚を意識し
て、語や語句を使っている。（(1)オ）
・親しみやすい古文を音読するなどして、言葉の
響きやリズムに親しんでいる。（(3)ア）

「書くこと」において、目的や意図に応じて、感じ
たことや考えたことなどから書くことを選んでい
る。（B(1)ア）

積極的に言葉の響きやリズムに親しみ、学習課
題に沿って秋らしいものや様子を文章に書こうと
している。

◎情報と情報との関係づけのしかた、図などに
よる語句と語句との関係の表し方を理解し使うこ
とができる。（知・技(2)イ）
◎目的や意図に応じて、日常生活の中から話題
を決め、集めた材料を分類したり関係づけたりし
て、伝え合う内容を検討することができる。（思・
判・表A(1)ア）
◎互いの立場や意図を明確にしながら計画的に
話し合い、考えを広げたりまとめたりすることが
できる。（思・判・表A(1)オ）
○思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中
で使うことができる。（知・技(1)オ）

・思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中
で使っている。（(1)オ）
・情報と情報との関係づけのしかた、図などによ
る語句と語句との関係の表し方を理解し使って
いる。（(2)イ）

・「話すこと・聞くこと」において、目的や意図に応
じて、日常生活の中から話題を決め、集めた材
料を分類したり関係づけたりして、伝え合う内容
を検討している。（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」において、互いの立場や意
図を明確にしながら計画的に話し合い、考えを
広げたりまとめたりしている。（A(1)オ）

粘り強く互いの立場や意図を明確にしながら、学
習の見通しをもって身の回りの問題を解決する
ために話し合おうとしている。

◎第４学年までに配当されている漢字を書き、文
や文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ）
・文章全体の構成や書き表し方などに着目して、
文や文章を整えることができる。（思・判・表B(1)
オ）

第４学年までに配当されている漢字を書き、文や
文章の中で使っている。（(1)エ）

「書くこと」において、文章全体の構成や書き表し
方などに着目して、文や文章を整えている。
（B(1)オ）

進んで第４学年までに配当されている漢字を書
き、これまでの学習をいかして文を書こうとして
いる。

◎人物像や物語などの全体像を具体的に想像
したり、表現の効果を考えたりすることができる。
（思・判・表C(1)エ）
○比喩や反復などの表現の工夫に気づくことが
できる。（知・技(1)ク）

比喩や反復などの表現の工夫に気づいている。
（知・技(1)ク）

「読むこと」において、人物像や物語などの全体
像を具体的に想像したり、表現の効果を考えた
りしている。（C(1)エ）

粘り強く物語の全体像を具体的に想像し、学習
の見通しをもって考えたことを伝え合おうとして
いる。

◎第４学年までに配当されている漢字を書き、文
や文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ）
・文章全体の構成や書き表し方などに着目して、
文や文章を整えることができる。（思・判・表B(1)
オ）

第４学年までに配当されている漢字を書き、文や
文章の中で使っている。（(1)エ）

「書くこと」において、文章全体の構成や書き表し
方などに着目して、文や文章を整えている。
（B(1)オ）

進んで第４学年までに配当されている漢字を書
き、これまでの学習をいかして文を書こうとして
いる。

◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中
で使うことができる。（知・技(1)オ）
◎互いの立場や意図を明確にしながら計画的に
話し合い、考えを広げたりまとめたりすることが
できる。（思・判・表A(1)オ）

思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中で
使っている。（(1)オ）

「話すこと・聞くこと」において、互いの立場や意
図を明確にしながら計画的に話し合い、考えを
広げたりまとめたりしている。（A(1)オ）

積極的に互いの立場を明確にして、これまでの
学習をいかして立場に分かれて話し合おうとして
いる。

◎目的に応じて、文章と図表などを結び付ける
などして必要な情報を見つけたり、論の進め方
について考えたりすることができる。（思・判・表
C(1)ウ）
○文章の構成や、文章の種類とその特徴につい
て理解することができる。（知・技(1)カ）
○事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に
押さえ、文章全体の構成を捉えて要旨を把握す
ることができる。（思・判・表C(1)ア）

文章の構成や、文章の種類とその特徴について
理解している。（(1)カ）

・「読むこと」において、事実と感想、意見などと
の関係を叙述を基に押さえ、文章全体の構成を
捉えて要旨を把握している。（C(1)ア）
・「読むこと」において、目的に応じて、文章と図
表などを結び付けるなどして必要な情報を見つ
けたり、論の進め方について考えたりしている。
（C(1)ウ）

進んで必要な情報を見つけたり、論の進め方に
ついて考えたりし、学習課題に沿って新聞記事
を読もうとしている。

◎筋道の通った文章となるように、文章全体の
構成や展開を考えることができる。（思・判・表
B(1)イ）
○文の中での語句の係り方や語順、文と文との
接続の関係、話や文章の構成や展開、話や文
章の種類とその特徴について理解することがで
きる。（知・技(1)カ）

文の中での語句の係り方や語順、文と文との接
続の関係、話や文章の構成や展開、話や文章
の種類とその特徴について理解している。（(1)
カ）

「書くこと」において、筋道の通った文章となるよ
うに、文章全体の構成や展開を考えている。
（B(1)イ）

積極的に筋道の通った文章となるように文章全
体の構成や展開を考え、学習の見通しをもって
考えたことを伝え合おうとしている。



浦島太郎――「御伽草
子」より

1

和語・漢語・外来語

2

固有種が教えてくれる
こと
自然環境を守るために
【コラム】統計資料の読
み方 10

カンジー博士の暗号解
読

2

古典の世界（二）

1

漢字の広場④

1

やなせたかし――アン
パンマンの勇気

5

あなたは、どう考える

6

冬の朝

1

◎日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考え
を広げることに役立つことに気づくことができる。
（知・技(3)オ）
◎文章を読んで理解したことに基づいて、自分
の考えをまとめることができる。（思・判・表C(1)
オ）
○登場人物の相互関係や心情などについて、描
写を基に捉えることができる。（思・判・表C(1)イ）

日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを
広げることに役立つことに気づいている。（(3)オ）

・「読むこと」において、登場人物の相互関係や
心情などについて、描写を基に捉えている。
（C(1)イ）
・「読むこと」において、文章を読んで理解したこ
とに基づいて、自分の考えをまとめている。（C(1)
オ）

積極的に文章を読んで理解したことに基づいて
自分の考えをまとめ、学習課題に沿って考えた
ことを交流しようとしている。

◎語感や言葉の使い方に対する感覚を意識し
て、語や語句を使うことができる。（知・技(1)オ）
◎文章全体の構成や展開が明確になっている
かなど、文章に対する感想や意見を伝え合い、
自分の文章のよいところを見つけることができ
る。（思・判・表B(1)カ）
○文章の構成や展開、文章の種類とその特徴
について理解することができる。（知・技(1)カ）
○目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを
区別して書くことで、自分の考えが伝わるように
書き表し方を工夫することができる。（思・判・表
B(1)ウ）

・語感や言葉の使い方に対する感覚を意識し
て、語や語句を使っている。（(1)オ）
・文章の構成や展開、文章の種類とその特徴に
ついて理解している。（(1)カ）

・「書くこと」において、目的や意図に応じて、事
実と感想、意見とを区別して書くことで、自分の
考えが伝わるように書き表し方を工夫している。
（B(1)ウ）
・「書くこと」において、文章全体の構成や展開が
明確になっているかなど、文章に対する感想や
意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見
つけている。（B(1)カ）

積極的に文章に対する感想や意見を伝え合い、
学習の見通しをもって意見文を書こうとしてい
る。

◎親しみやすい古文を音読するなどして、言葉
の響きやリズムに親しむことができる。（知・技(3)
ア）
○語感や言葉の使い方に対する感覚を意識し
て、語や語句を使うことができる。（知・技(1)オ）
○目的や意図に応じて、感じたことや考えたこと
などから書くことを選ぶことができる。（思・判・表
B(1)ア）

・語感や言葉の使い方に対する感覚を意識し
て、語や語句を使っている。（(1)オ）
・親しみやすい古文を音読するなどして、言葉の
響きやリズムに親しんでいる。（(3)ア）

「書くこと」において、目的や意図に応じて、感じ
たことや考えたことなどから書くことを選んでい
る。（B(1)ア）

積極的に言葉の響きやリズムに親しみ、学習の
課題に沿って冬らしいものや様子を文章に書こ
うとしている。

◎第５学年までに配当されている漢字を読むとと
もに、漸次書き、文や文章の中で使うことができ
る。（知・技(1)エ）

第５学年までに配当されている漢字を読むととも
に、漸次書き、文や文章の中で使っている。（(1)
エ）

進んで漢字の読み方に関心をもち、これまでの
学習をいかして漸次書こうとしている。

◎親しみやすい漢文を音読するなどして、言葉
の響きやリズムに親しむことができる。（知・技(3)
ア）
○作品の内容の大体を知ることを通して、昔の
人のものの見方や感じ方を知ることができる。
（知・技(3)イ）

・親しみやすい漢文を音読するなどして、言葉の
響きやリズムに親しんでいる。（(3)ア）
・作品の内容の大体を知ることを通して、昔の人
のものの見方や感じ方を知っている。（(3)イ）

進んで言葉の響きやリズムに親しみ、学習課題
に沿って漢文を音読しようとしている。

◎第４学年までに配当されている漢字を書き、文
や文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ）
・文章全体の構成や書き表し方などに着目して、
文や文章を整えることができる。（思・判・表B(1)
オ）

第４学年までに配当されている漢字を書き、文や
文章の中で使っている。（(1)エ）

「書くこと」において、文章全体の構成や書き表し
方などに着目して、文や文章を整えている。
（B(1)オ）

進んで第４学年までに配当されている漢字を書
き、これまでの学習をいかして文を書こうとして
いる。

◎古典について解説した文章を読んだり作品の
内容の大体を知ったりすることを通して、昔の人
のものの見方や感じ方を知ることができる。（知・
技(3)イ）
○親しみやすい古文の文章を音読するなどし
て、言葉の響きやリズムに親しむことができる。
（知・技(3)ア）
○時間の経過による言葉の変化に気づくことが
できる。（知・技(3)ウ）

・親しみやすい古文の文章を音読するなどして、
言葉の響きやリズムに親しんでいる。（(3)ア）
・古典について解説した文章を読んだり作品の
内容の大体を知ったりすることを通して、昔の人
のものの見方や感じ方を知っている。（(3)イ）
・時間の経過による言葉の変化に気づいてい
る。（(3)ウ）

進んで昔の人のものの見方や感じ方を知り、学
習課題に沿って古典の文章について思ったこと
を話そうとしている。

◎語句の由来などに関心をもつとともに、世代に
よる言葉の違いに気づくことができる。（知・技(3)
ウ）
○語感や言葉の使い方に対する感覚を意識し
て、語や語句を使うことができる。（知・技(1)オ）

・語感や言葉の使い方に対する感覚を意識し
て、語や語句を使っている。（(1)オ）
・語句の由来などに関心をもつとともに、世代に
よる言葉の違いに気づいている。（(3)ウ）

進んで和語・漢語・外来語などの由来に関心を
もち、学習課題に沿ってそれらを理解しようとし
ている。

◎原因と結果など情報と情報との関係について
理解することができる。（知・技(2)ア）
◎引用したり、図表やグラフを用いたりして、自
分の考えが伝わるように書き表し方を工夫する
ことができる。（思・判・表B(1)エ）
◎目的に応じて、文章と図表などを結び付ける
などして必要な情報を見つけたり、論の進め方
について考えたりすることができる。（思・判・表
C(1)ウ）
○日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考え
を広げることに役立つことに気づくことができる。
（知・技(3)オ）
○事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に
押さえ、文章全体の構成を捉えて要旨を把握す
ることができる。（思・判・表C(1)ア）

・原因と結果など情報と情報との関係について
理解している。（(2)ア）
・日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを
広げることに役立つことに気づいている。（(3)オ）

・「書くこと」において、引用したり、図表やグラフ
を用いたりして、自分の考えが伝わるように書き
表し方を工夫している。（B(1)エ）
・「読むこと」において、事実と感想、意見などと
の関係を叙述を基に押さえ、文章全体の構成を
捉えて要旨を把握している。（C(1)ア）
・「読むこと」において、目的に応じて、文章と図
表などを結び付けるなどして必要な情報を見つ
けたり、論の進め方について考えたりしている。
（C(1)ウ）

粘り強く文章と図表などを結び付けて読み、学習
の見通しをもって、読み取った筆者の工夫をい
かして統計資料を用いた意見文を書こうとしてい
る。
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想像力のスイッチを入
れよう

6

複合語
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○言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあ
ることに気づくことができる。（知・技(1)ア）
○語感や言葉の使い方に対する感覚を意識し
て、語や語句を使うことができる。（知・技(1)オ）
○目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書
いたりするなど、自分の考えが伝わるように書き
表し方を工夫することができる。（思・判・表B(1)
ウ）

・言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあ
ることに気づいている。（(1)ア）
・語感や言葉の使い方に対する感覚を意識し
て、語や語句を使っている。（(1)オ）

「書くこと」において、目的や意図に応じて簡単に
書いたり詳しく書いたりするなど、自分の考えが
伝わるように書き表し方を工夫している。（B(1)
ウ）

積極的に語感や言葉の使い方に対する感覚を
意識し、学習課題に沿って手紙を書こうとしてい
る。

◎話や文章の構成や展開、話や文章の種類と
その特徴について理解することができる。（知・
技(1)カ）
◎筋道の通った文章となるように、文章全体の
構成や展開を考えることができる。（思・判・表
B(1)イ）

話や文章の構成や展開、話や文章の種類とそ
の特徴について理解している。（(1)カ）

「書くこと」において、筋道の通った文章となるよ
うに、文章全体の構成や展開を考えている。
（B(1)イ）

粘り強く文章全体の構成や展開を考え、学習の
見通しをもって物語を書こうとしている。

◎話し言葉と書き言葉との違いに気づくことがで
きる。（知・技(1)イ）
◎話の内容が明確になるように、事実と感想、
意見とを区別するなど、話の構成を考えることが
できる。（思・判・表A(1)イ）
○文の中での語句の係り方や語順、文と文との
接続の関係、話や文章の構成や展開、話や文
章の種類とその特徴について理解することがで
きる。（知・技(1)カ）
○資料を活用するなどして、自分の考えが伝わ
るように表現を工夫することができる。（思・判・
表A(1)ウ）

・話し言葉と書き言葉との違いに気づいている。
（(1)イ）
・文の中での語句の係り方や語順、文と文との
接続の関係、話や文章の構成や展開、話や文
章の種類とその特徴について理解している。（(1)
カ）

・「話すこと・聞くこと」において、話の内容が明確
になるように、事実と感想、意見とを区別するな
ど、話の構成を考えている。（A(1)イ）
・「話すこと・聞くこと」において、資料を活用する
などして、自分の考えが伝わるように表現を工夫
している。（A(1)ウ）

粘り強く話の構成を考え、学習の見通しをもって
提案するスピーチをしようとしている。

◎第４学年までに配当されている漢字を書き、文
や文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ）
・文章全体の構成や書き表し方などに着目して、
文や文章を整えることができる。（思・判・表B(1)
オ）

第４学年までに配当されている漢字を書き、文や
文章の中で使っている。（(1)エ）

「書くこと」において、文章全体の構成や書き表し
方などに着目して、文や文章を整えている。
（B(1)オ）

進んで第４学年までに配当されている漢字を書
き、これまでの学習をいかして文を書こうとして
いる。

◎文章を読んで理解したことに基づいて、自分
の考えをまとめることができる。（思・判・表C(1)
オ）
○文章の構成や展開、文章の種類とその特徴
について理解することができる。（知・技(1)カ）
○文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、
自分の考えを広げることができる。（思・判・表
C(1)カ）

文章の構成や展開、文章の種類とその特徴につ
いて理解している。（(1)カ）

・「読むこと」において、文章を読んで理解したこ
とに基づいて、自分の考えをまとめている。（C(1)
オ）
・「読むこと」において、文章を読んでまとめた意
見や感想を共有し、自分の考えを広げている。
（C(1)カ）

積極的に文章を読んで理解したことに基づいて
自分の考えをまとめ、学習の見通しをもってメ
ディアとの関わり方について話し合おうとしてい
る。

◎語句の構成や変化について理解し、語彙を豊
かにすることができる。（知・技(1)オ）

語句の構成や変化について理解し、語彙を豊か
にしている。（(1)オ）

進んで複合語の構成や変化について関心をも
ち、学習課題に沿ってそれらを理解しようとして
いる。

○比喩や反復などの表現の工夫に気づくことが
できる。（知・技(1)ク）
○目的や意図に応じて、感じたことや考えたこと
などから書くことを選ぶことができる。（思・判・表
B(1)ア）
○文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、
自分の考えを広げることができる。（思・判・表
C(1)カ）

比喩や反復などの表現の工夫に気づいている。
（(1)ク）

・「書くこと」において、目的や意図に応じて、感じ
たことや考えたことなどから書くことを選んでい
る。（B(1)ア）
・「読むこと」において、文章を読んでまとめた意
見や感想を共有し、自分の考えを広げている。
（C(1)カ）

積極的に詩を読んでまとめた感想を共有し、学
習課題に沿って詩を紹介しようとしている。

◎目的や意図に応じて事実と感想とを区別して
書くなど、自分の考えが伝わるように書き表し方
を工夫することができる。（思・判・表B(1)ウ）
○比喩や反復などの表現の工夫に気づくことが
できる。（知・技(1)ク）

比喩や反復などの表現の工夫に気づいている。
（(1)ク）

「書くこと」において、目的や意図に応じて事実と
感想とを区別して書くなど、自分の考えが伝わる
ように書き表し方を工夫している。（B(1)ウ）

粘り強く自分の考えが伝わるように書き表し方を
工夫し、学習課題に沿って情景が伝わるように
書こうとしている。

◎第５学年までに配当されている漢字を読むこ
とができる。（知・技(1)エ）

第５学年までに配当されている漢字を読んでい
る。（(1)エ）

進んで熟語の読み方に関心をもち、学習課題に
沿ってそれらを理解しようとしている。
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漢字の広場⑥
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五年生をふり返って

1

教科 学年

質問に答えるかたちで
自分のことを話そう
自分との対話

2

楽しく声に出して読もう
風景　純銀もざいく

1

一　情景描写に着目し
て感想を話し合おう
あの坂をのぼれば

2

図に表して整理しよう
考えを図や表に

3

言葉の文化①
春はあけぼの

4

■目的や意図に応じて、考えや意見を図に書き
出して、関係づけたり比較したりすることができ
る。

◎情報と情報との関係付けの仕方、図などによ
る語句と語句との関係の表し方を理解し使って
いる。(⑵イ)

◎「書くこと」において、目的や意図に応じて、感
じたことや考えたことなどから書くことを選び、集
めた材料を分類したり関係付けたりして、伝えた
いことを明確にしている。(B⑴ア)

・粘り強く伝えたいことを明確にしようとし、学習
の見通しをもって考えや意見を図に書いてまと
めようとしている。

△『枕草子』の文章にふれ、リズムや響きを味わ
いながら音読し、『枕草子』ふうの文章を書く。

◎親しみやすい古文や漢文、近代以降の文語
調の文章を音読するなどして、言葉の響きやリ
ズムに親しんでいる。(⑶ア)

○「書くこと」において、文章全体の構成や展開
が明確になっているかなど、文章に対する感想
や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを
見付けている。(B⑴カ)
○「読むこと」において、文章を読んでまとめた意
見や感想を共有し、自分の考えを広げている。
（C(1)イ）

・すすんで語感や言葉の使い方に対する感覚を
意識し、学習の見通しをもって『枕草子』ふうの
文章を書こうとしている。

◇自分のことを客観的に捉えて話す。 ◎言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあ
ることに気付いている。(⑴ア)

◎「話すこと・聞くこと」において、目的や意図に
応じて、日常生活の中から話題を決め、集めた
材料を分類したり関係付けたりして、伝え合う内
容を検討している。(A⑴ア)

・積極的に自分のことを客観的に捉え、今までの
学習を生かして質問について考えようとしてい
る。

□繰り返しの響きや意味に気をつけて音読し、
言葉の意味を考える。

◎比喩や反復などの表現の工夫に気付いてい
る。(⑴ク)
◎文章を音読したり朗読したりしている。(⑴ケ)

◎「読むこと」において、人物像や物語などの全
体像を具体的に想像したり、表現の効果を考え
たりしている。(C⑴エ)

・すすんで言葉の意味を考え、繰り返しの響きや
意味に気をつけて音読しようとしている。

□情景描写に着目して登場人物の心情の変化
を想像し、物語の読みを深める。

◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中
で使うとともに、語句と語句との関係、語句の構
成や変化について理解し、語彙を豊かにしてい
る。また、語感や言葉の使い方に対する感覚を
意識して、語や語句を使っている。(⑴オ)
○文の中での語句の係り方や語順、文と文との
接続の関係、話や文章の構成や展開、話や文
章の種類とその特徴について理解している。(⑴
カ)

◎「読むこと」において、登場人物の相互関係や
心情などについて、描写を基に捉えている。(C⑴
イ)
○「読むこと」において、人物像や物語などの全
体像を具体的に想像したり、表現の効果を考え
たりしている。(C⑴エ)

・すすんで情景描写に着目して読み、学習の見
通しをもって感想を話し合おうとしている。

◎文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、
自分の考えを広げることができる。（思・判・表
C(1)カ）
○比喩や反復などの表現の工夫に気づくことが
できる。（知・技(1)ク）
○文章を音読したり朗読したりすることができ
る。（知・技(1)ケ）
○人物像や物語などの全体像を具体的に想像
したり、表現の効果を考えたりすることができる。
（思・判・表C(1)エ）

・比喩や反復などの表現の工夫に気づいてい
る。（(1)ク）
・文章を音読したり朗読したりしている。（(1)ケ）

・「読むこと」において、人物像や物語などの全体
像を具体的に想像したり、表現の効果を考えた
りしている。（C(1)エ）
・「読むこと」において、文章を読んでまとめた意
見や感想を共有し、自分の考えを広げている。
（C(1)カ）

・「読むこと」において、人物像や物語などの全体
像を具体的に想像したり、表現の効果を考えた
りしている。（C(1)エ）
・「読むこと」において、文章を読んでまとめた意
見や感想を共有し、自分の考えを広げている。
（C(1)カ）

◎第４学年までに配当されている漢字を書き、文
や文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ）
・文章全体の構成や書き表し方などに着目して、
文や文章を整えることができる。（思・判・表B(1)
オ）

第４学年までに配当されている漢字を書き、文や
文章の中で使っている。（(1)エ）

「書くこと」において、文章全体の構成や書き表し
方などに着目して、文や文章を整えている。
（B(1)オ）

進んで第４学年までに配当されている漢字を書
き、これまでの学習をいかして文を書こうとして
いる。

○言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあ
ることに気づくことができる。（知・技(1)ア）
○目的や意図に応じて、感じたことや考えたこと
などから書くことを選ぶことができる。（思・判・表
B(1)ア）

言葉には、相手とのつながりをつくる働きがある
ことに気づいている。（(1)ア）

たことや考えたことなどから書くことを選んでい
る。（B(1)ア）

進んで考えたことなどから書くことを選び、学習
課題に沿って１年間の振り返りを書こうとしてい
る。

第6学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

国語



言葉の広場①
主語と述語の対応をか
くにんしよう

2

漢字の広場①
三字以上の熟語の構
成

1

五年生で学んだ漢字①

1

二　文章と資料をあわ
せて読み、筆者の考え
をとらえよう
アイスは暑いほどおい
しい?──グラフの読み
取り

1

二　文章と資料をあわ
せて読み、筆者の考え
をとらえよう
雪は新しいエネルギー
──未来へつなぐエネ
ルギー社会

6

三　立場を明確にして
主張しよう
パネルディスカッション
──地域の防災

6

三 立場を明確にして主
張しよう
みんなで作ろうパンフ
レット

4

言葉の文化②
雨

1

言葉の広場②
世代による言葉のちが
い

2

△「雨」を扱った言語表現を集め、日本語の豊か
さに気づく。

◎語句の由来などに関心をもつとともに、時間
の経過による言葉の変化や世代による言葉の
違いに気付き、共通語と方言との違いを理解し
ている。また、仮名及び漢字の由来、特質などに
ついて理解している。(⑶ウ)

○「書くこと」において、目的や意図に応じて、感
じたことや考えたことなどから書くことを選び、集
めた材料を分類したり関係付けたりして、伝えた
いことを明確にしている。(B⑴ア)

・粘り強く「雨」を扱った言語表現を集め、学習の
見通しをもって「言葉ノート」を作ろうとしている。

△世代による言葉遣いのちがいについて理解
し、相手や場面に応じて適切な言葉を選んで使
うことができるようにする。

◎語句の由来などに関心をもつとともに、時間
の経過による言葉の変化や世代による言葉の
違いに気付き、共通語と方言との違いを理解し
ている。また、仮名及び漢字の由来、特質などに
ついて理解している。(⑶ウ)

○「話すこと・聞くこと」において、互いの立場や
意図を明確にしながら計画的に話し合い、考え
を広げたりまとめたりしている。(A⑴オ)

・積極的に世代による言葉遣いの違いについて
理解し、学習課題にそって相手や場面に応じて
適切な言葉を選んで使おうとしている。

□雪エネルギーの利用に対する筆者の主張と
取り上げた事例の関係について、文章と資料を
合わせながら読み、筆者の説明の仕方について
考えをまとめる。

◎情報と情報との関係付けの仕方、図などによ
る語句と語句との関係の表し方を理解し使って
いる。(⑵イ)

○「書くこと」において、目的や意図に応じて簡単
に書いたり詳しく書いたりするとともに、事実と感
想、意見とを区別して書いたりするなど、自分の
考えが伝わるように書き表し方を工夫している。
(Ｂ⑴ウ)
○「読むこと」において、事実と感想、意見などと
の関係を叙述を基に押さえ、文章全体の構成を
捉えて要旨を把握している。(C⑴ア)
◎「読むこと」において、目的に応じて、文章と図
表などを結び付けるなどして必要な情報を見付
けたり、論の進め方について考えたりしている。
(C⑴ウ)

・今までの学習を生かして、筆者の主張と取り上
げた事例の関係について、文章と資料を合わせ
ながら粘り強く読み、筆者の説明の仕方につい
て考えをまとめようとしている。

◇意見の違いを大事にしながら話し合い、考え
を深める。

◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中
で使うとともに、語句と語句との関係、語句の構
成や変化について理解し、語彙を豊かにしてい
る。また、語感や言葉の使い方に対する感覚を
意識して、語や語句を使っている。(⑴オ)

◎「話すこと・聞くこと」において、互いの立場や
意図を明確にしながら計画的に話し合い、考え
を広げたりまとめたりしている。(A⑴オ)

・意見の違いを大事にしながら粘り強く話し合
い、学習の見通しをもって考えを深めようとして
いる。

■相手や目的に応じて内容や構成を考え、パン
フレットを作る。

◎情報と情報との関係付けの仕方、図などによ
る語句と語句との関係の表し方を理解し使って
いる。(⑵イ)

◎「書くこと」において、目的や意図に応じて簡単
に書いたり詳しく書いたりするとともに、事実と感
想、意見とを区別して書いたりするなど、自分の
考えが伝わるように書き表し方を工夫している。
(B⑴ウ)

・積極的に相手や目的に応じて内容や構成を考
え、学習課題にそってパンフレットを作ろうとして
いる。

△三字以上の熟語の構成について理解を深め、
由来に関心をもつ。

◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中
で使うとともに、語句と語句との関係、語句の構
成や変化について理解し、語彙を豊かにしてい
る。また、語感や言葉の使い方に対する感覚を
意識して、語や語句を使っている。(⑴オ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されている
漢字を文や文章の中で使い、学習の見通しを
もって熟語の由来に関心をもち調べようとしてい
る。

△絵を見て想像したことをもとに、５年生で学ん
だ漢字などを使って文を作り、書く。

◎第５学年及び第６学年の各学年においては、
学年別漢字配当表の当該学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、当該学年の前
の学年までに配当されている漢字を書き、文や
文章の中で使うとともに、当該学年に配当されて
いる漢字を漸次書き、文や文章の中で使ってい
る。(⑴エ)

○「書くこと」において、筋道の通った文章となる
ように、文章全体の構成や展開を考えている。(B
⑴イ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されている
漢字を使い、学習課題にそって、教科書の絵を
説明する文を書こうとしている。

□グラフについての説明を生かしてグラフを読
み取り、全体の傾向や変化について説明する。

◎情報と情報との関係付けの仕方、図などによ
る語句と語句との関係の表し方を理解し使って
いる。(⑵イ)

◎「読むこと」において、事実と感想、意見などと
の関係を叙述を基に押さえ、文章全体の構成を
捉えて要旨を把握している。(C⑴ア)

・すすんでグラフの意味や構成要素を理解しよう
とし、これまでの経験を生かし、どのような傾向
や変化が読み取れるか、考えようとしている。

△主語と述語の対応を確認して、文のねじれに
気づき、正しく直す。

◎文の中での語句の係り方や語順、文と文との
接続の関係、話や文章の構成や展開、話や文
章の種類とその特徴について理解している。(⑴
カ)

・積極的に主語と述語の対応について理解し、
今までの学習を生かして、文のねじれに気づき、
正しく直そうとしている。



漢字の広場②
複数の意味をもつ漢字

1

五年生で学んだ漢字②

1

四　表現が読み手にあ
たえる効果について考
えよう
川とノリオ

7

読書の広場①
地域の施設を活用しよ
う

1

読書の広場②
ひろがる読書の世界

1

相手の思いを考えなが
ら聞こう
聞かせて！　「とってお
き」の話

2

詩を読もう
イナゴ

1

言葉の文化③
「知恵の言葉」を集めよ
う

1

五 てんかいを工夫して
物語を書こう
あなたは作家

5

■写真から想像を広げ、展開を考えて物語を作
る。

◎文の中での語句の係り方や語順、文と文との
接続の関係、話や文章の構成や展開、話や文
章の種類とその特徴について理解している。(⑴
カ)

◎「書くこと」において、筋道の通った文章となる
ように、文章全体の構成や展開を考えている。(B
⑴イ)

・積極的に物語のつくりの特徴について理解し、
学習課題にそって写真から想像を広げ、展開を
考えて物語を作ろうとしている。

◇話し手の意図を考慮しながら聞き、自分の意
見と比べて考えをまとめる。

◎言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあ
ることに気付いている。(⑴ア)

◎「話すこと・聞くこと」において、話し手の目的
や自分が聞こうとする意図に応じて、話の内容を
捉え、話し手の考えと比較しながら、自分の考え
をまとめている。(A⑴エ)

・積極的に話し手の意図を考慮し、今までの学
習を生かして自分の意見と比べて考えをまとめ
ようとしている。

□凝縮された言葉の美しさや豊かさを味わいな
がら、詩の世界を楽しむ。

◎比喩や反復などの表現の工夫に気付いてい
る。(⑴ク)
◎文章を音読したり朗読したりしている。(⑴ケ)

◎「読むこと」において、人物像や物語などの全
体像を具体的に想像したり、表現の効果を考え
たりしている。(C⑴エ)

・積極的に言葉の広がりを味わい、学習課題に
そって詩の世界を楽しもうとしている。

△昔から広く継承されてきた「知恵の言葉」を知
ることによって, 言語文化の奥深さに気がつくとと
もに, 自らの体験をもとに新たな「知恵の言葉」を
創作する。

◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中
で使うとともに、語句と語句との関係、語句の構
成や変化について理解し、語彙を豊かにしてい
る。また、語感や言葉の使い方に対する感覚を
意識して、語や語句を使っている。(⑴オ)

○「書くこと」において、目的や意図に応じて、感
じたことや考えたことなどから書くことを選び、集
めた材料を分類したり関係付けたりして、伝えた
いことを明確にしている。(B⑴ア)

・すすんで語感や言葉の使い方に対する感覚を
意識し、学習の見通しをもって自分の「知恵の言
葉」を作ろうとしている。

△絵を見て想像したことをもとに、５年生で学ん
だ漢字などを使って文を作り、書く。

◎第５学年及び第６学年の各学年においては、
学年別漢字配当表の当該学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、当該学年の前
の学年までに配当されている漢字を書き、文や
文章の中で使うとともに、当該学年に配当されて
いる漢字を漸次書き、文や文章の中で使ってい
る。(⑴エ)

○「書くこと」において、筋道の通った文章となる
ように、文章全体の構成や展開を考えている。(B
⑴イ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されている
漢字を使い、学習課題にそって、教科書の絵を
説明する文を書こうとしている。

□優れた表現を味わいながら、人物の心情を読
み、優れた表現についての感想を話し合う。

◎比喩や反復などの表現の工夫に気付いてい
る。(⑴ク)
◎文章を音読したり朗読したりしている。(⑴ケ)

○「読むこと」において、登場人物の相互関係や
心情などについて、描写を基に捉えている。(C⑴
イ)
◎「読むこと」において、人物像や物語などの全
体像を具体的に想像したり、表現の効果を考え
たりしている。(C⑴エ)
○「読むこと」において、文章を読んで理解したこ
とに基づいて、自分の考えをまとめている。(C⑴
オ)
○「読むこと」において、文章を読んでまとめた意
見や感想を共有し、自分の考えを広げている。
(C⑴カ)

・すすんで優れた表現を味わいながら、人物の
心情を読み、学習の見通しをもって優れた表現
についての感想を話し合おうとしている。

△特別な一冊を紹介したり、伝記の人物から学
んだことを漢字で表したりする活動をとおして、
日常的に読書に親しむ。

◎日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考え
を広げることに役立つことに気付いている。(⑶
オ)

○「読むこと」において、文章を読んでまとめた意
見や感想を共有し、自分の考えを広げている。
(C⑴カ)

・読書生活を振り返り、「特別な一さつ」を紹介し
合ったり、これからの読書生活を考えたりしてい
る。

△身のまわりに情報を集めることのできる施設
があることを知る。

◎情報と情報との関係付けの仕方、図などによ
る語句と語句との関係の表し方を理解し使って
いる。(⑵イ)

○「読むこと」において、目的に応じて、文章と図
表などを結び付けるなどして必要な情報を見付
けたり、論の進め方について考えたりしている。
(C⑴ウ)

・地域の施設について調べ、情報収集のための
活用方法を考えている。

△複数の意味をもつ漢字が構成する熟語の意
味に関心をもつ。

◎語句の由来などに関心をもつとともに、時間
の経過による言葉の変化や世代による言葉の
違いに気付き、共通語と方言との違いを理解し
ている。また、仮名及び漢字の由来、特質などに
ついて理解している。(⑶ウ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されている
漢字を文や文章の中で使い、学習の見通しを
もって複数の意味をもつ漢字が構成する熟語の
意味を考えようとしている。



言葉の広場③
なぜ、わかり合えなかっ
たのかな？

3

漢字の広場③
熟語の使い分け

1

五年生で学んだ漢字③

1

国語の学習　つながる
ひろがる

1

一　ファンタジーを読
み、自分の考えをまと
めよう
きつねの窓

8

言葉の文化④
言葉は時代とともに

4

二 説得力のある文章を
書こう
十二歳の主張

6

漢字の広場④
音を表す部分

1

五年生で学んだ漢字④

1

△形声文字について、音と意味、成り立ちも含め
て理解する。

◎語句の由来などに関心をもつとともに、時間
の経過による言葉の変化や世代による言葉の
違いに気付き、共通語と方言との違いを理解し
ている。また、仮名及び漢字の由来、特質などに
ついて理解している。(⑶ウ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されている
漢字を文や文章の中で使い、学習の見通しを
もって形声文字について、音と意味、成り立ちも
含めて理解しようとしている。

△絵を見て想像したことをもとに、５年生で学ん
だ漢字などを使って文を作り、書く。

◎第５学年及び第６学年の各学年においては、
学年別漢字配当表の当該学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、当該学年の前
の学年までに配当されている漢字を書き、文や
文章の中で使うとともに、当該学年に配当されて
いる漢字を漸次書き、文や文章の中で使ってい
る。(⑴エ)

○「書くこと」において、目的や意図に応じて簡単
に書いたり詳しく書いたりするとともに、事実と感
想、意見とを区別して書いたりするなど、自分の
考えが伝わるように書き表し方を工夫している。
(B⑴ウ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されている
漢字を使い、学習課題にそって、教科書の絵を
説明する文を書こうとしている。

□登場人物の心情の変化を考えながら読み、想
像したことを書く。

◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中
で使うとともに、語句と語句との関係、語句の構
成や変化について理解し、語彙を豊かにしてい
る。また、語感や言葉の使い方に対する感覚を
意識して、語や語句を使っている。(⑴オ)

◎「読むこと」において、人物像や物語などの全
体像を具体的に想像したり、表現の効果を考え
たりしている。(C⑴エ)
◎「読むこと」において、文章を読んで理解したこ
とに基づいて、自分の考えをまとめている。(C⑴
オ)

・すすんで登場人物の心情の変化を考え、学習
の見通しをもって想像したことを書こうとしてい
る。

△言葉がその時代の人々とともに変化してきた
ことを知り、自分の考えをまとめる。

◎古典について解説した文章を読んだり作品の
内容の大体を知ったりすることを通して、昔の人
のものの見方や感じ方を知っている。(⑶イ)

○「書くこと」において、文章全体の構成や展開
が明確になっているかなど、文章に対する感想
や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを
見付けている。(B⑴カ)

・積極的に言葉がその時代の人々とともに変化
してきたことを理解し、学習課題にそって自分の
考えをまとめようとしている。

■理由や根拠を示して、説得力のある意見文を
書く。

◎文の中での語句の係り方や語順、文と文との
接続の関係、話や文章の構成や展開、話や文
章の種類とその特徴について理解している。(⑴
カ)

◎「書くこと」において、引用したり、図表やグラフ
などを用いたりして、自分の考えが伝わるように
書き表し方を工夫している。(B⑴エ)
◎「書くこと」において、文章全体の構成や書き
表し方などに着目して、文や文章を整えている。
(B⑴オ)

・積極的に情報と情報との関係付けの仕方、図
などによる語句と語句との関係の表し方を理解
し、学習課題にそって理由や根拠を示して、説得
力のある意見文を書こうとしている。

△絵を見て想像したことをもとに、５年生で学ん
だ漢字などを使って文を作り、書く。

◎第５学年及び第６学年の各学年においては、
学年別漢字配当表の当該学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、当該学年の前
の学年までに配当されている漢字を書き、文や
文章の中で使うとともに、当該学年に配当されて
いる漢字を漸次書き、文や文章の中で使ってい
る。(⑴エ)

○「書くこと」において、文章全体の構成や書き
表し方などに着目して、文や文章を整えている。
(B⑴オ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されている
漢字を使い、学習課題にそって、教科書の絵を
説明する文を書こうとしている。

◇半年間の国語学習を振り返ったり、これから
の学習について考えたりして、計画的に学習で
きるようにする。

〇話の構成や展開、話の種類とその特徴につい
て理解している。((1)カ)

◎「話すこと・聞くこと」において、目的や意図に
応じて、日常生活の中から話題を決め、集めた
材料を分類したり関係付けたりして、伝え合う内
容を検討している。(Ａ(1)ア)
〇「書くこと」において、目的や意図に応じて、感
じたことや考えたことなどから書くことを選び、集
めた材料を分類したり関係付けたりして、伝えた
いことを明確にしている。(Ｂ(1)ア)

・積極的に上巻の教科書での国語学習を振り
返ったり、これからの学習について考えたりし
て、今までの学習を生かして計画的に学習しよう
としている。

△伝え方次第で相手に自分の考えが伝わらな
いことを理解し、自分の考えを適切に伝える。

◎言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあ
ることに気付いている。(⑴ア)

○「話すこと・聞くこと」において、話し手の目的
や自分が聞こうとする意図に応じて、話の内容を
捉え、話し手の考えと比較しながら、自分の考え
をまとめている。(A⑴エ)

・すすんで、言葉には伝え方次第で相手に自分
の考えがうまく伝わらないことに気づき、見通し
をもって、自分の考えを適切に伝えようとしてい
る。

△意味のよく似た熟語の使い方の違いを理解
し、使い分ける。

◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中
で使うとともに、語句と語句との関係、語句の構
成や変化について理解し、語彙を豊かにしてい
る。また、語感や言葉の使い方に対する感覚を
意識して、語や語句を使っている。(⑴オ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されている
漢字を文や文章の中で使い、学習の見通しを
もって、意味のよく似た熟語の使い方の違いを
理解し、使い分けようとしている。



三　自分の経験と重ね
て読み、考えを広げよう
あなたはどう感じる？

1

三　自分の経験と重ね
て読み、考えを広げよう
ぼくの世界、君の世界

7

三　自分の経験と重ね
て読み、考えを広げよう
「うれしさ」って何？――
哲学対話をしよう

4

読書の広場③
「読書タイムライン」を
作って交流しよう

3

言葉の広場④
その場にふさわしい言
い方

2

詩を読もう
紙風船

1

四 筆者の書き方の工
夫を見つけよう
「迷う」

3

五 伝えたいことを明確
にして書こう
六年間の思い出をつづ
ろう──卒業文集

5

言葉と私たち

2

■事実や経験をもとに、感じたり考えたりしたこと
や自分にとっての意味について考えたことを文
章に書く。

◎比喩や反復などの表現の工夫に気付いてい
る。(⑴ク)

◎「書くこと」において、目的や意図に応じて、感
じたことや考えたことなどから書くことを選び、集
めた材料を分類したり関係付けたりして、伝えた
いことを明確にしている。(B⑴ア)

・自分のこれまでの小学校生活を振り返り、心に
残っている事柄と自分にとっての意味を考えな
がら、読み手に伝わる文章を書こうとしている。

◇■言葉に対する自分の考えを書き、言葉への
関心をもつ。

◎話し言葉と書き言葉との違いに気付いてい
る。(⑴イ)

◎「話すこと・聞くこと」において、話の内容が明
確になるように、事実と感想、意見とを区別する
など、話の構成を考えている。(A⑴イ)
◎「書くこと」において、目的や意図に応じて、感
じたことや考えたことなどから書くことを選び、集
めた材料を分類したり関係付けたりして、伝えた
いことを明確にしている。(B⑴ア)

・すすんで言葉に対する自分の考えをもち、友達
と交流したり書いたりすることをとおして、言葉へ
の関心を広げようとしている。

△話す相手や場面に応じて、敬意を表す言い方
を適切に使い分ける。

◎日常よく使われる敬語を理解し使い慣れてい
る。(⑴キ)

・積極的に語感や言葉の使い方に対する感覚を
意識し、学習課題にそって敬意を表す言い方を
適切に使い分けようとしている。

□詩を朗読して表現の効果について考え、人物
像を具体的に想像する。

◎比喩や反復などの表現の工夫に気付いてい
る。(⑴ク)
◎文章を音読したり朗読したりしている。(⑴ケ)

◎「読むこと」において、人物像や物語などの全
体像を具体的に想像したり、表現の効果を考え
たりしている。(C⑴エ)

・すすんで言葉からイメージを膨らませ、詩の世
界を味わおうとしている。

□筆者のものの見方や感じ方などに触れるとと
もに、随筆の文章の特徴を捉える。

◎文の中での語句の係り方や語順、文と文との
接続の関係、話や文章の構成や展開、話や文
章の種類とその特徴について理解している。(⑴
カ)

◎「読むこと」において、文章を読んで理解したこ
とに基づいて、自分の考えをまとめている。(C⑴
オ)
◎「読むこと」において、文章を読んでまとめた意
見や感想を共有し、自分の考えを広げている。
(C⑴カ)

・今までの学習を生かして、積極的に文章の特
徴について理解するとともに、筆者のものの見
方や感じ方などに触れ、随筆に親しもうとしてい
る。

□筆者の考えに気をつけながら、文章の要旨を
捉え、「心の世界」について考える。

◎原因と結果など情報と情報との関係について
理解している。(⑵ア)

○「書くこと」において、目的や意図に応じて簡単
に書いたり詳しく書いたりしているとともに、事実
と感想、意見とを区別して書いたりしているなど、
自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫し
ている。(B⑴ウ)
◎「読むこと」において、文章を読んで理解したこ
とに基づいて、自分の考えをまとめている。(C⑴
オ)
◎「読むこと」において、文章を読んでまとめた意
見や感想を共有し、自分の考えを広げている。
(C⑴カ)

・学習の見通しをもって、筆者の考えに気をつけ
ながら文章の要旨を捉えるとともに、自分の経
験をふり返りながら「心の世界」について考えよう
としている。

◇お互いの考えや意見を関連づけて述べ合い、
共通点や相違点をもとに分類する。

◎原因と結果など情報と情報との関係について
理解している。(⑵ア)

◎「話すこと・聞くこと」において、話し手の目的
や自分が聞こうとする意図に応じて、話の内容を
捉え、話し手の考えと比較しながら、自分の考え
をまとめている。(A⑴エ)
○「話すこと・聞くこと」において、互いの立場や
意図を明確にしながら計画的に話し合い、考え
を広げたりまとめたりしている。(A⑴オ)
○「書くこと」において、目的や意図に応じて簡単
に書いたり詳しく書いたりするとともに、事実と感
想、意見とを区別して書いたりするなど、自分の
考えが伝わるように書き表し方を工夫している。
(B⑴ウ)

・積極的にお互いの考えや意見を関連づけて述
べ合い、今までの学習を生かして共通点や相違
点をもとに分類しようとしている。

△読書タイムラインを作成することをとおして、今
までの読書を振り返り、日常的に読書に親しむ。

◎日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考え
を広げることに役立つことに気付いている。(⑶
オ)

◎「読むこと」において、文章を読んでまとめた意
見や感想を共有し、自分の考えを広げている。
(C⑴カ)

・見通しをもって「読書タイムライン」を作成し、読
書履歴などを振り返りながら、粘り強く自分が
作った本について考えようとしている。

□友達と自分の感じ方の違いについて考える。 ◎原因と結果など情報と情報との関係について
理解している。(⑵ア)

◎「読むこと」において、文章を読んで理解したこ
とに基づいて、自分の考えをまとめている。(C⑴
オ)

・すすんで友達と自分の感じ方の違いについて
考えようとし、見通しをもって、『ぼくの世界、君の
世界』の学習に生かそうとしている。



漢字の広場⑤
同じ訓をもつ漢字

1

五年生で学んだ漢字⑤

1

六　伝記を読んで、生き
方について自分の考え
をまとめよう
津田梅子――未来をき
りひらく「人」への思い 11

言葉の広場⑤
日本語の文字

2

漢字の広場⑥
さまざまな読み方／特
別な読み方の言葉

1

ひろがる言葉
出会った言葉をふり返
ろう

3

△同形異語や熟字訓、同字異訓についての理
解を深め、言葉の使い方に関心をもつ。

◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中
で使うとともに、語句と語句との関係、語句の構
成や変化について理解し、語彙を豊かにしてい
る。また、語感や言葉の使い方に対する感覚を
意識して、語や語句を使っている。(⑴オ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されている
漢字を文や文章の中で使い、学習の見通しを
もって同形異語や熟字訓、同字異訓についての
理解を深め、言葉の使い方に関心をもとうとして
いる。

■卒業を前に六年間の言葉の学びを振り返り成
長を自覚するとともに、中学校での新しい言葉と
の出会いの希望をもつ。

〇「話すこと・聞くこと」において、目的や意図に
応じて、日常生活の中から話題を決め、集めた
材料を分類したり関係付けたりして、伝え合う内
容を検討している。(A⑴ア)
◎「書くこと」において、目的や意図に応じて簡単
に書いたり詳しく書いたりするとともに、事実と感
想、意見とを区別して書いたりするなど、自分の
考えが伝わるように書き表し方を工夫している。
(B⑴ウ)
◎「書くこと」において、文章全体の構成や展開
が明確になっているかなど、文章に対する感想
や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを
見付けている。(B⑴カ)

・積極的に六年間の言葉の学びを振り返り、成
長を自覚するとともに、中学校での新しい言葉と
の出会いの希望をもとうとしている。

△絵を見て想像したことをもとに、５年生で学ん
だ漢字などを使って文を作り、書く。

◎第５学年及び第６学年の各学年においては、
学年別漢字配当表の当該学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、当該学年の前
の学年までに配当されている漢字を書き、文や
文章の中で使うとともに、当該学年に配当されて
いる漢字を漸次書き、文や文章の中で使ってい
る。(⑴エ)

○「書くこと」において、目的や意図に応じて簡単
に書いたり詳しく書いたりするとともに、事実と感
想、意見とを区別して書いたりするなど、自分の
考えが伝わるように書き表し方を工夫している。
(B⑴ウ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されている
漢字を使い、学習課題にそって、教科書の絵を
説明する文を書こうとしている。

□伝記を読んで、登場人物の生き方をもとに、
自分の未来について考える。

◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中
で使うとともに、語句と語句との関係、語句の構
成や変化について理解し、語彙を豊かにしてい
る。また、語感や言葉の使い方に対する感覚を
意識して、語や語句を使っている。(⑴オ)

◎「読むこと」において、文章を読んで理解したこ
とに基づいて、自分の考えをまとめている。(C⑴
オ)
◎「読むこと」において、文章を読んでまとめた意
見や感想を共有し、自分の考えを広げている。
(C⑴カ)

・学習課題にそって津田梅子の生き方を考えた
後、自分のこれまでに出会った人やもの・ことと
のつながりを思い出し、積極的に自分の考えを
まとめようとしている。

△日本語の文字の由来や特徴に関心をもち、適
切に使い分けることができる。

◎語句の由来などに関心をもつとともに、時間
の経過による言葉の変化や世代による言葉の
違いに気付き、共通語と方言との違いを理解し
ている。また、仮名及び漢字の由来、特質などに
ついて理解している。(⑶ウ)

○「話すこと・聞くこと」において、目的や意図に
応じて、日常生活の中から話題を決め、集めた
材料を分類したり関係付けたりして、伝え合う内
容を検討している。(A⑴ア)

・積極的に日本語の文字の由来や特徴を理解
し、今までの学習を生かして適切に使い分けよう
としている。

△異字同訓について理解を深め、関心をもつと
ともに正しく使い分ける。

◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中
で使うとともに、語句と語句との関係、語句の構
成や変化について理解し、語彙を豊かにしてい
る。また、語感や言葉の使い方に対する感覚を
意識して、語や語句を使っている。(⑴オ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されている
漢字を文や文章の中で使い、学習の見通しを
もって異字同訓について理解を深め、関心をも
つとともに正しく使い分けようとしている。
































